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序

本書で報告のある千塚小学校は荒川の扇状地の一端に位置します。荒川はその名のと

おり荒ぶる川で、その流路が時代によつてかなり異なったことが想定されます。荒ぶる

川という一面のほか、周辺に生活した人々には母なる川として恩恵をもたらしたことが

各地の発掘調査から解明されつつあります。

具体的には飲料水や生活用水・農業用水の確保、漁労の場の提供のほか荒川を使った

水上交通が考えられます。荒川によつてもたらされた恵みによつて、周辺には数多くの

吉墳が築かれ、「千塚」の名称が興つたものと思われます。なかでも6世紀後半に築造

された加牟那塚古墳は、石室の全長が 16mを超え、同時代における東日本の古墳の石

室規模でも上位に位置づけられます。このような大規模な古墳を築造するにあたつては、

相当数の人員を動員する必要があり、それを可能にする権力・財力があったことが想定

されます。

発掘調査によつて解明される先人たちの努力の痕跡、先人たちの知恵が本書を通じて

皆様がたに伝わると幸いです。

また、本報告が甲府市のみならず、山梨県の歴史を研究する糧となり、また将来、地

域学習の素材として活用されることを期待しております。

末筆ではありますが、発掘調査から報告書作成にいたるまで、地元自治会の関係各位

をはじめ、また現地における発掘調査や室内での整理作業に携わった多くの方々から多

大なご指導やご協力をいただきました。厚く御礼を申し上げ序といたします。

平成 23年 3月

甲府市教育委員会

教育長 長谷川 義高



ロ

1 本書は山梨県甲府市千塚 1丁 目 (甲府市立千塚小学校)に
所在する塚本遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は千塚小学校校舎および体育館建設に先立ち実施
したもので、平成21年度に試掘調査を国庫補助金の交付を受

けて甲府市教育委員会が実施した。また平成21年度に校舎地

点の本調査を甲府市教育委員会が実施し (第 1次調査 )、 平

成22年度には体育館地点を甲府市より委託を受けてけ山梨

文化財研究所が実施した (第 2次調査)。 試掘調査および第

1次調査は平塚洋一 (甲府市教育委員会)、 第 2次調査は櫛原

功― (働山梨文化勁研究所)が担当した。
3 本書の編集は戸澤慎― (甲府市教育委員会文化振興課長 )
を責任者とし、平塚・櫛原が行った。本書の原稿執筆は、第

4章を植月学 (山梨県立博物館 )、 第 1章第 1節 1・ 2、 第

3章第 3節 1～ 30号竪穴、 1～ 4・ 7号周溝墓、 5～ 11号
土坑墓を平塚が執筆し、そのほかの執筆は櫛原が行った。ま

た遺物観察表の石材鑑定は河西学 (②山梨文化財研究所地質

研究室)に よる。なお植月氏にはご厚意により出土人骨およ
び馬骨の鑑定および原稿執筆をしていただいた。心より感謝

申し上げたい。

4 第 1次調査では竪穴をSB、 土坑墓をSX、 溝を SD等 と略
称を付けたが、第2次調査では和名とし、本報告でも第 1次

分を含めて和名で統一した。また第 1次調査では、調査区の

方向に合わせてグリッドを組んだが、第 2次調査ではそのグ

リッドを踏襲しなかった。また方形周溝墓、円形周溝墓を総

称して「周溝墓」と呼称した。

5 発掘調査における基準点測量、空中写真撮影、全体図作成
業務は伽テクノプラエングが実施した。

6 金属製品の保存処理は働山梨文化財研究所保存処理室が実
施した。

7 本書の遺物写真撮影は、中川美治が行った。
8 本書に関わる出土品、記録類は甲府市教育委員会で保管し
ている。

9 発掘調査から報告書作成に至るまで、以下の諸氏、諸機関
からご教示、ご協力、御配慮を賜った。記して感謝申し上げ

たい (順不同、敬称略)。

甲府市立千塚小学校、山梨県教育委員会学術文化財課、山梨

県埋蔵文化財センター、村石真澄 (山梨県埋蔵文化財セン

ター)、 稲垣自由 (大月市教育委員会)、 大蔦正之 (甲斐市教

育委員会 )、 小測忠秋・望月和幸 (笛吹市教育委員会)、 三澤

達也 (山梨市教育委員会)、 森谷忠 ,柴田直樹 (mテ クノプ

ラエング)、 三枝哲雄 (三枝興業)、 望月祐仁・伊藤正幸・志

村憲―・伊藤正彦・佐々木満 (甲府市教育委員会)、 萩原三雄・

河西学・畑大介・鈴木稔・宮澤公雄・平野修・望月秀和・中

山千恵 (ω山梨文化財研究所 )、 植月学 。中山誠二 (山梨県

立博物館 )、 山梨県考古学協会

凡 例

遺跡全体図におけるX・ Y数値は、平面直角座標第 8系 (原
点 :北緯36度00分00秒、東経138度 30分00秒)に基づく座標
数値である (世界測地系数値)。 各遺構平面図中の北を示す

方位はすべて座標北で、真北方向は-0° 1′ 2618″ 。

2 遺構・遺物の縮尺は次の通りである。
竪穴住居 1:60
竃・炉 1:30
土坑 1:40
ピット 1130
周溝墓 1:60 1:100 1
縄文土器・弥生土器・土師器

金属製品 1:2
古銭 111
石器 1:3
石鏃 2:3
3 遺構図における遺物の種別を示す記号は以下のとおり。
●土器 (図化)。 上器 (未図化)▲ 須恵器
■陶磁器 ◎縄文 □土製品 ◆骨 ○金属製品
☆炭化物 ☆木材 △石器
4 土器断面中の破線は接合帯を、黒の塗りつぶしは須恵器、
ドット網掛けは陶磁器を示す。土器の内外面の網掛けについ

ては、細かい密なドットは黒変、やや粗い ドットは赤彩を示

す。

5 土層説明における土色表示は農林水産省水産技術会議事
務局監修『新版 標準土色帖』に基づ く。
6 遺構図版中の遺物番号は、写真図版番号、遺物観察表番
号と一致する。

7 本書図 1は 国土地理院発行の20万分の一地勢図「甲府」、
図 2は 2万 5千分の 1地形図「甲府」「甲府北部」を使用した。
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5 10・ H号竪穴完掘状況 6 10号竪穴炉      図版15 1～ 3 42号竪穴宅 4 43・ 44号竪穴遺物出土状況

図版 5 1 24号竪穴遺物出土状況 2 25号竪穴完掘状況   図版18 1 6号周溝墓全景
3 25号竪穴炉 4 25・ 26号竪穴完掘状況
5 28号竪穴完掘状況
6 25・ 26号竪穴遺物出土状況

7 25号竪穴出土遺物 8 26号竪穴出土遺物     図版19 1～ 4号竪穴遺物
図版 6 1 26号竪穴遺物出土状況 2 30号 竪穴完掘状況   図版20 4・ 5号竪穴遺物
3 1号周溝墓完掘状況 4 1号 周溝墓内出土遺物  図版21 7～ 10号竪穴遺物
5 1号周溝墓 (2号溝)内出土遺物         図版22 10～ 14号竪穴遺物

6 1号周溝墓溝内出土遺物 7 1号 周溝墓溝断面  図版23 15'18～ 20・ 22・ 24号竪穴遺物
図版 7 1 3号 周溝墓 (9号溝)遺物出土状況        図版24 25・ 26・ 28・ 32・ 33号竪穴遺物
2 4号周溝墓 (13号溝)遺物出土状況        図版25 33・ 34号竪穴遺物
3 3号周溝墓 (9号溝)遺物出土状況        図版26 36・ 37号竪穴遺物



第 1章 経 過

第 1節 調査の経過
1 調査に至る経緯
甲府市立千塚小学校では校舎の全面建て替えに伴

い、校舎棟を平成23年 8月 、校舎東側に隣接する体育

館 (屋内運動場)を平成23年 2月 末完成予定として建

設することになった。平成21年 7月 27日付けで建築営

繕課より埋蔵文化財発掘の通知の提出を受け、夏休み

期間のうちの 8月 16日 から8月 31日 に試掘調査を甲府

市教育委員会が実施した。校舎建設予定地にトレンチ

を2本、体育館建設予定地にトレンチを 1本設定し実

施した結果、校舎予定地点では近世から近代にかけて

の墓地、平安時代の竪穴住居ほか須恵器提瓶などが出

土した。また体育館側では幅55m以上の近世後期と

みられる流路跡、東側に幅15m以上の大溝があり、溝

の上層では平安時代、下層では古墳時代の上坑などが

確認された。遺構の保存状態も良いことから、甲府市

教育委員会では両地点ともに全面的な本調査の必要が

あると判断した。本調査にあたつては、廃土置場の確

気のため校舎地点と体育館地点を2度に分けて別々に

実施することとした。

第 1次調査 (校舎地点)は 甲府市教育委員会が平成

22年 1月 18日 より調査を開始し、3月 末までに校舎地

点の調査を終えた。

第 2次調査 (体育館地点)の約1000∬ については、

甲府市からの委託により (財)山梨文化財研究所が実

施することとなり、 6月 末現地調査終了を目指して平

成22年 4月 末着手、 7月 上旬に現地調査を完了した。

甲府市との契約内容は次のとおりである。

委託事業名 塚本遺跡 (千塚小学校体育館地点)
埋蔵文化財発掘調査業務

契約期間 平成22年 4月 26日 ～平成22年 7月 10日

調査期間 平成22年 4月 26日 ～平成22年 7月 7日

調査実施面積 10013∬

2 試掘調査
試掘調査の結果は以下の通りである。

トレンチ 1 2× 15mで設定。旧分間図によると墓地

にかかる地区である。重機により掘り下げたところ須

恵器提瓶が出土するなど、地表下30～40cmの深さから

土器がややまとまって出上した。古墳時代、平安時代

～中世の遺物があり、さらに江戸時代と思われる墓坑

から人骨が出土した。

トレンチ2 2× 15mの試掘坑を設定。旧分間図の原

野にあたる地点である。西側では砂地を地山とし、黒

掲色上の土坑を確認した。また東西方向を基軸とする

大形方形遺構も確認された。石組みの墓坑も確認され、

大正時代の磁器類が出土している。東側では地表下

30cmで竪穴住居を確認した。床面までは70cm以上とみ

られ、保存状態はよい。

トレンチ3 体育館予定地中央に東西方向、2× 20m
の試掘坑を設定した。西狽1では江戸後期とみられる流

路跡がある。古代の遺構確認面は地表下75cm。 トレン

チ東側では幅15m、 深さ2m以上となる大規模な溝跡

が確認できた (河道)。 地表下15mに は酸化鉄の堆積

層がある。最下層の一部には溝に先行するように掘削

された土坑が存在する。

第 2節 発掘作業の経過
第 1次調査は平成22年 1月 18日 より開始した。重機

による表土剥ぎの後、調査区の東西方向の向きに合わ

せた5mグリッドを設定し調査を行い、3月 末に調査

を終えた。

第2次調査は平成22年 4月 26日 より開始した。体育

館の設計図に従い調査区を設定し、重機による表土剥

ぎを開始したところ、グランドの地中には水道管、電

気の配線、下水管などが埋設されていて、東壁、南壁

の一部については手を付けることができず、予定より

も調査面積を縮小せざるをえなかった。調査は東側に

広がる旧河道の掘削から開始し、その後、西側台地面

の遺構群を北側より調査していった。南西の一角では

平安時代の竪穴住居が多数重複し、プランがわかりに

くく、また梅雨時の天候不順があつたものの、 7月 3

日に現地調査を終了、ただちに埋め戻しを開始し、 7

月 7日 に埋め戻しを完了した。

【調査日誌〕

第 1次調査

平成22年 (2010)1月 18日 (月)フ ェンス設置。西側より表土
剥ぎ開始。

1月 19日側 重機およびダンプにより表土剥ぎをしつつ、遺
構確認を開始。

1月 20日 m 表土剥ぎおよび遺構確認。
1月 21日 い 重機による表土剥ぎは本日にて終了。
1月 22日 ④ 枕乱の掘 り下げ (SXl～ 3)。
1月 25日 ⑪  グリッド杭打設。
1月 26日 (対 遺構確認。撹乱等の掘 り下げ開始。
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1月 27日m 撹乱等掘 り下げ。
1月 29日 ⑥ 遺構確認。溝等掘 り下げ。竪穴掘 り下げ (SBl)。
2月 1日 ⑪  SBl・ 2、 S Dl調 査。
2月 3日 m SB2調査。
2月 4日 n SBl・ 2お よび周辺調査。
2月 5日 O SBl・ 2お よび周辺調査。
2月 8日 (月)SB2・ 3調査。
2月 9日硼 SB2お よび周辺調査。
2月 10日 m グリッド精査、平安時代土師器集中区 (SB7)
調査。

2月 11日 n SB3調査。
2月 12日 0 グリツド米青査。SB5調査。
2月 16日 m SB5・ 6調査。
2月 17日 m SB2床面精査。 グリッド掘 り下げ。千塚小教員
見学。

2月 18日 9博  SB2ピ ットウ同り下引デ。
2月 19日⑥ SB2・ 3調査。SX5(馬の墓)調査。

2月 22日 ∩  SB3・ 8調査。

2月 23日卿  SB3・ 8、 SDl調査。
2月 24日囚 SB3～8調査。

2月 25日 m SB～ 7、 SX6～ 9(人骨出土)調査。
2月 26日 ④ SX8'9調 査。SX8よ り六文銭出土。
3月 1日 ∩ SB3・ 8調査。グリッド掘 り下げ。

3月 2日卿 千塚小学校小学生の体験発掘。山梨日日新聞取
材。方形周溝墓とみられる溝調査。

3月 3日 m SX9～ 11調査。人骨出土。山梨日日新聞掲載。
3月 4日∩ SB9調査。千環 4jヽ 4年生体験発掘。
3月 5日⑥ SB9・ 10調査。SD2(の ちに方形周溝墓と判明)
より壺出土。

3月 6日ω SXl・ 2お よび周辺調査。
3月 8日側  SB9～ 14、 SX6・ 7調査。
3月 9日側  SB4・ 12等調査。グリッド掘 り下げ。

3月 11日い 除雪作業。
3月 12日④ 方形周溝墓と思われる溝調査。
3月 13日ω 午前中、甲府市教育委員会主催により遺跡見学
会実施。約120名参加。SB5'6調査。SD9よ り壺出土。
3月 15日⑪ SB9～ 15調査。SD2と SD5が同一の溝 (方形周
溝墓の一部)と 判明。
3月 16日側 SD5調査。SXll調査 (人骨出土)。 グリッド掘 り

下げ。

3月 17日 m SB9完掘。 SB10～ 17、 SD2調査。 SX15よ り六文
銭出土。

3月 18日い  SB18・ 19、 SD2調査。
3月 19日⑥  SD2・ 所周査。

3月 20日 ω  SD2・ 4調査。

3月 22日 偶)SD2掘 り下げ。SB9～ 11調査。
3月 23日 側 SB9～ 18調査。SB9完掘。SX10よ り人骨出土。
3月 26日 O SB13～ 21調査。遺構外土器集中区調査。
3月 27日 ω

3月 29日 n SB15～ 22調査。SD6完掘。
3月 30日 卿  SB26調査。
3月 31日 m SD9(方形周溝墓)調査。1号方形周溝墓ほぼ
完掘。SB25、 SDll・ 12調査。

第2次調査

【調査日誌】

平成22年 (2010)4月 26日⑪ 重機による表土剥ぎを開始し

たところ、早々に給食室南西角で水道管破裂。調査予定位

置内には水道管、マンホール、下水、電気の線などが埋設

されているため、図面を手配。業者に補修工事をしてもら

う。調査範囲の杭打ち、基準杭 3か所の打設を行う。フェ
ンスを一部移動 し、固定した。

4月 27日明 機材搬入。フェンスを一部設定し直す。重機に
よる表土剥ぎ。図面を見ながら、地下埋設の電線の有無を

確認。

4月 28日曲 調査区内に溜まった水をポンプで抜 く。今後の
雨対策として調査区周辺に溝を掘る。谷の一部を重機で抜

いたところ、底は 2m以上下から遺物が出土したため、遺
物が出る層まで重機により掘削することとする。

4月 29日 m 重機による表土剥ぎ。水路が一部氾濫し、調査
区内に水浸入。村石真澄氏より、微地形についてアドバイ

スを受ける。

4月 30日 ⑥ 鋤集がけ。調査区の壁精査。重機による 1号河
道内の掘削。

5月 1日 ω 重機による表土剥ぎ。
5月 2日⑪ 表土剥ぎ。小学生への注意を促す説明板設置。
5月 3日⑪ 表土剥ぎ。
5月 4日山 本国にて表土剥ぎは終了。
5月 6日∩ 本国より作業員全員が参加 し、本格的な調査を
開始。まず全体を鋤簾がけし、シー トを掛けた。谷状遺構

を 11可 (1号河道)と し、遺物を取 り上げながら、掘 り下
イデる。

5月 7日⑥ 室内にて作業。
5月 10日 (月)1号 河道北区の掘 り下げ。東端で竪穴確認 (32
号竪穴)。 緑釉陶器椀出土。

5月 11日 ω  l号河道北区の掘 り下げ。
5月 12日 囚  1号河道北区掘 り下げ。
5月 13日 蝦  1号河道北区を下層礫層面まで掘 り下げたとこ
ろ、弥生土器など出土。ベル トの精査、土層確認。

5月 14日 0 1号 1可道】ヒ・中区掘り下げ。
5月 17日 冊  1号河道北・中区掘り下げ。
5月 18日側  1号河道中区掘 り下げ。
5月 19日硼  1号河道中区掘 り下げ。
5月 20日 蝦  1号河道中区で炭化材がまとまって出土。
5月 21日④  l号河道南区掘 り下げ。  ・
5月 24日⑪  l号河道南区掘 り下げ。ベル ト断面図作成。
5月 25日硼  1号河道南区掘 り下げ。礫層面まで達し、ほぼ
掘 り上る。完形の須恵器横瓶が河道底面より出土。周囲に

は自然木も分布する。ベル ト断面図作成。

5月 26日 17kl l号河道のベル トを遺物の層位的な出土状況を

観察しながら除去開始。

5月 27日 ∩  1号河道南区で覆土中の礫層下より帝金具 (巡
方)出土。
5月 28日 0 1号 河道ベル ト除去。
5月 31日① 32号竪穴調査。 1号河道内土坑調査。18号土坑
で曲物出土。

6月 1日 側 32号竪穴亀立ち割 り。18号土坑調査。
6月 2日 m l号 河道底面精査。
6月 3日∩ 32号竪穴竃完掘。20号土坑掘 り下げ。
6月 7日 ⑪ 西側台地面の遺構確認ののち、38～35号竪穴の
調査開始。

6月 8日側 33～ 35号竪穴調査。
6月 9日 m 33・ 34号竪穴出土状況写真、遺物取 り上げ。
6月 10日 曲  33・ 34号竪穴調査

6月 ■日0 16号溝 (6号周溝墓)調査。
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6月 14日 (月)16号溝調査。
6月 15日 硼 22～ 25号土坑セクシヨン図。18～ 21号 ピットの

半我セクシヨン図。36号竪穴遺物取 り上げ。24・ 25号土坑

はのちに45号竪穴となる。

6月 16日 曲 22～ 24号溝 (撹乱溝)掘 り下げ。

6月 17日 m 27・ 28号土坑、 2号撹乱掘削。36号竪穴内礫除

去、完掘。調査区壁のセクシヨン図作成。37号竪穴掘 り下

げ。13号溝掘 り下げ。 3号抗乱上層の礫を除去。

6月 18日 ⑥ 37号竪穴掘 り下げ。 3号撹乱調査。21号溝付近

に壁に沿つて トレンチを入れる。26号溝調査。

6月 21日 側 15号溝掘 り下げ。34号竪穴調査。

6月 22日 側 37号 竪穴遺物出土状況写真、遺物取 り上げ。

41・ 42号竪穴周辺掘 り下げ。プラン確認。38号竪穴掘 り下

げ。24・ 25号土坑調査。39号竪穴付近の炭化材精査。13号

溝掘 り下げ。

6月 23日 17n 千塚小学校にて学校側、建設側 (早野組)と 協

議。調査工程の確認など。

6月 24日∩  41・ 42号竪穴調査。

6月 25日⑥ 40～ 42号竪穴調査。遺物取 り上げ。39号竪穴炭

化材出土状況写真。38号竪穴調査。

6月 27日 lB)33・ 34・ 39号竪穴調査。下層の竪穴 (のち45号

竪穴)確認のための掘 り下げ。
6月 28日 側 43・ 44号竪穴遺物取 り上げ。空撮の準備、調査

区内の清掃を行い、ラジヘリによる空撮を行う。

6月 29日∞ 小学校教員見学。40～42号竪穴竃調査。
6月 30日 硼 山梨日日新聞にて報道。34号竪穴完掘。46号竪
穴より紡錘車出土。

7月 1日 い 45号竪穴遺物出土状況写真、遺物取 り上げ、床

面精査。

7月 2日⑥  l号掘立確認。45'46号竪穴完掘。セクシヨン

図作成。ポール撮影実施。45号竪穴埋甕炉調査。27号溝完

掘。 1号掘立調査。

7月 3日 lD 掘 り残 しを完掘、図化 し、発掘作業は終了とす
る。重機による埋め戻 し開始。

7月 4日 側 埋め戻 し。
7月 5日⑪ 埋め戻 し。
7月 6日側 埋め戻 し。
7月 7日 17n 埋め戻し終了。

【発掘調査作業員】(敬称略)

(第 1次)会田昇、秋山高之助、飯田圭祐、飯室かつ

美、池谷富士子、岩堀信太朗、小澤美幸、河西元彦、

加藤みりか、勝田美和、北野礼子、窪田信一、小池

直輝、厚芝金夫、斉藤里美、坂本しのぶ、坂本行臣、

佐田金子、田窪直人、田代雅士、田中丹朗、手塚松

雄、長谷川規愛、深澤友子、古屋袈裟男、細田和彦、

望月孝次、望月勝、横山忠以、米長恭子

(第 2次)秋山高之助、小沢正臣、小澤美幸、小幡敬一、

河西元彦、岸本美苗、窪田信一、輿石邦次、坂本行

臣、鮫田勝夫、清水征二、醍醐三郎、角田勇雄、手

塚松雄、長谷川規愛、早川栄蔵、深澤友子、細田和

彦、横内清次

第 3節 整理等作業の経過
報告書干J行までの整理作業については、甲府市教育

委員会と⑫山梨文化財研究所の間で業務委託契約を締

結し、校舎地点 (第 1次調査分)は平成22年 6月 1日

より平成23年 3月 30日、体育館地点 (第 2次調査分)

は平成22年 12月 6日 より平成23年 3月 28日 までの間を

委託契約期間として、山梨文化財研究所内で遺物水洗、

注記、接合、実測、図版作成、原稿執筆、編集作業を

行った。

遺構図については、 1次、 2次 ともに「遺構 くん」

による現場で作成したデータを空撮及びポール撮影に

よって作成したデータと合成する編集作業を行い、図

化資料の出上位置、接合関係のデータ統合をはかった。

遺構断面図については、現場で手取りにより作成した

原図をスキャナーで読み込み、パソコン上でトレース

して図版に組み込んだ。遺物は従来どおりの手取り実

測を行い、ロットリングによるトレースののち図版作

成を行った。

I整理作業員】 (敬称略)

伊藤美香、岩崎満佐子、大村明子、角屋さえ子、梶

原薫、岸本美苗、櫛原ゆかり、河野さおり、川崎二美、

小林典子、三枝千穂美、斎藤ひろみ、崎田貴子、佐

野員雪、須田泰美、竜沢みち子、田中真紀美、中川

美治、中川美千子、古郡明、永沢淳子、永田恵、林

紀子、原野ゆかり、藤井多恵子、藤原五月、横田杏

子、柳本千恵子

第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境
塚本遺跡は、甲府盆地北縁部、甲府市西部に位置す

る。甲府市街地西側にあたり、甲斐市と隣接した荒川

左岸の荒川扇状地に所在し、標高291～ 292mを測る。

『甲府市遺跡地図』によれば、甲府市立千塚小学校付

近から県道 6号甲府韮崎線 (山の手通り)北側の称念

寺付近までの東西450m、 南北130mの細長く広がる微

高地上が遺跡範囲として括られている。周囲の地形を

微視的に観察すると、荒川左岸にはこうした微高地 (自

然堤防)と背後の後背湿地 (旧河道)が連続した地形
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が認められ、微高地上が遺跡範囲と重なる場合が多い。

今回の調査地区は塚本遺跡の南側、県道南に位置する

千塚小学校グランド内、南半である。

遺跡の北側 2 kmには片山の低い山並みがあり、その

北東部では湯村山が張り出し、甲府市街地と本遺跡が

所在する湯村、千塚地区を隔てている。湯村山までは

本遺跡より約700mである。また西側300mに は昇仙峡

方面より荒川が南流する。この一帯では荒川対岸の甲

斐市 (旧敷島町)にかけて扇状地を形成するため、千

塚一帯は南向きの緩斜面となっている。現在、遺跡周

辺は密集した住宅街となり、湯村温泉街に近いことか

らホテルや大型商業施設も存在するが、荒川沿いには

水田や畑の農村風景も残っている。

第 2節 歴史的環境
本遺跡を東西に横切る県道 6号線付近はかつての信

州往還で、近世甲府城下と信州諏訪方面を結ぶ主要道

路であった。また本地区の東側にあたる塩部地区はか

つて「塩部田圃」と呼ばれた水田地帝で、条里地割が

良好に残り、古代から中世に水田開発された地域とみ

られる。また旧分間図によれば、本調査地点が千塚小

学校となる以前には、調査区一帯は大部分が水田と畑、

墓地であった (図 3・ 4)。

本遺跡周辺は「千塚」という地名が示すように、か

つては周辺に多数の古墳が分布したといわれるが、本

遺跡北側にある称念寺の墓地は塚状に盛り上り、円墳

と考えられている (証文塚古墳 )。 また本遺跡北東500

mには甲府盆地西部で最大の石室をもつ円墳、加牟那

塚古墳 (図 2上25)があるほか、湯村山山麓から山頂

にかけては万寿森古墳、湯村山古墳群などが分布する。

いずれも後期古墳で、現存する古墳は少ない。また本

遺跡の周囲の遺跡としては音羽遺跡、榎田遺跡、天神

北遺跡、天神西遺跡、跡部遺跡、御蔵遺跡、金塚西遺

跡、神田遺跡、人幡東遺跡、音羽遺跡などの弥生～平

安時代を中心とした集落遺跡が荒川左岸の扇状地面に

分布する。

荒川対岸の甲斐市 (旧敷島町)域には、川田瓦窯跡
と並んで県内最古の瓦窯、天狗沢瓦窯跡が存在する(図

2下84)。 天狗沢瓦窯で生産された瓦を用いた古代寺

院の位置は未確認ではあるが、島上条、中下条、大下

条の地名が示すように荒川左岸一帯には条里地割が残

り、古墳～平安時代の遺跡が多く、旧巨麻郡の中心地

域ではなかったかとして巨麻郡行を想定する向きもあ

る。

写真刊 証文塚古墳

本遺跡周辺ではいくつかの遺跡で調査が行われてい

る。本遺跡の北に位置する榎田遺跡 (図 2上 17、 山梨

県 1995)では弥生後期 1軒、古墳前期 1軒、古墳後

期12軒、奈良期 8軒、平安期 5軒の竪穴、古墳前期の

方形周溝墓 4基が検出され、弥生後期の上器は複合口

縁に粘土紐を縦に貼付した東海京都系の壼型土器が目

立つ。また本遺跡南に所在する音羽遺跡 (図 2上 28、

山梨県 1997)で は、弥生後期 3軒、古墳後期 4軒、

奈良期 5軒が検出され、弥生後期では櫛描波状文系の

土器類を中心に東海系、菊川式上器の高杯も認められ

た。また磨製石鏃が 6点出上したが、 3点が弥生後期

の竪穴中より出土し注目される。塩部遺跡 (図 2上

74、 山梨県 1996)は本遺跡東方にあり、弥生後期 1軒、

奈良 。平安期 8軒の竪穴、弥生後期～古墳前期の方形

周溝墓11基が検出された。そのうち古墳前期の SY03

(方形周溝墓)周溝中から検出された馬歯は、全国的

にも古い部類に属するとみられている。また旧河道か

ら奈良・平安時代の律令祭祀に伴う人形、斎串状木製

品などの木製祭祀遺物が出土している。塩部遺跡では

「愛宕町下条線」建設時にも2回調査が行われ (甲府

市 2004。 2005)、 弥生末～古墳初頭の竪穴住居跡22軒、

古墳前期の竪穴住居跡 7軒、古墳初頭の方形周溝墓 4

基、平地建物跡・掘立柱建物跡などが多数検出されて

いる。そのうち方形周溝墓の周溝中からは東海系とい

われる三股鍬が出土し、築造集団を伺う手がかりにな

るとして注目されている。

このように弥生～平安時代の間、断続的に集落遺跡

が存在するのが甲府市西部地域の特徴といえ、方形周

溝墓を伴う弥生末～古墳時代初頭の集落と奈良～平安

時代の集落が重複するケースが多い。

なお、甲府市立千塚小学校は明治 6年 (1873)9月 、

称念寺を仮校舎として開設され、明治11年に宮塚学校、

明治20年 に千塚尋常小学校となり、大正 9年 (1920)

に校舎本館が完成し、現在の校舎は昭和45年に竣工し
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たもので、長い歴史をもつ。
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甲府市教育委員会ほか 2005『塩部遺跡Ⅱ」 甲府市文化財

調査報告 30

第 1節 調査の方法
〔第 1次調査】西側の校舎予定地で、調査区外形のラ

インに合わせるように5mメ ッシュのグリッドを設

定し、南北方向にA～ F、 東西方向に0～ 9の組み

合わせでグリッド表示することとし、基点は南西隅と

道 路

第 3章 調査の方法と成果

図 5 調査区および周辺
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間のつなが りがベル トを救去するまで判断できないな

ど、デメリットが目立つ結果となった。遺構名は竪穴

住居を SB、 溝を SD、 土坑墓・不明遺構を SXと して

呼称 した。遺物取 り上げ、調査過程での礫 。遺物出土

状況、一部の遺構に関しては、光波とノー トパソコン

(Panasonic TOUGHBOOK)を 接続 した トータルス

テーションによる光波測量を行い、取 り上げソフトは

「遺構 くん」 (Cubic社 製)を用いた。全体図の図化は

ラジコンヘリによる空中写真をベースとして図化 し、

ポール撮影、光波測量で補足 した。

【第 2次調査】市教育委員会の試掘データをもとに、

甲府市教育委員会作成の「発掘調査仕様書」に基づき

調査を実施した。まず重機により遺構確認面まで表土

剥ぎを行い、調査区外に測量のための基準抗を打設し

た。遺構確認面を鋤簾により精査し、竪穴等の遺構の

掘り込みを確認したのち、遺構ごとにベルトを設定し

て出土遺物を残しながら掘り下げた。遺構名、遺物番

号は第 1次調査を踏襲したが、SBを 竪穴、SDを溝、

SXを土坑として連呑とした。遺物取り上げ等につい

ては、 1次調査同様に「遺構くん」を用いた光波測量

を行い、ラジコンヘリによる空撮を行った。

遺構番号については、遺構の確認順に番号を付した。

しかし、個々に溝として調査したものが結果的にひと

つの方形周溝墓となった例、第 1次、第2次調査区境

では、異なる遺構番号を付けたため整理段階で統一し

た遺構があり、調査時点とは若千の変更点がある。ま

た遺構として認識できないと判断されたものについて

は番号を抹消した場合がある。

第 2節 層 序
土層については基本土層を設定していないが、調査

区のいくつかの地点で地表面からの断面図を作成して

いるので、整理しておく。

調査区東壁にあたる32号竪穴では、 1層 (責褐色
土、グランド整地上)、 2層 (暗褐色土)、 3層 (褐灰

色土、旧水田土)、 4層 (褐色砂質上、旧水田床土 )、

5層 (黒褐色砂質土)、 6層 (黒褐色砂質土)で、 3・

4層の旧水田は近世以降の所産と考えられ、 6層直下

が平安時代の竪穴確認面となる。調査区南壁の43・ 44

号竪穴では、グランド整地層下に 1層 (褐灰色砂質

土)、 2層 (鈍い責掲色土)、 3層 (黒褐色砂質土)が
あり、その下層に砂礫層、責褐色砂層が流下したよう

にブロック状に広く存在し、その直下が竪穴覆土とな

る。第 1次調査区の南壁では 1～ 3層のグランド整地

層以下、4層 (黄色砂層)、 5層 (暗褐色土層)、 6層

(茶褐色土層)と なり、その直下が竪穴覆土となる。5

号竪穴周辺では 1～ 3層 (グランド整地層)、 4層 (褐

色土層)、 8層 (灰黄褐色砂質土)、 10層 (黒褐色砂質

土)と なる。

北壁中央の24号竪穴付近では、 1層 (グランド整地

層)、 2層 (暗赤褐色土)、 3層 (黒褐色土)、 4層 (黒

色土)で、 4層以下が遺構覆土となる。調査区西壁、

10号竪穴付近では、1層 (グランド整地層)、 2層 (鈍

い黄掲色シルト質土)、 5層 (黒褐色砂質土)で、 5

層以下は竪穴覆土とみられる。

このように地点によって層序は異なるが、現在のグ

ランド整地面の下には近世の暗褐色～掲灰色上下層に

黒～黒褐色土があり、その直下が平安時代以前の確認

面となっている。東側では埋没旧河道である 1号 1可道

上層に近世以降水田利用の痕跡が認められ、また調査

区中央付近では砂礫層が厚く存在するが、荒川の氾濫

による砂礫層の浸入が部分的に発生したものとみられ

る。また地山面は黄褐色砂質土であるが、 1号河道底

面で判明したように、地表下約 3mに礫層面が存在す
る。黄褐色砂質土中の試掘は実施していないが、 1号

河道で縄文土器、石器が出土していることから、弥生

以前の遺構が下層に存在する可能性については検討が

十分ではない。

第 3節 遺 構
検出された遺構数を整理すると次のようになる。

弥生時代末竪穴住居 20軒

平安時代竪穴住居 16軒

周溝墓 8基
溝 30本 (周溝墓等を含む)

土坑 30基 (う ち墓坑は9基 )

掘立柱建物 1棟
河道 1本

【竪穴住居】

(1号竪穴)(第 1図、図版 2)調査区南西コーナー付近、

Alグ リッドに位置し、 2号竪穴に切られる。遺物
出土状況より竪穴と判断し、遺物の分布範囲を竪穴住

居と想定した。覆土は黒色粘土質。竪穴の壁の立ち上

がりは明確でなく、周溝はない。床面は軟弱であるが、

東壁寄りに硬化面が一部存在した。掘 り上がりのプラ

ンは長軸長9m以上、短軸長推定 6mの大形不整方形、
主軸方向は N-45°―Eで、北東から南西に主軸方向が

あるとみられる。北側にややきつい角をもっているが、
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m

正確にプランを把握できたとはいい難い。炉、柱穴と

もに未確認で、焼土分布範囲も存在しない。遺物は住

居の北東側にまとまって出土した。弥生末。

(2号竪穴)(第 2・ 3図、図版 2)調査区南西隅コー

ナー、AO～ Blグリッドに位置し、 1号竪穴を切る。

覆土中に 1号溝 (近世以降)が存在する。北壁に小学

校の旧屋外 トイレ浄化槽による円形の撹乱が床面より

も深く掘り込まれている。覆土は暗褐色シルト質土。

94× 73mの小判形を呈した大形竪穴住居で、主軸方

向はN54°一W。 壁は確認面から床面まで65cmと 深い。

床面は全体的に硬く、柱穴は4本あるいは6本か。柱

穴はいずれも深い掘り込みではない。周溝はない。南

東隅の3号 ピットは出入り口施設に関わる可能性があ

るが、土手状の盛り上がりは確認していない。炉は北

寄りに存在する。70× 50cmの不整円形の掘り方中央に

三角形の炉石を枕石としてもつ。調査では炉周辺を24

×17mの楕円形掘り方として調査したが、やや掘 り

過ぎたようである。炉の掘り方内には焼上が薄く分布

する。遺物出土量は比較的少なく、床面出土遺物はほ

とんどない。時期は弥生末。

図8 第 1次調査区グリッド配置図

(3号竪穴〉 (第 4図、図版 2)調査区南西寄り、 1号

周溝墓南西側に位置する。A2～ C3グ リッド。 8号

竪穴を切る。竪穴中央、覆土上層には東西方向に2号

竪穴北側の浄化糟の撹乱へ通じる溝がある。形態は65

×52mの 隅丸方形で、主軸方向はN-25° 一W。 周溝は

ない。壁高は45cm。 床面は全体的に硬化が認められた。

遺物の多くは覆土中からの出土である。時期は弥生後

期。

(4号竪穴〉 (第 5・ 6図、図版 2)調査区西側、B3
～ C4グ リッド、 1号周溝墓南西コーナーの溝上層に

存在し、当初 SB22と した範囲である。形態は不明だ

が、南西隅と北壁の一部が確認され、51× 3.2m以上

の隅丸方形と考えられる。主軸方向はN22° ―W。 床

面は軟弱で、竃は不明。床面よりやや浮いて赤変した

竃の構築材とみられる礫が出土した。周溝は未確認で

ある。遺物は周溝墓溝の覆土上層からまとまって出土

した。時期は平安時代。

(5号竪穴〉 (第 7・ 8図、図版 2)調査区ほぼ中央の

校舎地点と体育館地点の中間、A8～B9グ リッドに位

置する。30号竪穴を切り、37号竪穴に一部切られる。
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形態は59× 46mの小判形で、ピツトが床面に3本あ

るが、柱穴かどうかは不明。主軸方向はN-5° W。 炉

は不明。東壁、西壁の壁際には幅25～60cmの周溝が存

在する。床面は全体的に硬化する。遺物は床面よりや

や浮いた状況でまとまって出土した。壁高は25cm。 時

期は弥生時代後期。

(7号竪穴)(第 5・ 6図、図版 3)調査区のやや西寄

り、校舎地点のほぼ中央。C3グ リッド。 1号周溝墓

西溝中央付近にあたり、 2号溝と重複する。平安時代

の上器が集中したことから 1辺35m程度の大きさの

竪穴と判断した。19号竪穴と重複し、一部の遺物は19

号竪穴として図示されている。プランは全く不明であ

るが、礫で囲んだような方形の石組み遺構が存在し、

電の可能性があるが、調査時点では焼土分布が認めら

れないこと、礫の立て方が竃とは異なることから亀で

はないと判断した。時期は平安時代。

(8号竪穴)(第 9図、図版 2)調査区南西寄り、Bl
～ C2グリッドにあり、 1号周溝墓の西辺の溝に接し、

3号竪穴に切られる。北西の隅は後世の撹乱を受ける。

66× 59mの 隅九方形プランで、主軸方向は N-16°

一W。 3号竪穴、撹乱と重なる部分以外の壁は確認さ

れたが炉はなく、また周溝もない。床面は南側に一部

やや硬化した面が確認できたが、全体にやや軟弱で

あった。遺物は床面よりやや浮いた状況で散浸とした

出土状況を示した。ピツトは9本あり、 4本柱穴とみ

られる。南壁際にはピットが複数存在するが、それら

の中には出入り口施設に伴うものも含まれると考えら

れる。時期は弥生時代後期。

(9号竪穴)(第 10～ 12図、図版 3)調査区北西寄り。

DO～ E2グ リッドに位置し、10号竪穴を切る。覆土

上層に6'7・ 15号土坑墓 (いずれも近世以降の墓坑 )

がある。形態は小判形で84× 5,5m。 東西方向に長い

長楕円形を呈 し、主軸方向はN55°一E。 炉は不明で

あるが、北東隅近くに焼上が薄く堆積していた。焼土

付近のみ硬化面が確認できたが、全体に床面は軟弱で

あった。周溝はない。柱穴は4本で、そのほかに西壁

際にピットがあり、出入り口に関わる施設かと考えら

れる。遺物出土量は多くない。時期は弥生時代後期。

(10号竪穴〉 (第 10～ 12図、図版 3)調査区北西隅、

CO～ Elグ リッドに位置し、10。 11・ 16号竪穴、3号溝。

8号溝、撹乱溝に切られる。西側は調査区外にかかり、

また 9・ 11号竪穴との重複で、壁は南、北東、北西

の一部にとどまるが、推定長軸長102m、 短軸長7m

以上の小判形を呈した大形竪穴で、主軸方向は N-3°

―W。 炉は中央やや北寄 りにある。東側と南側に礫を

L字状に組んだ炉石が残 り、周囲に直径60× 65cmの 円

形の掘 り方が確認された。全体的に硬化 した床面は認

められなかつた。周溝はない。ピットは南壁際に 1本

存在するのみで、確実な柱穴は未確認である。土器の

出土量は多 くない。時期は弥生時代後期。

(11号竪穴)(第 10～ 12図、図版 3)調査区北西隅。

EO～ Flグ リッドに位置し、10号竪穴を切る。東側の

辺は後世の撹乱を受け、判然 としない。小判形と思わ

れるが、北側は調査区外に延びるため詳細は不明で

ある。現状では南北 4m以上、東西4.5mで主軸方向

は N-25°―W。 炉は中央やや北寄 りにあ り、南側に長

さ40cmの枕石をもち、北側に60cm以上 ×50cmの掘 り方

をもつ炉である。全体的に硬化 した床面は認められな

かった。周溝はない。土器の出土量は多 くない。時期

は弥生時代後期。

(12号竪穴〉 (第 13図 )調査区西寄り、D3～ E4グリッ

ドに位置し、 1号周溝墓に囲まれる。形態は6.6× 55

mの隅丸方形で、主軸方向はN54°―E。 竪穴東壁寄り

の覆土には長径30～ 100cmを 超える角の九い河原石が

堆積していたが、近世の耕作により周辺から集められ

たものと推測している。竃は不明。焼土のまとまった

堆積も確認できなかった。床面は比較的軟弱。遺物は

覆土中より散漫とした出土状況であつた。時期は平安

時代。

(13号 竪穴〉 (第 14・ 15図、図版 4)調査区西寄 り、

B4～ C5グリッドに位置する。南を 1号方形周溝墓の

南辺に、東を21号竪穴に切られ、北・西壁のみが残る。

全形は不明だが、形態は南北推定 55m、 東西推定43

mの隅丸方形か。主軸方向はN23°―W。 北側に浅い

掘り込みが存在するが、何らかの遺構の一部である。

炉は中央やや北寄りにある。42× 38cmの 円形の掘り方

をもち、 2個の礫を用いた枕石の北側に薄く焼土が堆

積する。床面は軟弱。出土遺物は北西隅を中心に床面

近くから遺物がやや多く出土している。時期は弥生時

代後期。

(14号竪穴〉(第 16・ 17図、図版 3)調査区西寄り、南端、

A3～B5グ リッドに位置する。北隅は 1号周溝墓に、

南東を15号竪穴に切られる。また竪穴中央北寄りは東

西方向に塩ビ管による撹乱を受け、竪穴の中央部分 2

箇所に撹乱坑が存在し、南側は調査区外にのびる。全

形は不明だが、北、西壁から推定すると推定 8× 69

mの隅丸方形で、主軸方向は N62°一W。 床面は炉の

付近がやや硬化するが、全体的に軟弱。竪穴の中央北
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西寄りに62× 53cmの 円形の炉があり、長さ36cmの枕石

を伴う。炉石の北西側には薄く焼土が堆積する。遺物

は全体から出土しているが、南西床面上にひとつのま

とまりがある。時期は弥生時代後期。

(15号竪穴)(第 16。 17図、図版 4)調査区西寄りの南端、

A5～A6グ リッドに位置する。14号竪穴・22号竪穴を

切り、南側 2/3程度は調査区外に展開する。全体像は

不明だが、短軸長58mの 隅丸方形か。主軸方向は推

定 N-38° W。 床面には硬化面が確認できた。炉は調

査区の南壁に近いところにあり、直径33cmの 円形の掘

り方内に長さ36cmの枕石が 1石残る。焼土はほとんど

確認できなかった。時期は弥生時代後期。

(16号竪穴〉調査区西端、DO～EOグ リッドに当初設

定し、現場では竪穴として認識していたが、小規模な

ことから整理段階で土坑に変更した。

(17号竪穴〉調査区西端、COグ リッドに当初設定した。

遺構のほとんどが調査区外の西側に展開するため、整

理段階で竪穴にはならないと判断し、17号土坑とした。

床面直上から弥生後期の上器 1点が出土している。

(18号竪穴〉 (第 18。 19図、図版 4)1次調査区西側、
C2～ E3グリッドに位置する。 1号周溝墓、8号竪穴、

10号土坑墓に切られる。南壁を欠くが、8.1× 6.2mの

隅丸方形で、主軸方向は N-17° W。 炉は不明。床面

は比較的硬化した面が確認できた。本竪穴は焼失住居

で、北壁、西壁付近では竪穴の中心方向から放射状に

炭化材が分布し、焼土を伴う。炉は不明。床面のすぐ

上にまとまって土器が出土している。弥生時代後期。

(19号竪穴)(第 5'6図、図版4)1次調査区の西寄
り、C3～ D4グ リッドに位置し、 1号周溝墓西辺溝に

内接する。34× 3mの略円形～隅丸方形で、北西隅
を近代の墓坑に切られ、北辺を校庭整備に伴う撹乱溝

に切られる。住居としては小規模な竪穴状遺構で、床

面は軟弱である。中央付近、覆土中に集中的な分布を

示す。時期は平安時代。

(20号竪穴)(第 20図 )1次調査区の西寄り、南端に
あり、調査区南壁にかかる。A2～A3グ リッドに位置

する。7号溝跡を切る。遺構の半分は調査区外に展開

する。東西 77m、 南北 3m以上の隅九方形で、床面
は比較的軟弱。主軸方向は推定N83° E。 土器は覆土

中からわずかに出土している。時期は弥生時代後期。

(21号 竪穴〉 (第 14・ 15図、図版 4)調査区西寄 り、
B4～ C5グリッドに位置する。西側は13号竪穴を切り、

南側は 1号周溝墓の溝覆土中にあり、壁が検出されて

いないため、北壁から東壁にかけて壁が存在する。全

体像は不明だが、形態は推定59× 48mの隅丸方形で、

主軸方向はN15°一W。 床面は比較的軟弱で、小ピッ

トが 4基存在するが柱穴ではない。竃は不明。遺物は

覆土上層からわずかに出土している。時期は平安時代

か。

(22号竪穴〉 (第 16。 17図、図版 4)調査区の西寄り、
南端、A5～A6グ リッドに位置する。15号竪穴・ 6号

溝跡に切られる。東西方向に直線的に延びる塩ビ管に

より撹乱を受ける。北 。東 。西壁から推測すると形態

は62× 48mの 隅丸方形で、主軸方向は N-63°一Wか。
床面は炉付近に部分的な硬化面が存在した。炉は竪穴

の中央北西寄りにあり、直径30cmの円形の掘り方内に、

長さ45cmの枕石の炉石が 1石存在するが、焼上の地積

はほとんど確認できなかった。床面近くから土器が少

量出上している。時期は弥生時代後期。

(24号 竪穴)(第21図、図版 5)調査区中央北寄 り、
E7～F8グ リッドに位置する。2号周溝墓西辺溝 (SD5)

が西壁に重複する。プランは北側が調査区外 |このびる

ため全体像は不明であるが、隅九長方形もしくは小判

形と思われ、長軸長は推定64× 5mで、主軸方向は

推定 N-45°―W。 床面は全体的に軟弱。炉は竪穴の中

央北寄りに位置し、棒状の礫を枕石とする炉で、掘り

方は確認できなかった。炉石の周囲にわずかに焼土が

存在する。遺物は少なく、床面からやや浮いた状態で

出土している。ピットは炉の脇、壁際に 1基存在する

が、柱穴ではない。周溝、出入り口施設はない。時期

は弥生時代後期。

(25号竪穴〉 (第22・ 23図、図版 5)調査区中央付近、
B6～C7グ リッドに位置する。 3号周溝墓内側、南西

コーナーにあり、南壁の立ち上がりは重複のため確認

できていない。26号竪穴の南西隅を切る。形態は小判

形で、推定長軸長 53m、 短軸長 42mを 測る。床面

は比較的硬質。炉は中央北寄りに存在し、直径40cmの

円形の掘り方南側に直列した長さ46cmの 2石を枕石と

したものである。西壁付近の床面にやや広い範囲で炭

化物が厚く堆積していた。床面のピット5本中、柱穴

は 3本で、本来は4本柱穴とみられる。土器は床面お

よび床面からやや浮いた状態で出上している。時期は

弥生時代後期。

(26号竪穴〉 (第 22・ 23図、図版 5'6)調 査区中央
寄り、C6～D7グリッドに位置する。3号周溝墓に北壁、

東壁を切られ、南壁を25号竪穴に切られるほか、撹乱

溝が住居内にかかる。全体像は不明であるが6.6× 6

mの隅丸方形で、主軸方向はN25°―Wと考えられる。
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確認面から床面までの掘 り込みは浅 く、床面は軟弱。

炉は未確認。遺物は、南東隅近 くの床面直上に土器の

まとまりがある。時期は弥生時代後期。

(28号竪穴)(第24・ 25図 、図版 5)4号 周溝墓内側
にあり、37号竪穴に南東壁を切 られ、北壁を撹乱溝に

切られる。そのため全体像は不明だが、推定48× 39

mの小判形で、主軸方向は N-19° W。 炉は中央北寄

りに、長さ38cmの枕石が 1石 あるが、炉の掘 り方は

確認されていない。遺物は床面付近からごく少量が出

上したのみである。

(30号竪穴〉 (第 7・ 8図、図版 6)調査区中央南寄

り、A8～A9グ リッドに位置する。5号竪穴に切られ、

南壁が調査区外にかかる。プランは推定4× 3.2mの

小判形とみられるが、長さ34cmの炉石が西壁に寄って

いることから、プランを正確に↓巴握できていない可能

性がある。床面は比較的硬質。ピットは 1本ある。炉

は西壁寄りにあり、枕石を一石もつタイプだが、焼土

の地積は薄い。土器が床面やや上からごくわずかに出

土している。時期は弥生時代後期。

(32号竪穴)(第 26図、図版11、 写真 1)調査区北東隅、

G14グ リッドに位置する。 1号河道の東脇にあたり、

東壁の大半が調査区外にかかり、また西壁は 1号河道

に切られるため西壁は確認できないが、42× 4mの

隅丸方形とみられ、主軸方向は E-4° Sである。竃は

東南隅に存在し、袖石は扁平礫を幅 55cm、 高さ27cm

で2列立てて並べたもので、中央奥側には支脚石が立

つ。また左手前の袖石には石の表面に白色粘上が厚く

付着し、竃の表面を粘上で仕上げていたことがわかる

良好な事例であった。また竃右手には小形土器 (12)

があり、竃祭祀に関連した遺物かもしれない。壁高は

北側で 25cmを はかり、周溝はない。竃周辺には2～

12cm程度のやや細かな炭化材が散在したほか、粉状の

炭化物が北壁寄りの床面上に 50× 60cmの範囲で認め

られ、焼失家屋の可能性がある。床面には硬化面はと

くに見受けられなかった。時期は平安時代。

(33号竪穴)(第27図、図版11)調査区北端に位置し、

約半分が調査区外にかかる。東側が 1号河道により浸

食されているため、東壁と南壁の一部が明確に確認で

きなかったが、東西 33m、 南北 26m以上の規模と

思われ、南壁から推浪1す ると主軸方向は E-9° ―S。 壁

高は西・南側が深 く55cmで ある。平面図では竃の東

側に壁らしい立ち上がりを図示しているが、住居の壁

ではない。覆土上層には径10～30cmの礫がやや多く分

布し、出土土器量も比較的多い。また遺物は覆土上層

からの出土例が多い。東壁のやや南壁寄りと思われる

位置に竃の石組みがある。袖石の右列のみ確認され、

3つの礫を立てて並べている。

(34号竪穴)(第28図、図版12)調査区東側、北寄 り

の 1号 1可道西に位置し、北壁に 15号溝が隣接する。33

×3mの隅丸方形で、主軸方向は E ll° N。 南東隅
に竃をもつ。竃は袖石に礫を2個ずつ 2列に並べたも

ので、礫の高さは 32cmを 測る。長さ40cmの天丼石が

手前の焚口に遺存する。煙道はコーナー付近の壁がわ

ずかにくぼんでいるのみである。壁高は西壁で 40cm、

東壁で 25cmあ り、周溝は断続的に北、西、南壁に認

められる。遺物は覆土上層から下層にかけて非常に多

く、竃内、周辺には甕を中心に大形破片が分布する。

竃内には中心に支脚石はないが、左袖石寄りに礫があ

り、また中心には完形に近い杯が正位で検出された。

(35号竪穴〉 (第28図、図版12)東側の調査区西壁に

位置する。南北 4mの推定隅丸方形で、大半は調査区

外である。壁高は約30cm。 炉は不明で、周溝はない。

床面に硬化面はとくにない。遺物はごくわずかで、床

面上には板状の台石らしき礫があり、壁面に一部露出

するが、取り上げなかった。竪穴住居としたが、部分

的な調査のため、溝などの可能性もある。

(36号竪穴〉 (第29図、図版12)東側、南壁にかかる

ようにして検出された住居。南側は調査区外へ廷びて

いる。東西 35m、 南北 2.5m以上の隅丸方形で、主

軸方向はN15°―W。 西壁の壁高は30cm、 東壁は12cm

で周溝はない。竃は不明。遺物は床面よりやや浮いて

北壁付近と調査区境の南壁付近にまとまって出上 し

た。時期は平安時代。

(37号竪穴)(第24・ 25図 )第 1次調査の際に調査区

東壁で 5号竪穴を切るように、 6・ 29号竪穴が重複 し

て確認されたが、第2次調査ではその位置で直線的な

北壁が確認でき、37号竪穴と番号を付して調査を行っ

た。整理の過程でほぼ同時期の平安時代の上師器が 6・

37号竪穴に分布することがわかり、それらを 1軒の竪

穴として理解すべきだろうと判断し、 6・ 29号竪穴は

抹消することとした。第 2次調査の範囲では、遺構確

認の段階で北壁のラインは一部把握できたが、南、東

壁はまったくわからなかったため、仮の範囲を決めて

ベルトを設定して掘り下げた。その結果、東側は13号

溝が下層に存在するため壁は不明で、13号溝の範囲内

に東壁が存在したと考えておきたい。南壁については

隣接して42号竪穴が存在し、37号竪穴を切ることから

確認できなかったが、元の6号竪穴南壁付近、 5号竪
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穴北壁付近まで広がることが考えられ、その範囲はお

おむね 75× 64mで隅丸方形プランと考えられる。遺
物は覆土中を中心にやや多い。なお、床面精査時点で、

東西方向の浅い立ち上が りが認められ、当初 6号竪穴

とした壁ラインと一致するように続いていた。弥生期

の楕円形プランの住居が 37号竪穴と重複して存在し

ていた可能性も大いに考えられるが、いずれにしても

6号竪穴として取り上げられた遺物は37号竪穴の遺物

である。電、周溝は未確認。時期は平安時代後半～末。

(38号竪穴)(第30図、図版13)45号竪穴覆土中に枕

石をもつ炉があり、住居とした。45号竪穴が坦没した

段階で構築している。調査区南壁に竪穴の半分が続く

とみられ、また西壁は36号竪穴により切られている。

さらに下層に45号竪穴があることから北壁は検出する

ことができなかった。したがって東壁の一部と床の

一部と炉を確認した。東西 55m、 南北 4.2m以上で、

主軸方向はN30°一W。 炉は70× 75cmの円形の掘 り方

をもつと思われるが、下層の住居覆土のため掘り過ぎ

てしまい、深さ、範囲ともに不明瞭であった。長さ35

cmの礫を枕石とし、焼土は石の南側にわずかに遺存し

た。床面は不明瞭で貼り床は確認できなかったが、炉

の確認面を床面とし、床面より上層の遺物を38号竪穴

の遺物とした。

(39号竪穴〉 (第31図、図版13)40号竪穴東側、 5号

周溝墓上層にて竪穴覆土らしき灰褐色砂質土が広が

り、同一面上に炭化材が多数分布したため、その範囲

を39号竪穴とした。竃らしき石組みが南東隅に相当す

る45号竪穴内に存在し、立ち割ったところ焼土が確認

されたため竃とした。竪穴東半に炭化材がかなり多く

存在し、火災住居と考えられるが、焼土はほとんどな

い。壁は5号周溝墓内に一部存在し、また東壁に当た

る部分にわずかな立ち上がりがあることからそれらと

竃をつなぐ線を壁と考えると、推定南北 4m、 東西 4

mの隅丸方形で、主軸方向は E-2° Sと みられる。壁

高は10cmと 浅い。遺物は覆土上層を中心に出土してい

る。

(40号竪穴〉(第32図、図版13)5号周溝墓西側にあり、

47号竪穴と重複し、30号土坑に西壁を切られる。図面

上では西側が42号竪穴に切られるが、47号竪穴は東壁

中央に電をもち、40号竪穴よりは一段階古い竪穴と考

えられるので、調査過程です巴握することはできなかっ

たものの本来西壁の一部は存在したと思われる。47号

竪穴の手前に存在する石組亀を東南隅に想定し、竃左

側の壁の立ち上がりを東壁の一部と考え、また42号竪

穴北東の立ち上がりを北壁の一部とみなし、推定 5×

42mの隅丸方形 と推測する。主軸方向は E-4°―N。 篭

は当初、47号竪穴竃と重複 していることに気付かず、

袖石間が広い竃として断ち割りを行つたところ、ベル

トをはず した段階で 2基の重複であることが明確に

なった。47号竪穴の左袖手前に40号竃右袖が構築され、

3列の袖石が並ぶ。焚口には天丼石が落ち込んでいる。

(41号竪穴)(第 33図、図版14)調査 区東側、南寄 り

に位置 し、47号竪穴と重複する。複数の住居が密集し

て切りあう状況が想定されたため、覆土を徐々に掘り

下げていく中で、南壁と東壁がが確認できた。ベルト

を南北に長く残 して北壁の立ち上が りを探したとこ

ろ、北東隅および北壁の一部が確認できたが、30号

土坑の重複により遺存状況は不良であった。西壁は近

代の撹乱溝である24号溝に切られているが、北寄りの

一部でわずかな立ち上がりが認められた。床面には段

差があって重複状況が認められ、内側の床面に竃が伴

う (41A号竪穴)。 南東隅のコーナー竃である。外側

(41B号竪穴)の住居には竃がないらしい。41A号竪

穴は 28× 28m。 41B号竪穴は34× 3.2m。 ともに主

軸方向は E-7° ―N。 2軒の重複は北壁が一致すること

から、拡張的なあり方、あるいは棚状遺構など壁外施

設を想定すべきかもしれない。壁寄りには焼上が薄く

分布するほか、竃周辺には遺構確認面直下付近に炭化

物と焼土の分布が認められた。また床面直上には薄く

炭化物層がある。床面はとくに硬化面がなく、壁際に

は南から西壁の南寄りに周溝が見られる。竃は石組竃

で、円礫を2個程度、幅 50cm、 高さ30cmで 2列に立

て並べたもので、手前には長さ46cmの 天丼石が 2つ

に折れて遺存したほか、煙道には平たい礫が存在した。

亀内および周辺には羽釜片や杯などが多い。

(42号竪穴〉 (第34図、図版14)37・ 40号竪穴と重複し、

4号周溝墓 (13号溝)上層に位置する。4,9× 49m
の隅丸方形で、東壁ほぼ中央に竃をもつ。主軸方向は

E-10°―N。 南壁中央に30号土坑が重複 し、竪穴内西側

と北側に近代以降の撹乱溝が入る。また竃北狽1に は 1

号掘立の柱穴がある。北から東壁は比較的良好に遺存

するが、南壁、西壁は不明瞭であった。壁高は北側で

30cmあ り、電北側から北壁の一部に周溝が存在する。

竃は2個の円礫を2列に立てた袖石で、天丼石はない。

(43号竪穴)(第35図、図版15)調査区東側と南壁に

かかる大形の落ち込みで、西側に44号竪穴が重複する。

断面観察によれば43号竪穴が44号竪穴を切るようにみ

える。東側、覆土中には36号竪穴 (平安末)が重複す

-16-



る。また東端には撹舌とが入る。東西 8m以上の落ち込

みで、主軸を東西方向にもつ楕円形の竪穴住居の可能

性があるが、床面にはとくに硬化面がなく、柱穴、炉

もないことから、確実に竪穴とすることができない。

方形周溝墓の溝の可能性もあり仮に8号周溝墓として

おくが、他の方形周溝墓に比べて北方向に姑する振れ

が弱い。古墳時代～平安時代の遺物を伴うが、床面近

くから出土した甑などから古墳時代の竪穴状遺構、あ

るいは方形周溝墓と考えられる。

(44号竪穴〉 (第35図、図版15)調査区東側、南壁に

かかって存在する長い43号竪穴の西端に存在する。断

面観察によれば、43号竪穴に切られている。東西 38m、

南北 ■4m以上の楕円形で、南北方向に主軸をもつと

思われる。主軸方向は推定N64°一E。北から東壁に沿っ

て周溝をもつ。遺物はほとんどなく、時期は不明だが、

弥生末頃だろう。

(45号竪穴〉 (第36図、図版15。 16)調査区東側、A

B ll～ 12に 位置する。 5号周溝墓南側にあり、38・

39号竪穴が覆土上層に重複し、36号竪穴に切られる。

38号竪穴の床面精査中に黒色の落ち込みを確認し、

サブトレンチを入れて床面および壁立ち上がりを確認

し、竪穴とした。58× 52mの隅丸方形で、4本柱穴

をもち、炉は中央東寄りに埋甕炉をもつ。主軸方向は

N-55°―E。 炉は直径30cm、 深さ12cmの重形土器の下半

を埋め込んだもので、内面、周囲ともに焼土は皆無で

あったが、土器内面が中心を除いてひどく黒変し、炉

体土器内で火が焚かれたことがわかる。床面に貼り床、

硬化面はなく、中央にごく浅い窪みが存在したほか、

全体的に細かな凹凸がある。床直上に遺物がやや多く

出土した。覆土中には炭化物がやや多く、また床面か

ら炭化材が 2本出土したことから火災住居とみられる

が、床面上に焼土は分布していなかった。また当初

24・ 25号土坑として45号竪穴覆土中を掘り下げ、多数

の土器片が出土したが、覆土上層のシミ状の変色部と

判明したため土坑からは除外し、遺物は45号竪穴帰属

とした。壁高は50cmで、周溝はない。

(46号竪穴〉 (第37図、図版16)調査区東側、 1号河

道に面して存在する。35× 31mの小形隅丸方形で、

主軸方向は E-20°―N。 東壁は北寄りの一部の立ち上が

りがわずかに遺存するが、南東隅を中心に河道の浸食

が及んでいる。竃はないが、おそらく東壁にあったの

であろう。壁高は西壁で33cmあ り、周溝はない。床面

は比較的硬質だが、貼り床はない。遺物は少ないが、

北壁際で折れた軸をもう一方の軸に揃えた紡錘車が出

土 している。

(47号 竪穴〉 (第32図、図版13)2次調査区南西側に

位置し、40・ 41・ 42号竪穴に切られる。40号竪穴下層

に本竪穴に伴うとみられる北壁が確認されていて、南

北 34m、 東西 32以上の隅丸方形プランと見られる。

主軸方向はE ll生N。 竃は東壁南東隅寄りに位置し、

東壁に対して斜めに袖石が並ぶことから、コーナー竃

ではなかったかと思われる。40号竪穴の袖石が重複し、

40号竪穴竃のほうが手前に構築されていることから、

47号竪穴よりも新しいことがわかる。天丼石が手前に

遺存する。40号竪穴の南壁が不明なため、40号竪穴の

遺物との厳密な区別ができなかったが、南壁近くの遺

物が47号竪穴に伴うのであろう。

【掘立桂建物跡】

(1号掘立〉(第43図、図版18)西側を42号竪穴に切られ、

5号周溝墓と重複する5本 ×2列 (4間 ×1間 )の掘

立柱建物。41× 21mで主軸方向はE26°―N。 5号

周溝墓との切りあい関係は定かでないが、柱穴内出土

遺物からすると掘立柱が後出する。柱穴のうち5号周

溝墓の溝に重なるピットは確認できていないが、本来

は存在したものと思われる。各柱穴は直径 35～ 45cm、

深さ25～ 40cmの 円形の掘り方で、35号ピットでは柱

痕が観察されている。柱穴内からの出土遺物および、

42号竪穴との重複関係から、平安時代末の所産かと思

われるが、主軸方向からすると周溝墓群と共通性があ

り、時期に関しては検討を要する。

〔土坑 (墓 )】

(5号土坑墓〉(第41図、図版8)調査区西端 COグリッ

ドに位置する。長径 2.9m、 短径 21mの精円形の掘

り込みを持ち、中央やや北寄りから馬の下顎骨が出土

した。完全骨格ではないため、都位によつては食用な

ど別な用途に供された可能性も否定できないが、掘り

込みの規模から 1頭分の馬が埋葬されたもので、出土

状態から北頭位、西向きで埋葬されたものと考えられ

る。埋葬された時期については、周囲に展開する墓域

と同時期の近世以降と理解 したいが、30号土坑が平安

末とすれば、同時期の所産の可能性がある。

(6号土坑墓)(第 10図 )調査区西寄 り、Dlグ リッド、

9号竪穴の覆土中に位置し、7号墓の西側に存在する。

直径約 lmの略円形プランと思われる。大腿骨等の人

骨が 3本出土 し、再葬墓の可能性がある。近世以降の

土葬墓と思われる。

(7号土坑墓)(第 10図、図版 8)調査区西寄 り、Dl

グリッドに位置する。 9号竪穴の覆土中、 6号墓の東
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側に存在する。直径約 120cmの HIS円形の掘りこみを持

つと思われ、頭骨と尺骨らしき骨が出上した。頭位は

北で南に顔を向けた状態であるが、頭骨と尺骨の位置

関係は原位置を保っているとはいえず、再埋葬された

可能性が高い。副葬品に銅製のキセル雁首 2点と吸口

1点がある。また、銅銭 (寛永通宝)が 4枚出土した。

近世の土葬墓である。

(8号土坑墓)(第 18図、図版 8)調査区西寄 り、18

号竪穴北側、E2グ リッドの巨石群脇に位置する。プ

ラン確認はできなかったが、骨が出土した直径 42cm

の円形の範囲を墓坑として想定した。骨は劣化が著し

い。鉄銭 4枚が重なった状態で出土したほか、 2枚の

銅銭 (寛永通宝)があり、六文銭となる。近世の上葬墓。

(9号土坑墓〉 (第 18図、図版 8)調査区西寄 り、18

号竪穴中央の覆土上層、D2グ リッドに位置し、1号

周溝墓の溝覆土中に存在する。掘り込みのプランは確

認できなかったが、人骨が出土した直径 40cmの 略円

形の範囲を上坑の範囲と想定した。人骨は頭骨、歯、

上腕骨 ?が出上している。副葬品は出土していない。

近世以降の上葬墓と思われる。

(10号土坑墓)(第 18図、図版 8)長方形の掘 り方内
に北頭位、東向きで屈葬された人骨 1容が出土してい

る。棺の木質部は遺存していないが、約 ■65× 0,9m

の長方形の掘り方をもち、棺に埋葬されたと考えられ、

棺の南端 (足側 )に は棺を装飾した金具らしきものも

残存した。人骨の遺存状況は比較的良好。副葬品とし

て、本人が生前使用していたと考えられる眼鏡が出土

している。近世以降の土葬墓。

(11号土坑墓)(第 18図、図版8)調査区西寄りD2グ
リッドに位置し、 1号周溝墓と18号竪穴の覆土中に存

在する。70× 80cmの不整円形の浅い掘り方をもち、風

化した骨が出上したため確認できた。頭骨と尺骨、上

腕骨がまとまって出土していることから、再葬墓と考

えられる。ガラス製警 (かんざし)と瀬戸系染付の紅

皿が出土した。副葬品から女性の墓と思われる。

(12号土坑〉学校の施設に伴う近代～現代の掘り込み

と思われる。

(13号土坑墓)(第 18図 )18号竪穴北側、E2グ リッド

に位置 し、El～E2グ リッドにかけて分布する自然石

の巨石の上層で検出された。掘 り込みはまったく確認

できなかったが、骨が出土 した直径 43cmの 円形の範

囲を墓坑 と推定 した。

(15号土坑墓)(第 10図 )Elグ リッドとE2グ リッドの

境界に位置 し、 9号竪穴の東側の壁上に存在する。90

×80cmの略円形の掘 り込みを持つ。風化 した骨とと

もに銅銭、キセルが出土 したことから、土坑墓と確認

できた。

(18号土坑)(第41図、図版16)1号河道内、32号竪

穴西側に位置する。165× 15mの 円形土坑で、川底
面の精査段階で確認された。底から浮いて礫が多数散

在する中に曲物側板が約半分のみ遺存 していたが、底

板はなく、腐敗 して脆弱化 し、原形をほとんど留めな

い状況であった。礫から底 までの深さは 45cm。 覆土

は黒色粘質上で、細長い「壽木 (ち ゅうぎ)」 状木製

品を数点伴うが、確実に壽木といえる状態のものでは

なかった。高台郭片を伴うことから、時期は平安末と

思われる。

(19号土坑〉 (第41図 )1号 河道内、32号竪穴西側に
位置する円形土坑。2× 18m、 深さ13cmを はかる。

川底面の精査によって確認され、覆土は18号土坑と同

じ黒色粘質上であった。遺物はとくにない。

(20号土坑)(第41図 )1号 河道内、46号竪穴東側に
位置する大形土坑で、3.7× 3mの楕円形。深さは54cm。

凹み石を伴う。

(30号土坑〉 (第32図、図版16)東側、41号竪穴と42

号竪穴の間に存在する楕円形土坑で、34× 18m、 深

さ 14cmで ある。複数個体の馬歯が存在し、いくつか

は歯の配列が窺える事例があったものの、ほとんど本

来の位置関係を留めないばらばらの状態で発見され

た。しかも歯以外の骨はなく、顎骨もないことから、

硬い歯以外の骨は溶けて消失したか、もともと馬の歯

のみをまとめて廃棄した土坑と考えられる。馬の再葬

墓、あるいは馬歯を含む廃棄土坑と考えられる。土坑

内からは郭が出土していることから、時期は平安末と

みなしておく。

【周溝墓】

(1号周溝墓〉 (第 39図、図版 6)校舎地ッ点調査区のほ
ぼ中央、D2～ B6グリッドに位置する。 8・ 13・ 14・

18号竪穴、 3号方形周溝墓の北西隅を切り、4,7・

21号竪穴に切られる。規模は大形で、溝を含めた長軸

長は南東21m、 短軸長は東西194m、 溝を除く方台部

の規模は16× 13mで、県内でも大形の周溝墓といえる。

主軸方向はN45°一W。 北西コーナーにブリッジをも

ち、南西コーナーもやや浅い落ち込みとなっている。

調査半ばに方形周溝墓となることに気づいたため、当

初は 2・ 5号溝として別々の溝名で調査を進めた。溝

幅は2～ 38mで、内側が直線的で深く、壁の立ち上

がりは急で、外側は弓なりに丸くはらみ、タト側に向っ
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て浅 くなるため、壁の傾斜は緩い。溝の底面よりやや

上層から土器類が出土 したが、供献土器とみられる 1

は北辺西寄り、 2は西辺やや南寄 り、 8は南辺西寄り

と、各辺の溝内からそれぞれ出土している。出土傾向

としては特に集中的な出土状況はなく、全体的に分散

するが、南東コーナー狽1にはやや薄い傾向がある。北

辺の溝中からは北西のブリッジにかけて礫が多数出土

しているが、一部は地山の礫層の露出礫である。断面

観察によれば、黄褐色の砂が堆積上の中でも2層確認

できたことから、 2時期にわたつて埋没 したものと推

浪1で きる。

(2号周溝墓〉 (第40図 )1次 調査区、中央北寄 りの

D7～ F9グ リッドに位置 し、北側半分以上が調査区

外に展開する。24号竪穴を切る。西辺の 5号溝 と東辺

から南辺の12号溝により構成され、南西コーナーにブ

リッジをもつ。規模は東西 14.6m、 南北 10m以上、

推定 15mで、主軸方向は N34°一W。 ブリッジの正面

は3号周溝墓の北東隅、ブリッジに向かい合う。溝幅

は 18～ 26mで、断面形は底形が平らな逆台形。遺

物は少ないが、南東コーナー付近で磨製石鏃が出土し

ている。

(3号周溝墓〉 (第40図、図版 7)調査区のほぼ中央、

B6～ D8グ リッドに位置する。25・ 26号竪穴を切 り、

1号周溝墓南東コーナーに切られる。4号方形周溝墓

と東辺の溝を共有する。 9。 11・ 14号溝から構成され

る方形周溝墓で、東西 118m、 南北 12m、 主軸方向

は N-34°一W。 北東コーナーにブリッジをもち、向か

い合うように2号周溝墓のブリッジがある。溝幅は16

～ 2.5m、 深さ40mと 浅い。底面に近いところから土

器の出土があるが、供献用とみられる壼形土器 1・ 2

はともに南西コーナー付近からの出土である。

(4号周溝墓)(第40図、図版 7)1・ 2次調査区にか

かる周溝墓。調査区中央に位置し、28・ 37号竪穴など

と重複する。西辺にあたる11号溝、北
。東辺にあた

る 13号溝からなる方形周溝墓で、南辺には溝が確認

できていない。平安時代の37・ 42号竪穴下層に存在し

た可能性が高いが、同じ確認面で13号溝が検出されて

いることからすれば、当初から南辺には溝がなかった

可能性もある。11号溝は8号周溝墓との共有、あるい

は重複している。規模は東西 109m、 南北 106mで、

主軸方向はN-40° W。 溝の断面形は逆台形、深さ50cm。

13号溝をみると溝の内側上端は直線的で、外側はやや

丸くなる。溝断面は逆台形で、底は平らとなる。供献

用と思われる 1の奏、2の重は共に北西コーナー付近

からの出土である。そのほかの遺物量は少ない。

(5号同溝墓)(第 38図、図版18)2次調査区内、 6号

周溝墓 (16号溝)西側に存在する27号溝。直径 68～

8mの円形～隅九方形に全周する周溝墓で、南西側が

やや浅 くブリッジ的になる。上層に平安時代の 39・

40号竪穴が重複する。規模は東西 6.4m、 南北 71m、

周溝幅は約 12～ 24m、 深さ40cmで、溝の断面形は

逆台形。主軸方向は N-45° W。 上層に 1号掘立柱建

物が重複する。周溝に伴う遺物として、古墳後期の杯

が溝覆土中から出土している。

(6号周溝墓)(第44図、図版18)体育館地点、調査区

東側の周溝墓で、 1号河道右岸にあり、東辺の溝を欠

失する。溝は北辺・西辺・南辺がコ状に連続し、西辺

が深さ50cmと 深く、東側へ向って深さを減じ、南辺の

東端では痕跡的にかすれている。規模は南北138m、

東西10m以上で、溝内側では上端ラインが直線的とな

るが、外側は緩 く弓なりとなっている。こうした特

徴は 1'4号周溝墓でもみられる。主軸方向はN34°
―W。 溝幅は 13～ 23m、 溝断面は逆台形の箱状で、

底は平らとなる。周溝墓に伴う遺物は皆無であった。

(7号周溝墓)(第40図 )1次調査区、調査区中央南、

調査区壁にかかるようにして存在する方形周溝墓。西

辺の6号溝、東辺の10号溝からなり、北辺は3号周溝

墓の 9号溝を共有し、北東隅に当たる位置にブリッ

ジが形成されている。東西 11,4m、 南北 8m以上で、

主軸方向はN36° W。 遺物は少なく、 6号溝出土の

紡錘車片も重複する22号竪穴の遺物かもしれない。10

号溝は内側が直線的で溝状に深く、外側は浅く立ち上

がっている。

(8号周溝墓〉43号竪穴を参照。

〔溝】

(15号溝)(第29図)体育館地点北端、34号竪穴脇に

位置するゆるやかにカーブした溝。幅09～ 1.2m、 長

さ6mを測り、東端では1号河道の浸食の影響で立ち

上がりが不明瞭となる。円形周溝墓の可能性もあるが、

部分的な調査のため断定できない。

〔河道】

(1号 河道)(第45図、図版 9。 10。 18)調査区東側

に南北に流下する自然の谷状地形で、幅約10～ 15m、

深さ3mを 測る。蛇行 して南流するため、川幅は一定

ではなく、調査区外東恨1に も川幅は広がる。断面観察

によれば、上層には近世の面とみられる水田遺構があ

り、川岸には平安時代の竪穴住居が浸食されるように

して存在する。上層からは中近世の遺物、中・下層か
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らは古墳～平安時代の遺物、最下層の礫層面上からは

弥生～古墳時代の遺物が出土する。弥生土器の中には

形を保つものがあることから、弥生時代以降の溝とい

えるが、最下層の礫層中からは縄文時代中期の土器片

や打斧、磨斧も存在することから、さらに河道化 した

時期は遡る可能性はある。こうした状況から平安時代

には埋没により川の規模が縮小化し、周辺が居住域化

したらしい。しかし中世以降にも浸食を伴う流水が

あつたらしく、周溝墓の溝や平安時代の竪穴住居を削

り、近世段階には埋没谷化し、上層が水田化したと考

えられる。

深さは、北端で 1.6m、 南東隅では 35mを測る。
南東隅では最下層に黒色粘質上が堆積し、 7世紀代と

みられる須恵器横瓶がほぼ完存状態で出土し、そのそ

ばには小形の銅製腰帯具 (巡方)1点が出土している。

また周辺には自然木、炭化材なども出土し、植物質の

腐植土もみられたが、人工的な板材や建築材などは皆

無であった。

河道底にはいくつかの土坑が存在する。そのうち 18

号土坑は直径 lmの円形で、曲物の側板が出土した。
遺存状況は極めて悪い。

河道内覆土出土の土器類は、遺存状況が良いものが

多く、前述したように須恵器横瓶をはじめとして完形

の杯・皿類、重形土器などがある。川底からは弥生時

代の小形重などの出上があり、覆土中からは平安末の

完形の杯・皿が目立った。

〔その他】

(3号撹乱)(第37図、図版17)調査区東側、46号竪穴

西に位置する。有段の方形土坑で、覆土上層に礫が充

満する。各コーナー及び北側中央に計 5本の放射状の

溝が派生していて、溝先端には土坑や撹乱坑が存在す

る。戦時中の遺構と思われ、22～24号溝、28号溝とも

関連するものとみられる。

第 4節 遺 物
〔竪穴住居】

(1号竪穴〉(第46図、図版19)1は頚部に櫛描波状文

帝をもつ壼で、表面のナデが顕著である。被熱により

表面の多くが灰色に変色している。2は奏であるが、

日縁部のキザミ、頚部の縦ナデ技法は 1と 共通する。

やはりひどく被熱して灰色化 している。 3は有段口縁

に縦位棒状隆線と斜格子状の沈線文をもつ壼。 4はハ

ケメをもつ小形奏で、外面に薄 くススが付着する。

(2号竪穴)(第 46・ 47図、図版19)1～ 7は甕。 3は

折返し回縁の甕で、刻みはハケメ端部を押 し当ててい

る。 5は頚部に櫛描波状文、口縁部に短条線を施文す

る。 6は日唇部に櫛描波状文を施文する小形奏で、内

外面は煮沸により黒変する。 8'9は S字奏で、 8の
外面にはススが付着する。10は小形壼で、ミニチュア

土器か。13は杯あるいは高郭か。14の器台は脚に径

8 mmの孔を 3か所、中央に 1か所 もつ。17は横刃形

石器とみられ、右側刃部が顕著に摩耗 している。18

は楕円形の磨 り石で、両面を中心にかすかに摩耗する。

(3号竪穴〉 (第47図、図版19)1は奏で、頚部に右回

りの廉状文、口縁部に櫛描波状文、胴部に斜格子状条

線文を施文する。外面胴部上半は煮沸のため黒変し、

底部には灰が付着する。また外面胴部中央には黄灰色

の灰汁状付着物がある。 2は頚部に廉状文、口縁部に

櫛描波状文をもつやや月ヽ形の甕で、胴部下半はススが

付いて黒変する。 4は 3段の櫛描波状文をもつ重であ

るが、胴部下半にススが付着する。5は櫛描波状文を

もつ壼で、外面は赤味があり、内面は黒色とする。7

は小形壼で、ミニチュアか。 9。 10は類似した文様

の壼頚部で、羽状沈線文、鋸歯文を描く。別個体であ

る。11は 手づくね土器で、重又は奏形土器のミニチュ

アか①

(4号竪穴)(第 48図、図版19。 20)1～ 19は土師器杯皿。

lは体部・底部に手持ちヘラ削りを行う甲斐型杯。 2

も甲斐型杯で、ともに口縁部の玉縁イとが著しい。 3～

8は削りをもたない土師器郭で、 3は内面が薄く黒変

する。4は内面の 6割程度が薄く黒色化した郭。 6は

完存。 7は口縁部内面にススがわずかに付着する。 8

は器壁が厚く、重量感があり、奏的な胎土を呈し、全

体的に違和感のある杯である。 9～ 13は内面に細かな

カキメ状ナデ痕を残す土師器郭。 9は内面が薄く黒変

する。10は完存し、内外面、口唇部が薄く黒変する。

11はほぼ完存し、内面が薄く黒色化する。12は完存し、

体部外面に一部ススが付着する。13は外面にヘラ削り

を行う甲斐型イであるが、内面にはカキメ状のナデ痕

をもち、さらにらせん暗文状のヘラ描きをもつ。14

～19は皿で、15は完存 し、内面はごく薄く黒変する。

17～ 19は内面に細かなカキメ状ナデ痕をもつ皿で、17

は底部が柱状高台状に突出する。18は内面がごく薄く

黒変し、底部、外面には粘土粒が付着する粗雑な整形

の皿。20はナデ調整を主とする小形甕で、内面に一部

ハケメがみられる。被熱により内外面ともに変色す

る。21は羽釜で、内外面の一部は黒変し、外面胴部下

半に灰が付着する。22は置き竃で、正面に長方形の開
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田部をもち、その周囲にコ状の鍔を貼付する。左恨↓面

には円形の子し1か所がある。内外面ともに薄 く変色す

る。また口縁部内面には焼成前ヘラ描きでV字状の沈

線があるが、人為的ではないかもしれない (拓本参照 )。

底部接地面の指頭痕が顕者である。

(5号竪穴)(第 49・ 50図、図版20)1は 高 さ 28cm以

上の重で、外面は赤 く内面とは姑照的であるが、赤彩

ではない。ただ焼成前に何らかの処理が行われた可能

性はある。頚部に縄文帯をもつ。 2は最大径を胴下半

にもつ壺で、内面は全体的に黒色となる。 3は小形奏

で、頚部に鋸歯文を 7個描き、中を円形刺突文で埋め

る。その上部には 2条、胴部に 1条の櫛描波状文を巡

らせる。 6は黄褐色の軟質な胎上の奏で、頚部に櫛描

波状文を施文し、そのほかをハケメのよる調整のまま

とする。外面にはごく薄く灰、ススが付着する。 4は

短い複合口縁の壷。 5は口唇部がわずかに内湾気味に

直立する奏で、頚部に廉状文、その上下に櫛描波状文

を描 く。煮沸痕が顕著で、内面は全体的に黒変 し、外

面上半にはススが付着し変色する。 7は内タト面ともに

薄く黒変した奏。 8は奏で、煮沸により胴上半にスス、

内面下半が黒変する。また底部には灰が付着する。10

は甕胴部で、頚部に廉状文、胴部に櫛歯による斜位の

条線文を施文する。外面には薄 くスス、灰が付着する。

11は器形が不明であるが、直立 した単純回縁の奏 と

思われる。12は手づ くね土器。13は甕底部で、外面

にはススが付着する。胎土には長石
。石英粒が目立つ。

14は内面に赤彩が残る鉢で、赤色塗料を保管 した容

器だつたとみられる。

(7号竪穴)(第 50・ 51図、図版21)1は日縁部を欠 く

壺で、外面のヘラナデが顕者である。 2は内外面にハ

ケメをもつ甕で、煮沸痕はない。 3は回縁部が長 く胴

部が丸い小形甕。 4は小形ロクロ奏で、胴部のほとん

どと底都を手持ちヘラ削 りする。外面はススにより黒

変 し、内面も上半が変色する。 5'6は 内面黒変 した

小形甕。 7～ 12は底部糸切 りのままの14X皿で、 7は

内面がごく薄 く黒変した郭。 8は 7に比べるとやや粗

い胎上のイ。9は小皿で、完存する。10は ゆがみのあ

る皿。10。 12と もに整形はやや雑で、内面見込部の調

整は不十分のままである。13は内外面黒変 した小形甕。

14は内面上部にオコゲが付いた小形ハケメ甕で、外

面には灰が付着する。16は外面に灰が付着 したハケメ

甕で、器形は図よりももう少し外傾する。18は羽釜で、

鍔下に灰汁状の灰色付着物が残る。

(8号竪穴〉 (第51図、図版21)1は折返し口縁の重で、

恨1面および内面に縄文を施文する。 2は縦位磨きの顕

著な重で、内面は黒変 し、器面が剥離する。 3は小形

重で、頚部に櫛描波状文と斜格子文を充填 した鋸歯文

を描 く。内タト面ともに赤味があるが赤彩ではない。 4

は内外面ともに黒変したハケメ甕。 5も 内外面ともに

黒変した櫛描波状文の奏で、内面の磨きが顕者である。

7は打斧と理解 して図化 したが、横刃形石器とも考え

られる。

(9号竪穴〉 (第51図、図版21)1は刻みをもつ奏で、

外面が黒変し、頚部にはオコゲが厚く付着する。また

粘土も付いている。 2は櫛描波状文をもつ小形甕で、

ミニチュア土器らしい① 3は縄文中期土器片。4は磨

製石鏃で、径 2 mmの孔が開く。

(10号竪穴)(第 52図、図版21・ 22)1は弥生後期の奏で、

頚部から口縁部、口唇部に櫛描波状文を施文するが、

頚部にあたる波状文を強く施文する。外面上半にはス

スが付着し、内面は変色する。 2は弥生後期の奏で、

頚部に廉状文、上下に櫛描波状文を描き、胴下半に櫛

歯条線で欅状に施文する。 4は小形奏で、口縁部から

胴部上半を縦位条線とするハケメ奏。外面には全体的

にススが付着し、灰汁状の付着も認められる。 7は両

端に敲打痕をもつ棒状自然礫。全体に薄く黒変する。

(11号竪穴〉 (第52図、図版22)1は 高郭口縁部と思

われ、内外面ともハケメ上に赤彩が薄く付着するらし

(12号竪穴)(第 52図、図版22)1は イで、口唇部に

燈芯痕をもつ燈明具である。内面の剥離が著しい。 2

は外面に薄くスス、内面に薄い灰汁状付着があるハケ

メ甕。

(13号竪穴)(第 52・ 53図、図版22)1は 回唇部に波

状文をもち、縦位磨きが顕著な高杯で、外面は赤味が

あるが、赤彩ではない。 2は折返し口縁の壺で、側面

に縄文 ?を施文するらしいが、器面の荒れが激しく判

然としない。内面は櫛描波状文を描くが、器面が荒れ

ている。 3は壼頚部片で、 2本の横位沈線を引き、 2

段の櫛描波状文を密に施文する。 4は重胴部で、ハケ

メを欅状に施文したのち縦位にナデを施し、外面は一

部ススが付着する。底部外面は中央が丸く窪んでいる。

なお3と は別個体である。 5は頚部に細かな櫛描波状

文をもち、口唇部には櫛描文で細かな刻みを付ける。

6は奏底部で、底部外面と胴部の一部に灰が付着し、

内面は煮沸により変色する。 8は須恵器奏。 9・ 10は

極小のミニチュア土器で、 9は高郭形、10は杯形であ

り、両者はセットになる可能性がある① llは磨製石鏃
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で、両側縁には刃部が作られ、子とをもつ。12も 11と

ほぼ同じ大きさで孔をもち、表裏面の研磨は弱い。13

は銅銭で、無銘。

(14号 竪穴〉 (第53図、図版22)1'3～ 5は 甕で、
1は内面の磨きが顕著。 2は無文の壼で、外面には黒

斑があり、木葉痕のある底部外面には豆状圧痕も見ら

れる。 4は被熱により外面が変色した奏。 5は外面を

斜位のハケメののち縦位ナデ (磨 き)を施す。スス・

灰汁が付着する。 6の奏底部は 4と 同一個体らしい。

7は小形鉢 ?で、底部外面を除く全面に赤彩があり、

焼成前に施されたとみられる。 8'9は杯で、 9の内
外面は赤味があり、赤彩の可能性がある。

(15号竪穴〉 (第53・ 54図、図版23)1は有段回縁の

側面に刻みのある板側面を押し当てて沈線状に施文し

た重。 2は折返し口縁の壼で、側面に縦位の刻みを施

文し、内面にも同じ文様を2段に施文す。 3は内面が

変色した奏。7は頚部に縄文帯をもち、ボタン状貼付

文をつけた重で、内面は灰掲色を呈する。 8は壺底部

で、内面が黒変し、底部には木葉痕をもつ。色調は 7

と類似し、同一個体とみられる。10の奏は内面に煮沸

による変色が見られる。11は内外面赤彩をもつ高杯

で、全面を丹念に磨いたのち脚部内面を除き全面に赤

彩を施す。焼成前の塗彩とみられる。

(18号竪穴)(第54図、図版23)1は 小形奏で、頚部
に横位の櫛歯条線文をもち、外面に一部ススが付着す

る。2は頚部に廉状文、日縁部に櫛描波状文をもつ頚

部のくびれた甕で、胴部は斜位ハケメののち縦位ヘラ

ナデ (磨き)を行う。 3は胴部外面に網代状 (斜格子)

隆線文をもつ壺。 4は小形壷で、内面上半に輪積痕を

残し、外面には黒斑がある。また焼成後に開けた孔が

あるが、人為的かどうかはわからない。 5は片口をも

つ小形鉢で、上半を中心にススが付着することから煮

沸用とみられる。 6は壼で器面は粗い。 7は大形磨製

石鏃で、両側縁の刃部は鋭利である。

(19号竪穴〉 (第 55図、図版23)1は 内面にカキメ状
のナデ痕をもつ土師器杯で、内外面が薄く黒変する。

2は玉縁を残す甲斐型直後の上師器杯で、胎土は黄色

味を帯び、やや異質である。 3は回縁を 1周水平に欠

く土師器杯で、割れ口を再調整して使用しているらし

い。4は内面を全面的に赤彩した高杯とみられる土器

で、外面については赤彩が残っていない。 5は内面に

灰汁状のシミ、外面上半にスス、下半に灰が付着した

奏。 6の高郭脚部は 4と 同一の可能性がある資料で、

縦位磨きが顕著で外面には赤味があり、赤彩の可能性

がある。

(20号竪穴〉 (第 55図、図版23)1は ロート状に短 く

内側に立ち上がる口縁をもつ壺で、日縁部側面と口唇

部 (口縁上端)に櫛描波状文を施し、外面の磨きが著

しい。 2は頚部に櫛描文を一周巡らせ、横位の櫛描波

状文で器面を埋めたもので、外面には薄くススが付着

し、内外面に灰汁あるいは灰が着く。 3は大形壼で、

縦磨きが顕者である。 1と 同一の可能性があり、図で

は頚部径が合わないものの胴部かもしれない。

(22号竪穴〉(第55図、図版23)1は折返し回縁の甕で、

肥厚口縁にはハケメと連続押圧文を加える。また外面

にススが付着する。 2は土偶脚のような円柱状土製品

であるが、円柱として完結し、下面にはすだれ状圧痕

がある。

(24号竪穴)(第55図、図版23)1は 高郭で、脚部内

面を除く全面に赤彩を施す。

(25号竪穴)(第 55。 56図、図版24)1は大形重の回

縁直下～頚部片で、内外面ともに赤褐色を呈し、とく

に外面はミガキが顕著で、赤彩されたようにもみえる

が明確ではない。縄文帯の下辺には付加縄らしき縄文

圧痕を施し、 2個 1組 とみられる円形貝占付文をもつ。

2はハケメをもつ小形重で、内面に輪積痕が残る。 3

は三頚部片で、外面はハケメの後縦ミガキを行う。 4

は高杯杯部で、日縁部は強く外反する。内外面ともに

赤彩を施す。東海系菊川式に類似する。 5は内外面と

もにハケメをもつ小形奏。 6は小形壺で、頚部に櫛描

廉状文をもつ。 7は口縁部に孔をもつ鉢で、壷形土器

の頚部をカットしたような形態である。口縁部の孔は

2個 1対で相対して存在し、焼成前に穿孔されている。

8は有段口縁の三で、有段上にハケメで連続的な刻み

を施す。 9は壼頚部小破片で斜格子沈線文をもつ。10

は凹み石で、片面にのみ小さな凹みがあり、端部に敲

打痕がある。凹み周辺は磨り面としても利用している

らしいが、研磨痕は顕考でない。

(26号竪穴)(第56図、図版24)1は 弥生後期、神奈
川方面の重で、短い口縁部側面に3本単位の棒状隆線

文を貼付 し、側面から内面にかけて縄文を施文する。

頚部は3段の向きを違えた羽状縄文とし、それ以外の

外面は磨きが顕著である。胎土には長石のほか茶褐色

の角の取れた砂粒を多く含み、胎土も異質である。 2

は杯状の小形土器で、内面が薄い黒色を呈する。 3は

回縁部に4段以上の櫛描波状文をもち、頚部および胴

部中央には推定 5個ずつのボタン状貝占付文を配置し、

それを起点として欅状の櫛歯条線文が胴部を巡らせ、
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その隙間を縦位条線文と横位波状文を交互に充填する

中部高地系の奏である。外面は胴部上半がススで黒変

し、下半はススが飛んだ典型的な煮沸奏で、内面には

下半にオコゲ状の付着があり、日縁部内面には灰汁状

の付着物がある。

(28号竪穴〉 (第56図、図版24)1は三頚部で、沈線

文による文様は板の側面圧痕によるもので、沈線内に

木目痕が認められる。

(32号 竪穴〉 (第57図、図版24)1・ 2は 甲斐型杯。

1は器面の調整が粗く、粘土塊が付着する。 2は竃出

土。手持ちヘラ削りは雑で、器面に窪んだ部分がある。

3も 甲斐型の小形皿だが、やはりヘラ削りが雑で整形

も粗い。4は完存。 6はひどく歪んだ皿で、胎土はや

や粗い。内面の線刻は人為的ではない。10は竃内出土

のハケメ奏。11は弥生壷で、内面に赤味のある粘土を

薄く化粧掛けしているらしい。12は 刀ヽ形土器で、回転

ナデにより整形し、手持ちヘラ削りで下半から底部を

整形している。完存。

(33号竪穴〉(第 57・ 58図、図版24・ 25)1は 甲斐型杯で、

内面が薄く変色する。2は甲斐型皿で、器形は歪み器

面調整は粗い。6も 口縁部が歪み、器面に粘土粒など

付着する。10はやや砂質の胎上の皿。14は須恵器蓋で、

九い摘みは珍しい。15は緑釉皿。16は小形のいわゆる

ロクロ奏。17の小形奏の内面は黒変する。19・ 20は羽

釜で、20は鍔が完全に剥離し、器面のハケメ痕が出て

いる状態である。22は口縁部が大きく開いた鉢形土器

で、内外面が薄く変色する。23は縄文前期、諸磯式上

器で、無節縄文を施文する。

(34号竪穴)(第 58・ 59図、図版25)1～ 12は 甲斐型郭。

3は竃出土で、器面調整は粗い。 4は完存の杯で床面

出土。 5は内外面薄く変色した杯で、黒色土器の黒味

とは違う。6は竃出土杯で、器面調整は粗い。 8は竃

出土で、内外面薄く変色する。 9は内黒土器と見られ

るが、黒味が薄くなっている。11は 内黒の黒色土器で、

12も 内面が薄く黒変し、本来は黒色土器であつたとみ

られる。13・ 14・ 18～ 23は 皿で、13は竃内出土。14

は底部付近が歪んだ皿。18・ 19は手持ちヘラ削りをも

つ甲斐型皿。18～ 20・ 23はいずれも内面にまだらの黒

色付着物があるが、燈明具としての油煙・タールのあ

り方とは異なり、土中の汚れのようだ。23は竃出上の

完存の皿で、底部付近が歪んでいる。24は内外面の一

部が変色する。26は国が開く鉢系奏で、内外面ともに

黒変する。29は亀内出土羽釜で、内面胴部中程が薄く

黒変する。30は国が開いた鉢系奏で、26と 同一個体の

可能性がある。31は磨 り石で、実測面の正面 1面 と左

側面を磨 り面としている。

(36号竪穴)(第 59。 60図 、図版26)1～ 9は土師器

郭で、 1・ 2は 甲斐型杯。 3は器形が甲斐型直後の杯

類 とは異なる郭で、胎土はやや粗 く、違和感がある。

5は日唇部に2ケ所の燈心痕をもつ燈明具。 6は ほぼ

完存する郭で、器面の調整は粗い。 8は内面に油煙状

の厚い付着物をもつ完存のイで、外面にも黒味が染み

出している。器形がやや歪んでいる。10・ 11は 土師

器皿。12・ 13は土師器奏。12に は内面に灰汁・スス

が薄 く付着 し、13に は内面にオコゲが全体的に付着

する。14は灰釉壼で、回転ヘラ削 りで調整する大形

品である。16の奏 も内面にオコゲが付着 し、13と 同

一の可能性がある。15の羽釜は内面が薄く変色する。

18は鎌で、基部を欠 く。

(37号竪穴〉 (第 60・ 61図、図版26・ 27)1～ 13は 土

師器杯、14～ 18は土師器皿。さらに 1～ 8は甲斐型lTx、

また 7・ 8は内黒の黒色土器である。 8は鉢とみられ、

内面黒色で、器壁が厚い。 9はほぼ完存する不で、内

外面は変色し、外面にはススが付 く。10は 内外面黒

変した杯で、燈明具かと思われる。Hは底部が円柱

状を呈する郭で、底部調整が行われていない。14は

器面調整の粗い皿で、外側には重ね焼きの際に生じた

らしい色の違いが見られる。16は外面に粘土粒が付

き、日縁部は上から見ると不整円形を呈し、ひどく歪

んだ皿である。19は小形郭で、器形としては珍しい。

20は灰紬陶器長頸壼で、肩および口縁内面に施給す

る。21は 20の胴部とみられる灰釉壼で、外面には全

面施釉する。22・ 23は土師器羽釜。22は外面鍔下～

胴部、内面上半が黒変する。23は外面鍔下から胴中

まで、内面全面が黒変し、外面鍔上から口縁部には灰

色の灰汁状付着が認められる。いずれも羽釜を竃にか

けた状態での煮沸に伴う使用痕を良く示した事例であ

る。24は口縁が大きく開いた鉢系奏で、外面は変色し、

煮沸に用いたことがわかる。26はヘラ削りを施す小形

ロクロ奏で、煮沸に用いたために外面上半と内面中ほ

ど、日縁部内側に黒変部がある。27～ 291ま灰釉陶器で、

27は回縁部の一部に押圧を加えた輪花皿である。28は

三日月高台、漬け掛け。30は須恵器lTxで、外面に削り

を行う。

(38号竪穴〉 (第61図、図版27)1は弥生後期の折返

し回縁の壼で、下層の45号竪穴と接合関係をもつ。口

縁内側および頚部外面に無節 rの縄文を施文する。日

縁側面にもハケメを加え、内面に輪積痕を残す。 2は
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奏で、頚部に 1条の櫛描波状文をもち、上下に櫛歯に

よる斜位の単条線を施文する。内外面ともに被熱によ

り薄く黒変する。 3は底部外面を除く内外面に赤彩を

施す鉢。 4は磨製石鏃とみられる破片で、図の左側は

刃部となり、右側は欠損 している。石製模造品の可能

性も考えられる。

(39号竪穴〉 (第61図、図版27)1は 内面がごく薄く
黒変した土師器皿で、外面に大きな黒斑がある。 2は

軟質で胎土中に褐色粒をやや多く含んだ郭。 3は底部

外面に黒斑をもつ完存の杯で、底部の中′と、が寄ってい

る。 4は体部、底部タト面を横位ヘラ削りした杯である

が、玉縁の甲斐型杯とは器形が異なる。 5は内面黒色

の大ぶりの杯で、外面にヘラ削りをもち、内面に花弁

状の暗文を描く。 6は高台付郭であるが、高台部を全

部カットしている。7は古墳後期の杯で、内外面の一

部が黒変するが、埋没土中の変色かもしれない。 8は

灰釉陶器小壼で、底径が大きく器高の低い器形である。

9は須恵器奏片で、内面には黒色物の付着がある。内

面は滑らかだが研磨痕は認めがたい。

(40号竪穴〉 (第62図、図版27)1～ 9は土師器郭、
10～ 12は皿で、いずれも底部糸切り未調整の平安末の

上器で、やや軟質のものが目立つ。 3・ 9。 10は宅内

出土。 6・ 7は黒色土器で、意図的かどうかわから

ないが内外面が黒色化する。 7は器形が歪んでいる。

13・ 14は灰釉陶器皿で、いずれも漬け掛け。高台は

13は断面三角形、14は三日月高台となる。15～ 18は羽

釜で、15・ 18は内タト面が煮沸により黒変する。16は亀

内出土。

(41号竪穴〉 (第 63・ 64図、図版28)1～ 11は 手持ち
ヘラ削りをもつ甲斐型杯皿。 3は内外面がごく薄く黒

変し、4は内タト面ともにかなり強く黒変する。 6は大

形の郭で、器壁はやや厚く重量感があり、底部は糸切

りのままとする。 7の皿は底部の糸切りの一部を削る

がほとんど糸切りを残す。また器形に歪みが生じてい

る。 8は胎土がやや粗 く、口縁部に油煙が付着した燈

明皿で、器形は歪む。 9の皿は成形が粗雑で、削 り

も雑である。10は完存の皿。12～ 18は削りのない郭。

12・ 13は ともに内外面が薄く変色し、13は器形が歪ん

でいる。14は 甲斐型直後の杯で、日唇部に油煙をもつ

燈明具である。15も 内面見込部を中心に黒変する。16

は日唇部のほぼ全体に油煙が付着した燈明具。17は内

面黒色、外面黒斑をもつやや大形のイ。19～24は土

師器皿。19は歪みのある責褐色の皿で、底部には割れ

が生じている。21は完存の皿。22は 内外面が薄く黒

変 した皿。24は底部外面に粘土塊が付いた整形が雑な

皿で、見込み部内面に線刻 (焼成後)と 見られる数条

の線があるが、調査時の傷かもしれない。25～ 281ま土

師器羽釜。26・ 28は 内外面が著 しく黒変 し、28に は

鍔上部に灰状のものが付着する。29は竃内出土の奏で、

胴部外面に電に伴う粘土が付着し、内面には褐色の灰

汁状付着物がある。30は小形奏で、外面にススが薄

く付着する。31も 小形奏で、内外面が被熱で変色する。

32は須恵器短顎壼で、器面には釉が掛かり、灰釉の可

能性もある。34は須恵器小壼頚部。35は壼 G類の底部

で、34と は異質。36は手づくね土器で完存。37は灰釉

小壼で、首は細 く、取手が肩にひとつ付 く。38。 39

は灰釉壼で、釉、胎土の類似性から同一個体とみられ

る。

(42号 竪穴)(第64・ 65図、図版29)1～ 4・ 6。 7
は体部外面、底部に手持ちヘラ削りをもつ甲斐型郭。

4は内外面が薄く黒変した皿。 5は回縁部に薄 くスス

が付着し、燈明皿として使用したものらしい。 6は体

部に手持ちヘラ削りを施すが、底部は回転糸切 りのま

まである。 7はやや大形の黒色J4h。 8は完存で、甲斐

型直後の玉縁を留める杯。9も ほぼ完存し、内外面は

薄く黒変する。10は 口縁部にスス痕をもつ皿で、燈明

皿か。10。 11と もに器面は粗い。12は国縁部に燈心痕

をもつ燈明皿で、やや軟質。15は器面が粗く、底部に

大きな歪みが生じている。17は完存で、やはり底部が

大きく歪み、底が平らではない。20は高台郭で、高台

の破損面を磨いて再調整する。内面にはタール労犬付着

物がある。21・ 22は灰釉陶器椀。ともに漬け掛け、三

日月高台であるが、胎土が21は密で灰白色に対 し、22

はやや粗で色は暗い。23・ 24は緑釉椀皿。23は皿で、

色はやや薄い。24は椀で、緑色が濃い。26は土師器甕

で外面にススが付着する。30は大形の灰釉重で、高台

をもつ。29は折返し口縁の奏で、回縁部には木目のつ

いた刻みが連続する。胴部外面は薄くススが付いて黒

変する。

(43号竪穴)(第65図、図版29)1は 甲斐型郭で、体

部に手持ちヘラ削りを行う。 2は底部糸切りを2度 し

たような痕跡をもつ杯で、高台が張り出す。 3は口唇

部が玉縁化を留める皿。 4は台付奏脚部。5は底部に

直径 6 mm程度の穿孔を5個 もつ小形甑で、孔は半分側

に片寄って開けられている。

(45号 竪穴)(第65・ 66図、図版29,30)1は 高さ70
cm以上、横幅 60cmの大形壺で、頚部に4条程度の波

状文を描き、日縁部は内外面とも磨きを丹念に行い、
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頚部以下はハケメ・ナデとする。口縁部内外に黒斑が

ある。 2は壺下半を土器埋設炉に転用したもので、径

28cm、 高さ16cmを 潰1る ①胴部内面は黒変する。 3は

頚部に櫛描波状文を2～ 3段 もつ奏で、外面にススが

付着 し、内面は変色する。 4は頚部に廉状文、その上

下に櫛描波状文をもつ甕。外面上半はススで黒変 し、

内面は底部付近、口縁部付近が煮沸により黒変してい

る。 5は 日縁部に櫛描波状文をもつ甕で、口唇部には

縄文を施文する。タト面は黒変する。7は台付奏脚部で、

器面は赤褐色を呈すが、内面の胎土は黒色である。13

は薄 くなった中央に径 5 mm程度の孔をもつ円板】犬土梨

品で、紡錘車の可能性があるが、軸をi帝す構造とはい

えない。用途不明土製品である。14は分銅形打斧で、

刃部と反対側の上側に顕著な摩耗痕がある。15は 片

面にのみ凹み面がある凹み石で、破損面を砥面として

再利用 している。16は凹み石で、ごく浅い小 さな凹

みが両面にあり、上下両端には弱い敲打痕をもつ。

(46号竪穴)(第 66図、図版30)1～ 3は玉縁を残し

た杯皿。 1は体部、底部に手持ちヘラ削りを行う皿で、

底部の削りは部分的で糸切り痕を多く残す。 2はヘラ

削りのない杯であるが、器形は甲斐型土器そのもので

ある。胎土は甲斐型ではなく、焼成不良により器面の

荒れがひどい。3も 玉縁の杯で、胎土は甲斐型とは異

なり砂粒が多く粗い印象を受ける。 4は玉縁ではない

皿。 5・ 6は沈線文をもつ弥生の壼頚部。 7は鉄製紡

錘車で、竪穴の壁際より出土した。釣がある軸に反対

側の軸を重ねた特殊な出土状況を示している。復元長

は 28cmに なる。

(47号竪穴)(第 66図、図版30)1・ 2は竃内出土遺物で、

1は内面にオコゲ状の付着をもつ皿状の杯、2は内面

黒色の深い郭で、ともに底部は糸切りのままである。

〔土坑】

(2号土坑墓〉 (第67図、図版30)1は銅製キセル吸い

口。扁平に潰れている。

(7号土坑墓〉 (第67図、図版30・ 31)1・ 2は銅製キ

セル雁首で、 2の中には羅宇の一部が残る。 3は銅製

吸い口。 4～ 7は銅銭の「寛永通宝」。

(8号土坑墓〉 (第67図、図版31)1～ 3は寛永通宝。

そのほか実測できなかったが、 4枚重ねの錆着した鉄

銭がある。錆のため判読できないが、寛永通宝であり、

1～ 3と合わせて 7枚の六文銭となる。

(10号土坑墓〉 (第67図、図版31)1は銅製メガネで、

レンズはガラスか。支柱式天狗眼鏡 (鼻立て眼鏡)で、

中央の額当てを起こして使用した。弦は組で、小さな

穴の中にわずかに紐が残つている。江戸から明治初に

使われたとされる珍しい資料である。

(11号土坑墓〉 (第67図、図版31)1はガラス製第 (こ

うがい)あ るいは警 (か んざし)か。幅 9 nm、 長さ

20 8cm、 厚さ5 mmで、端部は図上端が丸みをもち、表

裏面には文様らしさごく浅い凹みが多数存在する。 2

は磁器小皿で、紅皿か。 1と 共伴することから、11

号土坑墓は女性墓かと考えられる。

(15号土坑墓〉(第67図、図版31)1・ 2は銅製キセルで、

竹の筒でつなぐ。同一個体と思われる。 3～ 7は銅製

「寛永通宝」。

(17号上坑〉 (第71図、図版33)1は手づ くね土器皿

で外面にはシワが広がる。るつばにも似ているが、被

熟痕はない。

(18号土坑〉 (第71図、図版31)1は柱状高台皿また

は必の脚部で、内面は黒変する。そのほか破損がひど

く実測できなかったが、曲物側板がある。直径推定

15cm、 幅 4 cmの ヒノキ板と思われる。底板は伴ってい

ない。

(20号土坑〉 (第71図、図版33)1は 凹み石で、両面

に凹み面があり、正面側が深く大きい。

(30号 土坑)(第 71図、図版33)1は 内外面にタール

状付着物をもつ郭で、底部には2重に貼り合わせたよ

うな割れがある。本資料は馬歯を出した本土坑が平安

末の可能性を示唆する。

〔周溝墓】

(1号周溝墓〉 (第67・ 68図、図版31・ 32)1は幅広の

複合口縁をもつ重で、 4方向に5本単位の棒状隆線文

を縦位に貼付する。頚部には縄文帯下端を結節縄文で

区切り、その結節縄文上に3個 1単位で 4方向に円文

を貼付する。口縁部内外と胴部上半には赤彩を施すが、

棒状貼付文と縄文、円文には彩色しない。円文と棒状

隆線文の位置が重ならないのが特徴で、隆線文の単位

間に円文を貼付するようだ。 2は回縁部を欠く壺で、

高さ33cm以上を測る。頚部に縄文を施文し、内外面

に赤彩を施すが、外面の縄文部と胴下半には赤彩をし

ていない。外面の器面の剥離状況によれば、暗灰色の

下地に掲白色の粘土を上掛けしていて、薄く表皮がむ

けたような状態で暗灰色の地が見える部分が多い。内

面にも一部上掛け粘土が付着している。底部は角が摩

耗して斜めに取れている。 3は大形甕で、頚部に廉状

文を 1条施文後、日縁部に櫛描波状文を4段程度施文

する。胴部は欅掛け状に櫛歯で条線を施文し、日唇部

にはやはり櫛歯条線による浅い沈線をもつ。胴部は煮
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沸により全体的にススが付着する。 7は広口重の折返

し口縁部片で、縦位に断面三角形の棒状隆線を4本以

上貼付する。また口唇部にもハケメの板端で刺突 した

疑似縄文的な文様を施文する。8は折返し口縁の壺で、

頚部に細かな櫛描波状文を施 し、 3個 1組でボタン状

貼付文がある。日縁には8本の深い沈線を刻む。頚部

と口縁部のつなが りは想定復元のため、首の長さにつ

いては不明である。底部には豆状の圧痕が複数あるほ

か、胴部に黒斑がある。 9は縦磨きが顕著な壼で、内

面に輪積痕が残る。また底部には砂粒が付着 し、豆状

圧痕が複数認められる。10は火打金で、後世の混入だ

ろう。11は横刃形石器で、刃部のない上縁を磨いてい

る。12は木葉形の輪郭をもつ刃器で、尖頭器と理解し

ておく。13は 中世の上師質のすり鉢片。

(2号周溝墓)(第69図、図版32)1は磨製石鏃で、刃

部は剥離したままで、表裏面を研磨している。Tしはな

い。未製品とも考えられるが、これで完成品であった

と理解したい。

(3号周溝墓〉 (9号溝、第69図、図版32)1は 下膨れ

のこで、折返し口縁をもつ。長石粒を多く含んだ胎土

が特徴的で、やや軟質。 2は有段 (折返し)口縁をも

つ壼で、胴都は潰れた球形を呈し口縁は短い。外面は

全体にやや粗いナデを施す。 3は大形重回縁部で、折

返し口縁をもち、頚部と口縁部内面には縄文を施文す

る。内面の縄文は条の間隔が広いことから回転ではな

く押圧のようであるが、検討を要する。頚部付近には

黒斑が認められる。 4は折返し口縁の壺で、頚部と口

縁部内面に縄文を施文する。 5は小形台付甕で、脚部

の一部を欠くほかは完存する。煮沸により胴下半が赤

く変色し、上半にススが薄く付着する。 6は口唇部に

刻みをもつハケメ甕。 7・ 8は奏底部。

(4号周溝墓)(13号溝、第70図、図版32)1は胎上に

長石・石英粒を多量に含んだ甕で、煮沸により胴部外

面上半、内面下半が黒変する。ほぼ完存。内面は洗い

出したように胎土中の粒子が器面に露出している。 2

も1と 同類のハケメ甕。 3は無文の壺で、胴部外面に

は大きな黒斑がある。 4はハケメ甕で、口縁部外面に

ススが黒く付着する。 5は土師器羽釜。 6は中世の土

師質土器小皿① 7は棒状鉄製品。 8は軟質安山岩を用

いた凹み石で、凹み面は表裏 2面。凹みは浅く大きい。

(5号周清墓〉 (27号溝、第70図、図版33)1は杯で、

外面は削りののちナデ、磨きを行い、内面にも暗文状

の同心円状磨きを施す。内外面に黒色付着物がある。

2は外面が薄く黒変した土師器郭。 3は打斧。

(6号同溝墓)(第 70図、図版33)1は平安末の小坑で、

内面は錆によるものか黒変する。底には焼成後開けた

ような貫通孔があり、燈明皿として用いたものかもし

れない。 2は土師器 S字奏で、外面に薄くススが付着

する。 3は重回縁部で、被熱により還元炎状態になっ

て灰色に変色している。

(7号周溝墓)(第 70図、図版33)1は古墳後期 ?の上

師器郭。 2は内面黒色の高杯で、日縁が外湾する東海

系土器である。 3は弥生壼の折返し口縁で、内面には

刻みをもつ。 5は半分のみの石製紡錘車で、全面が錆

色に染まっている。直径 5.2cm、 孔の直径は 0 8cm。

r溝 I

(3号溝〉 (第71図、図版33)1は幅広の複合口縁の壼
口縁部で、8本以上の縦位棒状隆線を複数ブロック施

文し、その間に縄文および結節縄文を施文し、さらに

木目の付いたヘラで刻みを付けている。

(8号溝)(第 71図、図版33)1は内面に同心円状の細
かなカキメ状の回転ナデ痕をもつ土師器郭。

(19号清)(第 71図、図版33)1は 土師器皿で、器面

調整は粗 く、胎土もやや粗い。 2は 口縁に片口状の狭

りをもつイで、意図的とみるよりは歪みの一種だろう。

3は小形ハケメ奏。

(20号溝)(第71図、図版33)1は焼成不良の上師器皿。

(23号溝)(第 71図、図版33)1は 土師器耳皿で、小
皿の口縁部を内側につまんで作っている。

(26号溝)(第 71図、図版33)1は 体部・底部に手持
ちヘラ削りを施す甲斐型杯。

【河道】

(1号河道)(第 71～75図、図版33～36)1・ 2は内外

面黒色の杯。 3は内面赤彩の杯で、錆に覆われた下に

赤彩が見える。 5は内外面黒色の杯で、内面には5本

の沈線が焼成後線刻されている。 6は 内外面赤彩の

郭。11～ 13は 甲斐型杯皿で、12は 日縁部外面に墨書が

ある。字形は不明。14は国縁部に2ケ所燈心痕がある

杯。17は内面タール状の付着がある杯。19は内面黒色

で、外面に一部タール】犬付着がある。201よ 口縁部が歪

んだ杯。また24は底部に歪みがある。25は完存の皿で、

内面に薄い油煙 ?痕を数ケ所もつ。26は 内面がやや

薄い黒色であるが、黒色土器とみられる。28は小形鉢

で、内外面に赤彩が薄く認められる。30～41は高不。

30は高杯で、脚部外面と郭部内面に薄い赤彩をもつ。

31は器面に錆が付着した高杯。33は 内黒の杯部をも

つ高郭で、杯部外面を中心にごく薄く赤彩が認められ

る。34は ラッパ状に開いた脚部に径 ■3cmの孔を3個
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もち、また 35には径 ■2cmの子しが 3個ある。36は孔が

ない。37は胎土がやや粗く、脚には孔のかわりに2ケ

所の刺突がある。38は脚部内面を除き全面に赤彩を

もつ高イ脚。39は内外面を黒色塗彩したような高杯。

42'43は灰釉陶器皿。42は灰釉皿で、内面に重ね焼き

の際、上に重ねた高台の一部が融着している。44,45

は緑釉陶器。46は須恵器小形蓋で、摘みは丸く小さい。

50は弥生後期の重で、頚部と口縁部内側に縄文を施文

し、円文を8個 1組で貼付する。日縁部は折返し回縁

で、角にハケメ端の木目を強調するようにして刻みを

入れる。54は小形壺で、外面の全体と内面回縁部内側

に薄い赤彩がある。56～58は S字甕で、58は外面にス

スが付着する。59は内外面が赤味がかり、赤彩の可能

性もあるが、錆による汚染とみたい。

60は土師器奏で、外面の一部に赤彩かと思われる部

分があるが、確実ではない。内面、底部付近が変色す

る。69は厚手の器壁の壺で、内外面に錆色が付着し、

赤彩としたが、河道内での錆付着の可能性が大である。

70の壼は外面にススが付着する。74は口縁部が直立す

る壺とみられる。74・ 75と もに比較的大きい角張った

長石を多く含む特徴がある。77はほぼ完存する小形九

底壷で、外面黒斑、内面黒色となる。78は口縁を欠く

小形丸底壼で、ミニチュア土器とみられる。80は羽釜

で、外面の鍔下から胴部にススが厚く付着する。また

81'82の 内面も黒変する。85は完存の手づくね土器で、

内面が赤く、赤彩の可能性があるが判然としない。86

は須恵器横瓶で、上部中央に蓋をして中心からずらし

た位置に孔を開け、日縁部を接合する。口縁部の脇、

中央には円文を2個貼付する。ほぼ完存であるが、日

縁部と胴部の一部はもともと欠けていたとみられる。

上半には灰釉の自然釉が掛かる。底部は丸く膨らみ、

やや黒ずんでいる。87は長頸壼で、胎上がやや粗い灰

色のため須恵器として図示したが、灰釉が付くことか

ら灰釉陶器か。内面は黒変する。92は須恵器壼底部で、

灰釉が付くことから灰釉陶器かもしれない。88も 同様

で、胎土を見ると須恵器だが、灰釉が掛かっている。

東海系、静岡方面の灰釉陶器か。891よ須恵器壺で、自

然釉が厚く掛かる。90も須恵器壺としたが、灰釉かも

しれない。底外面にススが薄く付着する。93は壼底

部で、内面に黒色付着物がある。94は須恵器大甕口縁

部で、 3段の波状文を描き、表面は暗褐色～黒色を呈

し、表面に何かを塗ったような感じである。95は無文

の須恵器大奏口縁部。98は打斧で、刃部付近が摩耗す

る。99は短冊形打斧。100は 分金同形打斧で、上下両端

の刃部が摩耗している。101も分銅形打斧で、下側刃

部周辺が摩耗する。106は磨斧で、先端の欠損面にも

使用痕がある。全面を敲打ののち、磨いている。107

は石皿で、やや小さく、凹み面の磨り面は弱い。

【遺構外】

(遺構外)(第76'77図、図版36・ 37)1・ 2は縄文中

期初頭の深鉢片。3は土師器丸底壺で胴部は完存する。

4は外面が著しく黒変した甕で、頚部に粘土帯を巡ら

せ、押圧を加える。 5は高杯 (器台)で、内面は赤彩

ではないが薄く褐色味がつく。 6は高杯脚部で、内面

および外面杯部に赤彩を施す。7は小形壷。8は壼で、

底面には砂粒が付着する。 9は底部に直径 1 lcmの 焼

成前の穿孔を 1つ もつ甑で、内面黒変し、底部に灰が

付着する。10は大形壷で、内外面ハケメを施し、頚部

に2段の斜格子文と鋸歯文をもつ。日縁部は小破片の

みでの復元図のため、器高、器形ともに確かではない。

11～ 17は土師器郭。11・ 12は 甲斐型直後の杯で、12

は底部外面が大きく窪み、器面は粗い。14は内面に細

かなカキメ状ナデ痕をもつ郭で、見込み部および外面

の一部にススが付着する。15は玉縁化した口縁のイで、

内面に薄くススが付着し、外面に黒斑が付く。18・ 20

は完存の皿で、19も ほぼ完存である。20の内面には薄

くススが付 く。22は土師質土器皿で、中世の所産か。

24は内外面ともに薄く黒い。26は円筒形の側面に口縁

部を接合し、取手を付けた提瓶で、器面には同心円状

のカキメ状ナデ痕をもつ。27は灰釉椀で、内外面に付

け掛けによる釉をもち、高台形は断面三角形をなす。

28は緑釉陶器椀。高台部は角高台で、高台部を含め全

面に緑釉を施す。29は甲斐型イの墨書土器で、体部外

面に文字の一部がある。文字は判読不能。30は手づ

くね土器で、ほぼ完存する。31は土師質土器小皿で、

中世か。32は底部が上げ底の小皿で、色調から白カワ

ラケの一種かと思われる。33は陶晏尽皿で、山茶碗系

か。34は青磁碗で、内面に陰刻文がある。35は志野皿

(椀 )と みられる。37は剥離で外形を整え、表裏面を

平らに研磨している。孔はない。38は表裏面 2面を研

磨面とする磨り石で、図の左側面にも研磨が及んでい

る。全体に黒変する。39は長軸両端を内欠き、磨いた

石錘。40は硯で、小学校で使われたものだろうか。41

は鉄製刀子。42は鉄鏃。43は「寛永通宝」。
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第 4章 塚本遺跡から出土した馬歯・馬骨および人骨

本遺跡の4つの遺構 (住居跡・土坑)か らウマの歯
と骨が出土した。また、10基の墓墳から人骨が出上し

た。前者は時期不明も含むが、平安時代末が中心とさ

れ、後者は幕末～明治頃の所産とされる。なお、ウマ、

ヒト共に調査時に露出させた部分についてパラロイド

による固定がおこなわれ、周囲の土ごと取上げられた

場合がある。室内において取り出す際にも、標本を強

化し、崩壊を防ぐために水で薄めた木工用ボンドを塗

布した場合がある。

第 1節  ウマ
37号竪穴 (S137)、 42号竪穴 (S142)、 30号土坑 (SK30)

では複数個体分の歯が、 5号土坑墓 (SX5)では全身

の埋葬が検出された。前者は少量の平安時代末の遺物

が共伴した。後者は遺物を伴わず、詳細な時期は不明

である。他の平安期のウマ遺体とは位置的に離れ、近

世人骨群に近い位置に埋葬されていることから、近い

時期に属する可能性もある。ただし、近世遺構より掘

り込みが深いことから、より古い時期の所産という所

見もある。以下、それぞれに分けて記載する。

(1)馬歯群

調査区東寄りの近接する遺構群から出土した。特に

S142と SK30の一群は近接しており、本来一連のもの

であった可能性もある。全般に遺存状態は不良で、骨

は消失し歯のみが検出された。周囲の上ごと取り上げ

られている場合は、破損せずに取り出すことは困難で

第刊表 馬歯による個体数集計

オ直 月   学 (山梨県立博物館)

あった。臼歯の多くは取り出す際に頬側と舌側のエナ

メル質に分離し、間の象牙質は崩壊してしまった。そ

こで、今回は個体数の算定に重点を置き、より残りの

良い側面で同定、集計をおこなった。一般に上顎では

頬側、下顎では舌狽1のエナメル質の残りが良く、同定

が容易であった。この方法ではP3～ M2の 区別は多

くの場合困難であるため、個体数算定に際しては一

括して扱った。P2はエナメル質形状の違いにより、
M8は湾曲の強さにより区別可能であった。個体数算

出に際しては西中川・松元 (1991)の推定式による推

定年齢も加味した。

個体数算定の結果を第 1表に、同定結果を第2表に

示す。

37号竪穴 (S137)歯種による最小個体数では上顎 2

～ 3個体、下顎 1個体が存在する。年齢からみると、

上・下顎ともに少なくとも4歳前後と7歳前後の2個

体が存在する。 2～ 3個体分の上顎、下顎 (を含む頭

骨)が存在したと推測される。

42号竪穴 (S142)歯種からみた最小個体数は上顎が

2個体である。年齢からみても4歳前後と7歳前後の

2個体が存在する。下顎歯は出上していない。

30号土坑 (SX30)歯 種からみた最小個体数は上顎

が 3個体 (右 M3に よる)、 下顎 1個体である。年齢

推定可能な標本は少ない。ウマと断定できない歯の小

片は哺乳類に同定したが、他種はまったく同定されて

いないことから、これらも馬歯であると推定される。

歯種による集計 年齢群による集計
上 下 上顎      1      下顎

上顎 下顎
下
計
上
合

側面 頬側 舌側

左右 左 右 左 右

歯種 P3-M2 M3 P3-M2 M3 P3-M2 M3 P3-M2 M3
1個体あたりの数 1 1 4 1 4 1 ※年齢は概数

餡7瑠
1体叛
望 蘊

１

一
３

一
６

１
十
，
Ｆ
Ｉ

2 4

0

4 1 4・ 7歳 4・ 7歳 4'7歳

2 1 1 1 2 ２

一

3

1

1 4・ 7歳 4・ 7歳

1 O O 0 0 2

SK30 一数数十辟
1 3 2 1 5歳 12歳 5・ 12歳

1 0 1

7

３

一
４

1

2

0 1

1

1

2

1

1 1 1

牛7・ 12歳S路2+1豊
SK30 1個体数

総計1線曇

5

1

2

2

1 4・ 7歳 2歳

12

12

8

41

61

1

6

O 1

18

5 0

2

2

4・ 7歳

2

牛7・ 12歳 4・ 7・ 12歳

※上下ともP2は少量であったため せ
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第 2表  ウマ遺体同定結果
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なお、S142と SX30は きわめて近接して出土してお

り、同一個体が含まれる可能性がある。そこで、一括

して算出したところ、最小個体数は上顎 4(右 M3)、
下顎 1と なった。年齢によるとそれぞれ 2個体だが、

合わせると約 4、 7、 12歳の最低 3個体が含まれる。

さらに、3遺構すべてが一連の廃棄 (埋葬 ?)行為に

由来すると仮定しても、最小で上顎 5～ 6個体分、下

顎 2個体分程度が確認できる。年齢からみても少なく

とも4、 7、 12歳前後の 3個体は存在する。

したがって、今回の調査区には4歳未満の若齢から

12歳前後までの最小 6個体程度の平安期のウマが存

在したことになる。これらが全身埋葬であったのか、

頭部だけが何らかの理由により埋納されたのかは骨質

部の消失により明らかにできない。なお、上顎に比べ

て下顎の数が全般に少ないのは、頭蓋だけが廃棄され

たからではなく、歯の形状による遺存と同定の優劣性

に起因すると推測される。

(2)馬埋葬墓

調査区東端の5号土坑 (SX5)か ら上顎歯と下顎骨・

歯、左右の前肢、および後肢の一部と推測される骨が

検出された。土坑の大きさから見て墓墳と推定され、

頭位は南である。骨の遺存状態は不良で、前肢も骨幹

部がかろうじて残存するに過ぎない。部分的に破砕さ

れ、土と混ざっている箇所もあり、後世の掘り込みに

よる破壊を受けている可能性がある。歯の咬耗が著し

く、多くは咬合面中心部のエナメル質を消失する。遊

離している上顎 P2(左)に よる推定年齢は19歳前後
となった。本遺体は前項の馬歯群と地点が離れるだけ

でなく、年齢がかなり高齢であることや、遺存不良な

がら骨質部が遺存する点も異なり、年代的に隔たりが

ある可能性がある。

第 2節  ヒ ト
墓壊群は調査区の東端でまとまって検出された。合

計で10基あるが、全身が検誂されたものはなく、いず

れも断片的である。10号土坑墓 (SX10。 17)を除けば、

解剖学的位置を留めておらず、墓壊のプランも小さす

ぎ、再葬の可能性が高い。周囲の土ごと取上げられて

いるものが多いが、遺存状態が不良なため、かなりの

時間をかけないと取 り出す際に破損する恐れがあっ

た。そこで、標本によっては今回は上面を露出させる

にとどめ、下面をそのまま残した場合があり、全体的

な調査ができなかったものもある。以下、遺構ごとの

概要を記載する [L=左、R=右 ]。

6号土坑墓 (SX6)頭蓋の破片と下肢の一部が出土

した。頭蓋は前頭骨・頭頂骨の一部で、冠状・矢状縫

合ともタト板は未融合で、内板はほぼ閉塞が完了してい

るので、壮年期に属すると推定される。側頭骨 Lの

乳様突起は大きく、男性と推測される。他に側頭骨 R、

後頭骨の破片がある。歯は出土していない。四肢骨は

大腿骨 L近位部一遠位部と近位部 (両者は別個体 )、

大腿骨 R近位部一遠位部、腫骨 L骨幹部、怪骨 R骨

幹部が出土した。

7号土坑墓 (SX7)完存に近い頭蓋が出土した。左

側面のみが露出しており、細い四肢骨 (携骨/尺骨か)

骨幹部が上面にのっている。下面 (右側面)は露出で

きていない。冠状、矢状縫合の外板は融合しておらず、

壮年期 (40歳未満)に属すると推定される。乳様突

起が大きく、外後頭隆起が発達するため、男性と判断

される。歯式は以下の通り。

※ L 」内は植立

他に大腿骨 L近位部と四肢骨破片が少量出土した。

8号土坑墓 (SX8)骨片少量が出土したのみである。

人骨かも不明だが、副葬品の銭貨が共伴していること

から、人骨と推測される。

9号土坑墓 (SX9)頭蓋の破片と、四肢骨破片少量

が出土した。歯は下顎切歯、前臼歯、上顎犬歯 (L?)、

後臼歯が各 1点出上した。

10号土坑墓  (SX10。 17)SX10,17は 調査の過程で

別々に取 り上げられたが、同一遺構である。唯―全

身が埋葬されていたと推測される例である。SX17か

らは頭蓋破片多数と上肢の一部が出上した。側頭骨 L

の乳様突起は大きく、後頭骨の外後頭隆起が発達する

ため、男性と推定される。他に側頭骨 Rが出土した。

左右の下顎骨の一部が出土したが、後臼歯は左右共に

脱落し、歯槽が閉鎖している。老齢の個体か。歯式は

以下の通り。

上肢は肩甲骨 R、 上腕骨 L遠位端、尺骨 R近位端

が確認できた。

SX10は SX17と 同一個体で、下肢の部分である。出

土 した部位は寛骨 Rの大坐骨切痕付近 (破片のため

[ ]内は植立

※「―J=歯槽閉鎖
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性別判定不可 )、 大腿骨 (L/R)近 位部 (大腿骨頭)、
大腿骨 R遠位端、大腿骨 L/R骨幹部、睡骨 L遠位端、

睡骨 R遠位端、腫骨 L、 距骨 Lと Rである。

11号土坑墓 (SXll)頭 蓋の破片 と歯が出土 した。

頭蓋は前頭骨 と側頭骨 Lが確認で きた。眉弓は発達

し男性的だが、乳様突起はあまり発達 しない。

※斜体は左右不明

12号土坑 (SX12)骨片が少量出上したのみである。

厳密にはヒトかどうか明らかでない。

13号土坑墓 (SX13)上 顎前臼歯 1点 と四肢骨破片

が少量出土した。

15号土坑墓 (SX15)頭 蓋と四肢骨の破片少量、お

よび以下の遊離歯が出土した。

出土地不明土坑墓 SX18と して取上げた人骨。正確

な出土地点は不明だが、15号竪穴西寄 り、調査区壁中

出土とみられる。上面に頭蓋と下顎の左側面が露出し

ている。下面に右側面が埋没 しているが検出できてい

ない。頭蓋は側頭骨と上顎骨が確認できる。乳様突起

総第 5章

第 1節 弥生時代後期の竪穴住居
ここでは弥生時代後期の竪穴住居の時期について整

理しておく。

弥生後期の竪穴住居は、 1次調査区を中心に東側の

河道周辺を除く中央部および西側に18軒が検出されて

いる。大きく2群の群在性が窺え、さらに平面プラン

に楕円形 (小判形)、 隅丸方形の別がある。また主軸

方向に南西向き、南向き、南東向きの大きく3群があ

るほか、炉のつくりに枕石の有無、埋甕炉などの違い

があり、出土土器から時期細別をするとともに土器群

の系譜 (中部高地系、東海系)を加味することによっ

ていくつかのグループを抽出し、時期的な変遷を探る

ことができそうである。ここでは時期細別に関し、『山

梨県史』編年 (中山 1999)を 参考に弥生後期を5A(1)

期、5A(2)古期、5A(2)新期、6A期の4段階区分を用

いたい。

は破損してしまったが、比較的小さかった。歯式は以

下の通り。他に四肢骨の破片が少量出土した。

なお、2号土坑 (SX2)は石、陶器片のみで、人骨

は含まれていなかった。

註

1)ただし、今回用いた計測値は上記推定式に用いられる歯
冠中心部の高さではなく、頬側や舌側のエナメル質の高

さ (そ れぞれ HB、 HLと 表記)である。ここで数mm
程度の誤差を生じる場合があるため (植月 2011)、 ここ

では年齢推定の解釈はある程度の幅をもって、 3歳以上

の開きがある場合に別個魯ととらえた。また、若干破損

がある場合にも計測、推定をおこなった。この場合、本

来の高さはやや高い (=年齢はやや若い)ので、推定値

は「～ 49」 のような結果となる。P/M(P3～ M2のい

ずれか)の ように、同定結果が曖味な場合にはそれぞれ

の歯種による年齢推定の結果の幅として示した。

文献

植月 学 2011「 出土馬歯計測値の比較のための基礎的研究」
『動物考古学』28

西中川駿・松元光春 1991「遺跡出土骨同定のための基礎的

研究―とくに在来種および現代種の骨、歯の計測値の比

較一」『古代遺跡出土骨からみたわが国の牛、馬の波来

時期とその経路に関する研究』 平成 2年度文部科学省

科学研究費 (一般研究B)補助金研究成果報告書 164
188頁

1号竪穴はプランが不明確ではあるが隅丸方形とみ

られ、主軸方向は西向きの一群である。波状文をもつ

金の尾Ⅱ式の壷があり、弥生後期、5A(2)新期に相当

する。 1号竪穴を切る2号竪穴は、小判形プラン、南

東方向の主軸をもち、時期は肩に横位ハケメのない S

字甕 D類の出土から、古墳Ⅲ期まで下る可能性があ

るが、他の奏類が弥生末、6A～ B期の可能性がある。

ここでは竪穴プランを重視して6A期 とみなしておく。

9～ 11号竪穴は重複関係をもつ一群である。 9・

11号竪穴は図化資料が少ないが、ともに10号竪穴を切

る。10号竪穴は胴部斜格子文をもつ櫛描波状文の奏が

存在することから5A(1)期 に相当する。竪穴プランは

いずれも小判形で、主軸方向は9号竪穴が南西方向、

10。 11号竪穴が南方向である。 9'11号 竪穴は6A期

であろう。

3・ 8'18号竪穴では、隅丸方形の18号竪穴を楕円

′? Pl C  12  r7 12 1X .Pl P2 Ml M2

※斜体は左右不明
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形に近い隅丸方形の 8号竪穴が切 り、隅九方形の 3号

竪穴を8号竪穴が切る。 3号竪穴に5A(1)期の資料が

まとまり、 8号竪穴にも5A(1)期 の資料がある。また

18号竪穴にも5A(1)期 相当の奏を含むことから、い

ずれも5A(1)期 から(2)期 にかけての時期であるが、

ここでは18号竪穴を5A(2)期古、 3・ 8号竪穴を5A(1)

としておく。主軸方向はともに南方向である。

13・ 14・ 15・ 22号 竪穴はいずれも隅丸方形で、13

号竪穴が主軸方向を南とするほかは南東方向に主軸を

向ける共通性がある。重複関係は14・ 22号竪穴を15

号竪穴が切り、13号 と14号がわずかに重複するが、周

溝墓の溝のためによくわからない状況にある。このう

ち22号竪穴の遺物内容が不明であるが、15号竪穴に

6A(1)期 とみられる土器を含み、14号竪穴も奏の内容

からすればほぼ同時期といえる。13号竪穴は櫛描波状

文の壷、奏の存在から5A(2)期 とみられる。

25'26号竪穴はともに小判形プランで主軸方向は南

となり、26号竪穴を25号竪穴が切る。時期は26号竪穴

が 5A(1)期、25号竪穴が 5A・ B(2)期 となる。

5・ 30号竪穴はともに小判形で、主軸方向がほぼ同

一で商向きとなり、 5号竪穴が30号竪穴を切る。30

号竪穴では図化資料がなく時期不明だが、5号竪穴で

は 5A(1)期 を中心に(2)期古段階の良好な資料が存在

する。したがって 5号竪穴を 5A(1)期、30号竪穴を

それ以前と想定しておくが、30号竪穴については調査

所見を誤認とすれば、5A(2)期以降の可能性も十分あ

りうる。

38・ 45号竪穴は、隅九方形の45号竪穴の覆土上層に

38号竪穴が重複 していて、主軸方向は45号竪穴が南

西、38号竪穴が南方向となる。時期は45号竪穴が5A(1)

期、38号竪穴が 5A(1)～ (2)期の遺物をもつ。重複関

係は確かで、45号竪穴では良好な遺物量が存在し、時

期は確定的であることから、38号竪穴は5A(Ⅱ )期古

とみられる。

そのほかに単独で存在する竪穴として 20・ 24・ 28・

44号竪穴がある。20号竪穴は小判形プラン、主軸方向

は南東で、時期は5A(1)期 である。24号竪穴は小判形

で、主軸方向は南と思われる。出土遺物が赤色塗彩の

高イのみで、時期は5A(2)古～新期である。28号竪

穴は小判形、主軸方向は南向きで、遺物が少なく時期

は明確でないが、5A(2)古 ～新期か。44号竪穴は遺物

がなく時期不明だが、小判形プランと思われる。

塚本遺跡の弥生後期～古墳前期の竪穴住居について

改めて整理しておく。時期は弥生後期前半、山梨県史

編年 5A(1)期 から6A期 まで存在するが、ここでは 1

から4段階の 4時期細分を行い、時期別に列記する。

1段階 (5A(1)期 )-3・ 5・ 10・ 13・ 18・ 20。
26・ 451許 E蚤クく

2段階 (5A(2)古期)-8・ 25'38号竪穴
3段階 (5A(2)新期)-1・ 24・ 28号竪穴
4段階 (6A期 )-2・ 9,11。 14。 15・ 22号竪穴
段階別にプラン、主軸、大きさ、炉・柱穴等諸施設、

竪穴の配置について整理 してみたい (図 9参照 )。

1段階では調査区全体に均等に分散する形で竪穴 8

軒が存在する。その配置は東西に列状をなしつつ、西

端の10・ 18号竪穴を中心とした群と、 5。 26・ 45号竪

穴からなる東群の東西 2群とみることもできる。竪穴

プランは壁が直線的な隅丸方形 (3・ 18・ 20・ 45号竪

穴)と 、やや九みを帯びた隅九方形 (5。 10。 26号竪

穴)があるが、この時期の竪穴住居の特徴 として中部

高地では隅丸方形が主流であり、本遺跡でもそうした

傾向を捉えることができる。主軸方向は南向きを中心

に、わずかに東に振れたものが多いほか、それと直交

方向の主軸をもつ竪穴がある (20・ 45号竪穴 )。 竪穴

には長軸長10mを 越す大形例 (10号竪穴)、 6～ 8m
の中形例 (3・ 18・ 26号竪穴)、 5m台の小形例 (5'
13・ 45号竪穴)がある。炉は45号竪穴が炉体土器を

採用し、13号竪穴では2石を用いた枕石となる。この

ように最大の大きさを示す10号竪穴を中心とした集落

とみることができる。

2段階では 1段階の竪穴のうちの3軒にそれぞれ重

複するように存在し、主軸方向も踏襲する傾向がある。

3・ 18号竪穴が 8号竪穴に、26号竪穴が25号竪穴に、

45号竪穴が38号竪穴に建替えを行ったと思われる。竪

穴の大きさがいずれも小形化し、東西方向に並ぶ列状

配置となる。竪穴プランは壁が丸みを帯びた小判形に

近い隅九方形で、隅丸方形から楕円形化しつつある。

炉は25号竪穴が 2石、38号竪穴が 1石を用いた枕石タ

イプである。

3段階は2段階までの位置を離れ、それまで竪穴が

なかった場所に重複せずに単独で作られている。主軸

方向は南 (28号竪穴)、 東南 (24号竪穴)、 東南の直交

方向となる南西 (1号竪穴)があり、南向きからやや

東あるいは西に大きく振れた方向の竪穴が出現 し、周

溝墓の主軸方向に類似する。竪穴の大きさは 1号竪穴

が推定で大形、24号竪穴が中形、28号竪穴力Ⅵ 形ヽであ

る。炉は24・ 28号竪穴が 1石の枕石タイプである。こ

の段階で 1号周溝墓の位置を避けるように竪穴が周辺
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に分布する傾向がある。 1号周溝墓は出土遺物から4

段階での構築と考えられるが、 3段階に構築を予定し

たかのような居住域のあり方が認められることには注

意しておきたい。

4段階では竪穴が西側に偏つて分布し、周溝墓と重

複しない分布を示している。後述するようにこの時期

以降に周溝墓群が作られていて、4段階では東側に墓

域、西南側に居住域を区分する構成が認められる。竪

穴プランは 2・ 9。 11号竪穴が主軸線の両側にあた

る壁面が強い九みをもつ小判形、14・ 15・ 22号竪穴が

隅丸方形に近い形となる。主軸方向は南東を主とする

が、南東でもより東への振れが強い例もみられる。炉

は円形の掘り方内の南辺に 1石の枕石を置く例が多い

(2・ 11・ 14。 15・ 22号竪穴)。 2・ 9。 14号竪穴は大形、

11・ 15。 22号竪穴は中形で、大 。中形が主体的となる。

弥生後期での動きをまとめると、竪穴プランは隅丸

方形から小判形へ、主軸方向は南 (西)から東南 (西

南)へ、竪穴配置は帯 (列 )状から西側への群在へと

変遷する。竪穴の大きさは、大形 1軒に対し中・小が

複数存在する構成から、大・中を主とする大きさに者

しい差がない構成に変化する傾向がある。

第 2節 周清墓の変遷
周溝墓は 1・ 2・ 6号周溝墓が単独、 3・ 4・ 7号

周溝墓が溝を共有する方形周溝墓である。また円形周

溝墓とみられる5号周溝墓のほか、15号溝もその可能

性がある。さらに43号竪穴とした溝状遺構も方形周溝

墓の北辺溝の可能性が高く、仮に8号周溝墓とした。

したがって、方形周溝墓 6～ 7基、円形周溝墓 1～ 2

基の計 7～ 9基の周溝墓が検出されたことになる。こ

こではそれらの時期と変遷を整理してみたい。

1号周溝墓は東西194m、 南北21mの本遺跡最大の

方形周滞墓で、西関東、神奈川方面の壷をもち、時期

は6A期である。掘り上がりの図面では3号周溝墓を

切るように見えるが、3号周溝墓では古墳時代初頭の

上器類が複数含まれていることから、 1号周溝墓の溝

覆土中に3号周溝墓の溝底が存在したのか、あるいは

1号周溝墓の溝を共有するように、 1号周溝墓の溝に

付け加えるようにして後に3号周溝墓が構築されたの

であろう。溝断面観察では、5A(1)期の18号竪穴を 1

号周溝墓の溝が切つていることがわかる。

2号周溝墓は東西146mで、遺物がほとんどなく時

期不明である。24号竪穴 (5A(2)期新と推定)を切る

ように平面図が作図されているが、重複関係を示す断

面図によれば、竪穴が後出するようにも見える。24号

竪穴の遺物の時期認定の問題があるが、一応ここでは

24号竪穴より新しいと判断し、間を埋めるように溝を

共有して存在する3・ 4号周溝墓よりは古いと考える

と、 3号周溝墓が古墳初頭なので、 1号と同じか 1号

の直後と考えられる。

3号周溝墓は東西118m、 南北12mで、古墳前期の

重をもち、14号溝と26号竪穴の重複関係によれば、溝

が竪穴を切っていることが確実である①また9号溝と

25号溝の重複も竪穴を溝が確実に切つている。 1号周

溝墓との切り合いを示す断面観察地点に 1号周溝墓の

5号溝、C―CIラ インがあるが、 3号周溝墓が重複す

るような形跡はない。したがつて 1号周溝墓の溝に付

け足すようにして3号周溝墓を構築したのであろう。

4号周溝墓は東西109m、 南北106mで、出土遺物

からみると3号周溝墓より古い弥生末、6A期の様相

を示している。したがって4号周溝墓構築の後、8号

周溝墓が重複して溝を共有するように古墳前期に作ら

れている。

5号周溝墓は東西64m、 南北71mで、 6号周溝墓

と4号周溝墓の間を埋めるように作られていて、より

後出的といえるが、出土遺物には古墳時代中期、5世

紀代の杯が存在し、その時期まで下る可能性はあるが、

よくわからない。

6号周溝墓は南北138mで古墳初頭の土器片を伴な

う。1号周溝墓と主軸方向がほぼ同じことから弥生末、

6A期 と考えられる一方、5A(1)期 以降、 6号周溝墓

の周囲に同時期の竪穴が分布していないことから6A

期以前に遡って存在した可能性があるが、一応古墳前

期としておく。

7号周溝墓は東西11.4mで、古墳段階の高杯が出土

している。 3号周溝墓の溝を共有するようにして構築

していることから、 3号周溝墓よりも新しく、古墳前

期以降と推定しておく。

8号周溝墓 (43号竪穴)については周溝墓かどうか

定かではなく、時期がわからないが、東西 8m以上あ

り、44号竪穴を切る。44号竪穴の時期が不明ではある

が、仮に 5A(2)期 とすれば、それ以降、6A期の可能

性が高いといえる。15号溝については円形周溝墓にな

るかどうかもわからないが、周溝墓ならば東西推定

10数 mと なる。遺物がなく、時期不詳。

以上により、周溝墓の変遷を次のように整理してお

く。なお段階設定については、弥生後期の4段階を踏

襲する。

-33-



4段階 (6A期 )-1・ 2・ 4・ (8)号周溝墓
5段階 -3・ 6号周溝墓

6段階-5'7号 周溝墓
3段階の時点で 6号周溝墓周辺に竪穴が構築されて

いないことから、 6号周溝墓が 1号周溝墓に先行 して

3段階に構築された可能性 もあるが、遺物から証明す

ることはできない。また方形周溝墓という墓制の導入

がこの地域でどのように採用されたのかわからない

が、4段階になると1号周溝墓をはじめとする単独例

が一斉に出現する。4段階では竪穴分布が西に偏り、

東側を墓域としてあけていることから、周溝墓群とし

て東側に複数基の構築を予定したことが窺える。

4段階の中でも構築順、新旧関係があったはずだが、

その点を解明することは難しい。最大の 1号周溝墓を

先行するとみる見方が自然ではあるが、 1号周溝墓は

同時期の14号竪穴と一部重複することから、より後出

的ともみられる。 6号周溝墓が先行するとすれば、東

側から西側へという構築順を想定することができるだ

ろう。なお、 1・ 2号周溝墓ではブリッジ (陸橋)が

それぞれ北西、南西に存在し、集落を意識した側に設

定している。集落と周溝墓の関連性を示唆する現象と

いえるかもしれない。



集落と周溝墓の関連性について改めて整理すると、

弥生後期初頭 (1・ 2段階)では周溝墓が存在しない。

1段階では大形住居の存在から、家族集団あるいはム

ラの長的な存在が窺え、2段階では竪穴の建替えが 1

段階の竪穴と重複するように行われていることから、

集落構成、集落内組織に大きな変化はなかったと思わ

れ、この段階でも10号竪穴が維持されていた可能性は

ある。土器の様相には櫛描波状文を用いた中部高地系

土器群が主体をなし、竪穴住居の平面プランにもそう

した影響力が窺える。 3段階では、それまで竪穴がな

かった位置に新しく竪穴が作られる傾向がある。

大きな変化をみせるのが次の4段階で、竪穴住居の

配置は西側に偏在し、東側を墓域として方形周溝墓群

が構築される。竪穴住居は楕円形を主とし、その主軸

方向は東南に振れたものが多くなる。竪穴住居のプラ

ンに関して隅丸方形から小判形になるのは、中部高地

の影響力が弱まり、東海、西関東の影響を受けた結果

とみられるが、そうした動きを示すように方形周溝墓

内には副葬品と思われる西関東系の壷形土器が目立

つ。このように4段階でのさまざまな変化の出現に注

目すべきで、古墳時代の直前段階としてのあり方とし

て理解したい。また古墳時代前期になると周溝墓の構

築は継続し、若干の遺物も分布するものの、竪穴住居

は皆無となる。弥生末で集落が断絶し、墓域化すると

いう現象にも注目しておきたい。

第 3節 平安時代の遺構の変遷 と成果
竪穴住居は調査区中央西寄りの 1号周溝墓付近、東

寄りの4号周溝墓付近、北東側の大きく3つの群在性

が認められる。これらを A・ BoC群 と仮称し、群別
に時期的な変遷、遺物などの検討を行いたい。

A群は4'7・ 12・ 19・ 21号竪穴からなる。いずれ

も竪穴住居としたが竃がなく、壁の立ち上がりも不明

確である。とくに4・ 7号竪穴については周溝墓の溝

との重複で土器分布から住居範囲を推定した竪穴設定

であり、 4・ 7・ 19号竪穴は重複するとみられる。

4号竪穴は甲斐型郭直後の手持ちヘラ削りを略した

段階が主体であるが、甲斐型必もわずかに残る。杯・

皿には特徴的な一群があり、カキメ状の細かな同心円

の調整痕を内面全面にもつのが特徴である。周辺遺跡

について調べる必要があるが、管見では類例を知らな

い。中部高地系の黒色土器群に似た調整技法で、信州

系土器群ということもでき、甲斐型土器の制作地とは

また別に生産遺跡があるのだろう。 7・ 12号竪穴は4

号竪穴とほぼ同時期。19号竪穴も同時期で、 1点のみ

カキメを持つ不がある。21号竪穴は図化遺物がない。

B群は36・ 37・ 39'40・ 41・ 42・ 47号竪穴からなる。

40'41・ 42・ 47号竪穴は重複し、41号竪穴は建替え痕

跡をもつことから、5軒分が密集することになる。東

壁に石組竃をもち、42号竪穴では中心に近い位置に、

40。 41・ 47号竪穴では南東隅に近い位置に篭がある。

37号竪穴は2軒分の可能性があるほか、火災住居の

39号竪穴はコーナー竃と思われる。

36号竪穴は甲斐型郭直後を主とし、甲斐型杯もわず

かに存在する。カキメはないもののカキメ系の郭は存

在する。37号竪穴は甲斐型郭と甲斐型郭直後の土器群

との比率が約半々である。灰釉陶器類も存在し、わず

かに古い様相がある。39号竪穴は甲斐型郭直後段階で

あるが、甲斐型黒色杯もあるなど、他の竪穴群とほぼ

同時期である。40号竪穴は甲斐型直後の段階。41号竪

穴は甲斐型郭・皿類が約半数を占め、わずかに古手の

様相をもつ。42号竪穴も甲斐型杯皿が残る甲斐型直後

の段階で、灰釉陶器なども存在する。47号竪穴は竃が

40号竪穴と重複する住居だが、40号竪穴との差異は顕

著でないものの、若千古い様相がある。

C群は分散して列状に配置された竪穴群で、重複す

ることなく、一定の間隔を保ち、大きさも似ている。

32・ 33・ 34・ 46号竪穴からなり、32号竪穴が 1号河道

の対岸になるが、一応同じ群として扱うこととする。

竃は46号竪穴が不明のほかは南東コーナー寄りの石組

竃で、32号竪穴についてはコーナー竃である。

32号竪穴は甲斐型郭皿を残す甲斐型直後段階。33

号竪穴も同じ段階といえる。34号竪穴は甲斐型段階が

過半数で、イ類の多くはヘラ削り痕をもつほか、甲斐

型直後段階の郭皿類が存在する。46号竪穴は遺物が少

ないが、甲斐型直後を主とした土器構成となる。

以上を整理すると、甲斐型直後段階の住居群を主と

しつつ、B群 37・ 41号竪穴、C群 34号竪穴では甲斐型

土器の比率がやや高く、先行するとみられる。竃の位

置には東壁中央に近い42号竪穴、コーナー竃となる

32,39号竪穴があり、そのほかは南東隅に近い東竃と

なるが、出土遺物から推定した時期はいずれも同じ

段階に収まる。このように甲斐型土器の最終段階から

直後の時期に出現し、短期継続した集落である。なぜ

10世紀中ごろに突然集落が現れ、短期集落に終わった

のか定かではないが、荒川流域の河道の移動による影

響が想定できよう。10世紀段階での集落出現に関して

は、公権力衰退に伴う民間による土地の再開発の動き
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を示すものではないだろうか。

なお、32号竪穴の竃袖石 (写真 2)に残るしっくい

状の白色粘土は、礫表面につけた粘土表面に白色粘土

を塗ったもので、竃表面が自く化粧されていたことを

示す (現状では褐色に変色 )。 成分分析を経ていない

ので何か不明だが、類例に韮崎市宮ノ前遺跡227号住

例がある (韮崎市ほか 1992)。

そのほか注目される遺物に平安時代のミニチュア土

器がある。32号竪穴竃右脇から胴部に手持ちヘラ削り

をもつ小形土器が出土し、また41号竪穴の南壁、竃寄

りの位置からヘラ削りはないもののほぼ同形の手づく

ね土器が出土している。食器構成にはない器種であり、

祭祀遺物とみられるが、出土位置から竃祭祀に関わる

可能性がある。

第 4節 河道および出土遺物
調査区東端に南流する自然河道跡が見つかり、覆土

中、河底から多数の遺物が出土した。とくに南東隅で

ほぼ完形で出上した須恵器横瓶、小さな銅製巡方は特

筆すべきもので、そのほか緑釉陶器皿類が破片として

目立つ。巡方の時期は不明ながら、集落形成が行われ

た平安末の段階での使用は考えにくいことから、奈良

時代の遺物と考える。古墳時代後期から奈良時代には

竪穴住居はないものの、河道東岸か、上流方面に集落

域や公的施設が存在し、また河道は水場として水流が

利用されていたのであろう。ここでは河道の形成と遺

跡との関連について断面観察と合わせて整理しておき

たい。

河道両岸には32・ 46号 竪穴 (平安末、10世紀中)、

6号周溝墓 (弥生後期)が存在する。それらが浸食さ

れたようにして検出されたことから、ある時点で河道

の氾濫で浸食を受けたことは間違いない。また河底に

は平安末の高台杯 (11世紀)を伴う18号土坑が存在す

る。したがって平安末の段階で河道が存在していたこ

とは確かだが、一部は水のない状態となっていた可能

性がある。近世～近代段階では河道内中位面に水田面

が存在したことから、埋没河道として窪地化した低い

面に水田が作られていた。また河床の礫層面近くには

弥生末～古墳後期の遺物があり、覆土中には平安時代

の遺物が存在する。このような状況から次のような状

況を想定したい。

河床面が礫層で、調査区一帯の基盤層となっている

ことから、縄文時代中期を遡るある時点での荒川氾濫

により土砂が運ばれて扇状地面が形成された。弥生～

古墳時代前期には6号周溝墓があることから、その時

点では埋没化を終え、やや低い地形となっていた。 7

～8世紀に河道底に置き去りにされたような須恵器横

瓶があり、周囲に自然木などが残ることから、南東側

が流路だったことは間違いなく、水の利用も行われて

いたようだ。したがってその間の 4・ 5世紀頃に河底

を快るような流水があったとみられる。平安末に32・

46号竪穴が存在することから、その頃までに埋積によ

り浅 く窪地化 し、竪穴が作られるなど居住地化して

いった。しかしその直後、再び河底、河床礫に達する

ような大きな浸食作用があり、土坑が作られている。

その後、埋没谷化していった。

文献

中山誠二 1999「甲斐の弥生土器編年」『山梨県史 資料編
2 原始・古代2 考古 (遺構・遺物)』
韮崎市教育委員会ほか 1992『宮ノ前遺跡』

山梨県考古学協会 2010『山梨県考古学協会2010年 度研究

集会「中部高地南部における櫛描文系土器の拡散」資料集』

写真2 32号竪穴の袖石 (石の表面に白色粘土が残る)

-36-



第 3表 土器類観察表

図版 地′ミ 種月1 器種 時期 口/底 /高 c nl 整形技法 外/内/底 色調 外/内 胎 土
存

％
残
率 焼成 注記 備 考

1竪 小生 ″卜生後 121 6)/86/86S
ハケ・刻み・櫛描波状文 ミガキ/′サ
ナデ/木葉痕

渋黄～灰掲
長・黒 赤・雲・

石・花
良

2,7,lS■ 6,17,18.20,

21,22,24,25,26,2728

,29,38,39,40,41,42,

48,44,45,46,47,43,4

9,第 1,54.57,59,60,61

,62,65,66.67,70,75,

134,138,140,一括

ケヽメ 刻み/ナデ/ 被熱

体生後 250)/一 / 罠・黒・赤 雲 良

1堅 体生 莞 体生後 150)/37/(170) ケヽメ/ハケメ・サデ/無文 月掲～暗褐
長・石・黒・赤・

良
4,15,31,55,56,82

23)
外～底面スス付着

示生 ―/66/一 ナデ/ナデ・ハケメ/ナデ 6

/TN生 翼 年生末 1 0)/― / ミ・石 良

2竪 2 林生 スJみ・ナデ/ナデ/ 月赤褐

宗生末 206)//― 刻み・ハケメ/ナデ/ 良 一括

弥生 型 褐ヽ /褐 ～黒 琶・長 石・赤 良

2竪 短条線・波状文 ナデ/ナデ/ 曽橙 勺外面黒変

ホ生? 183)/― /― 良 ―括

47 2蜃二 弥生 ? 一霊 登～黒褐 長・赤

47 2E蜃 130)/― /― ケヽメ/ナデ/
'卜

面スス付着

而 s宇誕 古墳 132)/― / ・石微 良

!堅 10 小形五 片デ/ナデ/ナデ 雲。長

96)/― / ケヽメ 磨き/ハケメ・ナデ/

17 12 と師 ? 〓亜 古墳 ? 奎
奉 良 ―括

〕墾 土師 り/ナデ/ 登

古墳 /―/― ナデ/磨き/ナラ 良 孔3、 中央に

を竪 土師 ? 苛邦 く褐/鈍い橙 長・石 角 良

電文・ナデ/ナデ/ 音黄褐

3竪 I 体生 疑 弥生後 (210)/60/215
波状文・簾状文・条線/サデ/木葉

痕
音赤褐/鈍い黄橙 長・雲・赤 良 )0,一括 外面黒変

47 i竪 2 杯生 菱 弥生後 133/60/60
波状文・簾状文 ノヽケメ/ナデ/ナ

炎黄 長・雲微 良
35,36,37,38,30,40,4

1,42,107,108,一 括
外面黒変

140)/― /― 売線・波状文 ナデ/ナデ/ 内面一部黒変

赤生後 /―/ 長・石・雲 良 53,54

3竪 不生 赤褐/県褐 百黒色

体生後 ―/90/― ナデ/ナデ/ナデ 良 586970 勺外面薄く変色

47 干篭 ホ生 卜形壷 い 褐ヽ

度状文・サデ/ナデ/ 勺面黒変

床生後 /―/ ,6

3堅 10 h生 明褐 雲・長

122/50/40 ナデ・削り/ナナデ/肖 1り
上師 不 平安 (180)/― / 赤 良

4竪 ナデ/ナデ/糸切り 橙 角面に薄くスス付着

平安 128)/58/40 ナデ/ナデ/糸切り 良

t堅 土師 イ 明褐 雲・長 赤

122/60/35 オデ/ナデ/糸切り t8

雨 イ 平安 122)/50/43 良

4窒 8 土師 ナデ/ナデ/糸切り 瞳 長・赤・小礫

120)/(60)/30 ナデ/ナデ/糸切り
,0

I寧 土師 邸 子安 争褐 王
奉 良

4竪 ナデ/ナデ/糸切り 鷺橙/黒橙 為面ごく沖く黒変

不 7安 122/50/40 良 !6

1塞 13 土師 イ 雲・赤

1竪 118)/― /― ナデ/ナデ/ ん外面ごく薄く黒変

雨 皿 子安 116/50/24 重・赤 良

4堅 16 土師 ナデ/ナデ/糸切り
子安 112)/44/23 ナデ/ナデ/糸切り 良 1126

t率 18 皿 平安 赤 良

!竪 士師 皿 平安 166/58/23 ナデ/ナデ/糸切り 凋褐 良 19,20,62
内面ごくわず力Чこス

ス付着

平安 102)/― /― ナデ/ナデ・ハ 良 1、 59 勺外面

!堅 土師 |ヨ釜 月赤褐/鈍い橙 ・雲・赤

〔竪 土師 畳き寵 平安 170/(450)/396 クヽメ・ナデ/ハケメ/無文・指頭痕 itい赤褐 三・長 良

8,9,23,29,30,36,37,

42,43,49,50,51,53,5

4,57,64,68,69,74,17
内面ヘラ描きあり

林生後 /72/― 懸き・縄文/ナデ/ナデ 良 0

,馨 /T生 体生後 僣/黒褐 重・白 長・石 良

,竪 rT生 小形甕 lT生後 80)/50/120
皮状文 沈線文・刺突文/ナデ/無

文
赤褐 長 角・石 良

弥生 170)/― /― ケヽメ/ナデ・ハケメ/ 赤・石 やや良

ホ生 菱 曽赤褐/黒褐 三・長・石・花

49 5竪 1 6 一雅 ケヽメ・渡状文/ナデ ハケメ/ 竜橙

弥生後 16)// 良

i竪 8 ホ生 甕 こぶい褐 長・雲

クヽメ/ナデ/― 角外面変色

50
'Eと

10 小生 毘 ボ生後 霜状文 条線/ナデ/ 長・雲 角 良
外面灰・スス薄く付

着

50 ,堅 登/責褐 長・石

ケヽメ/ナデ/無文 小面スス付着

形鉢 104)/56/725 民・雲・石 良
'8

i堅 15 体生 轟 ボ褐 長・雲

50 ,竪 土師 ? 古墳 ? ―/84/ ナデ/ハケメ/木葉痕・ナデ ζ/灰褐 長 雲 70 良

7,4堅 14■ 6・ 56・

72,5±47,C4-括 ,

外144

7堅 2 体生 ? 麓 体生 ? ケヽメ/ハケメ/木葉痕 登/明赤褐 長・石・雲・赤 良
50.51,48,19墾 7・ 8,2

土一括

7竪 3 土師 卜形歪 豊

100/66/92 ナデ・削り/ナデ/削り 外面黒変

上師 小形霊 平安 長・雲 良

7竪 6 土目而 ケヽメ/ナデ/ 竜い赤褐/暗4 内外面黒変

不 平安 123/62/38 ナデ/サデ/糸切り 良 )8
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図版 地 点 聘 瞳別 器種 コ宇期 口/底 /高 cm 整形技法 外/内 /底 色調 外/内 胎土
存

％

残
率 焼成 注記 備考

撃
一

8 土師 邸 平安 竜い赤褐

平安 76/48/1 75 ナデ/サデ/糸切り 良
.堅

10 土師 ナデ/ナデ/糸 切り 良 2,40 内面傷、ゆがみあり
皿 平安 122)/54/24 屯い褐/橙 雲・赤

堅 22/56/2 1 ナデ/ナデ/糸 切り 良

土師 小形襲 平 黒掲 内外面黒変
琵 平安 146// ケヽメ/ナデ/ 要・長 20 良

7竪 土師 ケヽメ/ナデ/
16 上師 褻 平安 赤褐～暗掲 雲・長

'卜

面灰 付着
7F‐
R 320)/― / ケヽメ/ハケメ/ 111618

7堅 土師 羽釜 平安 262)/―/ ナデ/ハケメ/ 鈍い掲/暗褐 長・雲 良 36,一 括
勺外面灰汁状付着
らり

か生 一軍 体生後 200)// 長 雲
】堅 暮き/ナデ/無文 良

;ふ生 形 状 文・沈線 文 /ナデ / 赤褐～黄褐

林生後 170)/― /― ケヽメ ミ・雲・石
〕竪 度状文/磨き/ 勺外面黒変

6 天稀 皿 ? T7E安 /73/― /ナ テ /高台 勺面施釉
9F壬 体生後 208)/― ケヽメ・刻み/ハケメ/ 橙 ボ 雲。長 良

51 9竪 2 林生 度状文・ナデ/ナデ/ 月褐/灰褐 良
亀文 条鉢 井戸尻 /―/― 鈍い褐 ミ角・雲

10竪 220)//(168) 度状文・ハケメ/ナデ/ 赤 良
tO竪 2 林生 反状文 簾状文 条線文/ナデ/ 暗褐 /4・H ′卜面変色

誕 体生後 70)/― / 登 ご
奉

tO堅 ケヽメ/ハケメ/ 良

卜形菱 体生 登

体生後 /―/― ・赤
11:魯二 ナデ・刻み/ナデ/ 良 1 内外面赤彩 ?

土師 不 平安 竜い黄橙 赤・雲

子安 290)/―/ ケヽメ/ハケメ/― 長・雲・赤 やや良
13竪 体生 度状文・磨き/磨き/ 示褐 /Π害褐 良 1,2

1 生 一亜 麻生後 1220)/―/ とい黄橙/鈍い橙 長・雲・石

13竪 3 体生 壺 床生後 /―/
碇状文・沈線文 ハクメ・ナデ/
オメ・ナデ/ 月赤褐 長・角 良 13,14

体生 ヘケメ・ナデ/ハクメ・ナデ/ナデ 炎黄 外面一部薄く黒変
小生後 40)/― /― /黄褐 雲多・長

53 13堅 6 オデ/ナデ/ナデ 良

奏 不生 ? 外面変色
3 138)/― / 呵き/当て 長 良
14竪 床生 刻み・ハケメ/ナデ・磨き/ 良 55,458

生 一霊 ボ生末 ―/(86)/ 音褐/赤褐 長 雲
14墾 ナデ/ナデ/ 良

床生 34 ケヽメ/ハケメ・サデ/ 鈍い黄褐/黄 18,419,422,468 牛面変色
賢 ネ生末 10)/― /― 旨橙 /黄橙

14竪 ケヽメ/ナデ/ナデ 良 内面変色
′卜形鉢 ? ホ生? ―/86/― 赤 長・石 内外面赤彩

130)/― /― ナデ・肖1り/ナデ/ ・ ヱ 了 良
4竪 9 土師 節 ナデ 苗1り/ナデ / 明赤褐 艮 内外面赤彩 ?

卜生 一霊 弥生後 118)/― /― き石・雲
15堅 ケヽメ・刻み/ハクメ・刻み / 良 1と

°
9

ホ生 妻 IT生 末 北い黄褐/H音褐
rT生 ? 130)/― / ナデ/ナデ/ 長・雲・石

t5堅 ネ生 ケハケメ/ハケメ/ 良 33 内面変色
6 小生 霊 弥生末 180ン / 橙/灰橙 雲・石

/ 雲・赤 良 16A-5
不生 ナデ・磨き/ナデ/本葉痕 橙/黒褐 J8,29 内面黒変

霊 体生 ? 240)/一/ 雲 長 石

噂
一

10 不生 甕 赤生 200)/―/ ケヽメ/ハケメ・ナデ/ 登～黒/灰褐 雲 。長・石 良 19
内面灰色に変色、外
面黒班

ホ生 高邦 休生 ・tい赤褐 勺外面赤彩
体生後 98)/― /(60) 条線文・サデ/ナデ/ 長・雲・角 莫

18竪 2 ホ生 皮状文・廉状文 ナデ/ナデ/ 良 I.19,H.E3-括
不生 休生 /―/― ボ褐 /Π音掲 雲・長

18竪 ホ生 一霊 休生 /60/一 ハケメ/ハケメ/ナデ 登～黒 長・雲 16
外面黒斑、1同部穿
Tし ?

8竪 5 赤生 片口鉢 デハケメ/ハケメ/ナデ 良 15,20,21 米面スス付着
小生 〓こ 体生 /80/170 雲・長

28)/60/42 ナデ/ナデ/糸切り 良

土師 跡 /ナデ/糸切り ,D-3
不 平安 70/― 雲微・赤

19竪 4 弥生 ? 高イ ? 赤生 ? (192)/― / ナデ/ナデ/ 黒褐/赤褐 長・雲 良
479,431,482,483,48

3.500
対面赤彩

弥生 甕 ′ヽクメ/ハケメ・ナデ ヤ旨頭痕/ 登～暗橙 外ヽ面変色
イ ―/(144)/― ナデ ′

橙 長・石 雲
20堅 度状文 磨き/ナデ/ 良 219220

2 弥生 霊 休生 ミ文・櫛捕文/ナデ/ 暗橙/橙 木面スス・灰付着
体生後 ―/―/― 長 雲・石

22竪 土師 1200,/― /― ケヽメ/サデ/ 1112 木面スス付
′4竪 弥生 高J4N 休生 179/11 7/206 ′ヽクメ・ナデ/ハケメ・ナデ/ハクメ 赤橙

'卜
面黒斑

25冨堅 J 弥生 ｒ霊 麻生後
ハケメ磨き。縄文・円文/ハケメ
ナデ/

赤褐 要。長・石・赤 良 7,24,28外646,一 括
'卜

面赤彩 ?

25竪 2 祢生 ―
/―/― ハクメ/磨き・ナデ■旨頭痕/― 良

を5P.X 3 弥 生 壺 林生 ―/― /― 明赤褐 21

25堅 弥生 高台 14N 麻生後 250/―ノ 磨き/磨き/ 明赤褐 長・赤・雲 良 16,17,一 括
句外面赤彩、静岡孫

〕5竪 弥生 ハケメ/ハケメナデ / 良

あ堅 6 弥生 壷 体生後 /―/ ハケメ・簾状文/ナデ/ 赤 褐
白・黒。金雲

良 28

巧竪 弥生 ? 米 体生 ? ナデ/ハケメナデ/無文 黄橙/橙 ・白・黒・赤 艮
7しあり、大形黒色粒
を多く含む

る竪 8 弥生 ハケメ 刻み/ハケメ/ 男赤イ 良
一更 体生後 /― /一 月赤褐/黄褐 ・白・雲

猾竪 体生 壺 床生後 130/―/
磨き・縄文・隆繰文/縄支・磨きハ

ケメ・ナデ/ 竜い黄橙/灰褐 雲 長・砂 長 磨き顕著
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図版 地点 種別 器種 H寺期 口/底 /高 c pa 整形技法 外/内 /底 色調 外 /内 胎 土
存
％
残
率 焼成 注記 備 考

128)/66/長 35

25 釜 安 ケヽメ/ハケメ/ 鈍い黄褐/赤掲 長・雲 石 貞 33

土師 230)/― /― ケメ/ ケメ/ 黒 偶 ミ・赤 良

1竪 B 日傘 平安 1232)/―/― 黄構 長・雲 石

41竪 2S 土師 月釜 平安 224)/― ィ ノヽケメアハケメ/ 暗褐 長 雲 良 110
内外面黒変、外面灰

付着

1竪範 土師 変 平安 (300)/― /― ケヽメ/ハケメ/― 明褐 雲 ,長
と7114,竜 7429,薙
'430,寵 7544,7118

外面粘土付着、内置

灰汁付着

64 1竪 平技 164)/― / ケメ/ノ ケヽメ/― 赤褐 長・雲 内外面薄く黒変

形疑 平安 ケメル ケヽメ/― 赤偶/黒褐 7358 内外面変色

頁恵 短頚壺 デ/ナデ/ 良

64 須志 豆 平安 ? /130/― 叩き/当て具ナデ/木薬涙 良

1竪 平安 ? /―/

平安 ナデ/ナデ/糸切り 暗灰/灰 白 良 '249

1砦碁 戻半由 〓霊 良

平安 ナデ/ナデ/ 灰 良 木面 ti釉

1竪 平安 ―/(94)/― 木面施釉

十師 IL 平安 116)/(60)/2 馴り・ナデ/ナデ/削り 橙 良

2要堅 2 皿 判リナデ/ナデ/肖 1り 橙 15 良 一括

3 土師 122)/(40)/31 肯Jり・ナデ/ナデ/削り 橙 /貢橙 ホ 長 良

42竪 平安 119/66/27 よ褐 赤多 長 勺外面薄く黒変

42竪 土師 平安 113/(52)/32 ナデ/ナデ/糸切り 赤 '長 艮
口縁部にスス、底部

2重の糸切り痕

算 平安 116/50/38 ナデ ヘラ沖り/ナデ/糸切り

杯 制リナデ/ナデ/肖 1り 屯い橙/黒褐 良 7017・ 7050

12撃 S 土師 イ 120/50/3 5 片デ/ナデ/糸切り 長 良 7025 角外面変負

9堅寵 9 子安 12 1/6″ /4 1 片デ/ナデ/糸切り

“

い裕/暗褐 ・赤 内外面薄く黒変

平安 121)/57/23 をい赤褐 内外面スス

12審 Il 平安 ナデ/ナデ/糸切り 黄褐 府 長 填

12寧 土師 皿 114)/(50)/30 オデ/ナデ/糸切り 良 部油匹付着

42堅 上町 7安 132)/(70)/31 ナデ/ナデ/糸切り B 赤。長・石

平安 月褐

郎 平安 ナデ/ナデ/糸切り 橙 良 亀

2EIN 土師 llN 30)/(50)/28 ナデ/ナデ/糸切り ・石 赤 良

64 2蜃曇 土 ▼安 129/74/38 ナデ/サデ/糸切り B 長・赤 良 重部 にゆがみ

平安 120)/― / 長・石 赤

平安 ナデ/ナデ/糸切り 橙 一括

`2率

土師 罰台不 ナデ/ナデ/高台 やや不良 7174

64 2堅 21 平安 ―/(108)/― ナデ/ナデ/高台 密

第 平技 /63/― デ/ナデ/高台 灰 白 やや粗

ミ Il 平安 ナデ/ナデ/高台 オリーブ芸
'88570727153

12寧 緑釉 ―/(80)/― ナデ/ナデ/高台 麿 7013,7015

42竪 子安 ―/(38)/― オデ/ナデ/付け高台 白 密

廷 平安 彗褐/明褐

2景撃 休生 苛必 条線文・磨き/ナデ/ 責橙 良

(140)/一 / ケヽメナデ/ハケメ・ナデ/ 赤 雲・石 良 対外商変角

42堅 体生末 (252)/― / 三 雲 外面黒変

平安 /(17 2)/―

雰 ナデ・削り/ナデ/ 良 7374

65 18肇 2 土師 111)/(58)/45 ナデ/ナデ/糸切り ミ 雲 石 良 1375

疇竪 平安 (130)/(50)/29 で～暗掩 赤・長 内外面薄く黒変

十日覇 台付褻 占墳 ケヽメ・ナデ/ナデ/ 暗橙/黒褐 内外面薄く黒変

甑 ナデ ハケメ/ナデ/穿孔5 莫

疇堅 休生 一亜 体生後 /135/― 波状文・磨き/ハケメ/無文
鈍い黄橙/黒～掲

灰
長・赤 良

7498,7494,7495,749

6,7497,7498,7500,7

502,7522,39竪 6640

“

率炉 体生 〓韮 片デ・磨き/ナデ/木葉痕 ・石・雲 良 戸7634 妻変

15竪 3 弥生   1奏 小生後 206)/― /― 笠状文・ナデ/ナデ/ こぶい黄橙 雲多 長・赤 良
4±6940,46F●X

510'7521
外ヽ面変色

5竪 不生   1翌 体生後 240/73/287 度状文・簾状文・ナデ/ナデ/ナデ 音褐/明褐 雲・F・ 角 良

4± 6900・ 6902・
,904・ 6906・ 6907

,910・ 6911・ 6912
,913・ 6914・ 6917

'918・

6920・ 6921

,922 6924・ 6925

'927 6928・

6931

'932 6933・

6934

'935'6936 6947'233

勺外面黒変

鷺 弥生後 文 渡状支・沈綾/ナデ/ 黒褐/灰黄褐 4「L6919

6 体 ? 1誕 ナデ/ナデ/ 良 И±6998

15堅 土師   1台付寮 ケヽメ/ナデ/ 良 14三ヒ6901

隔堅 9 iT生後 /―/ 売線 /磨き/― 茉4B J5+6852

赤生後 // ピ赤褐 冨

祢 麗 ふ生後 捜状文/ナデ/ 赤褐 良 4±692?

15FIK 弥生   1甕 簾状文・粂線文/ナデ/ ●角 良 一括 外雨黒変

16堅 1 土師 7安 110)/54/2 5 ナデ/ナテ 肖!り /糸切り'肖 1り B/赤褐 長・赤 良

46竪 平安 126/56/41 ILい赤褐 雲'長 144874507465 縁面荒れ

十言市 イ 平安 110)/50/36 ナデ/ナヂ/糸切り 明赤褐 量 7458

16率 と師   1皿 ナデ/ナデ/糸切り 良

16竪 5 ふ生  1壷 ―/一/ を線/ナデ/ 吻赤伯 /灰 褐 昆 雲・角・石 良

46堅 6 1吉 ふ生 ―/―/ lTヤ イ雛/19 長 角

６６

一
∝

十舗   1邦 平安 (44)/(70)/34 明褐 議7549 勺面オコグ付着

■師   十邦 平安 ナデ/ナデ/糸切り 鈍い褐/黒褐 良 奄74747475.754 1内 面黒色

67 滋器   小皿

1号周溝墓 体生   1壺 赤生後 182/34/343
縄文。円文・隆線文・磨き/ハケメ

ナデ/無文
橙 長 赤 ,雲 良 勺外面赤彩

弓ホ4 祢生後 /90/― ナデ縄支/ハケメ・ナデ/ナデ 明黄褐/鈍い橙 やや 農 勺外面に赤

▼墓 喪 度状文・ハケメ/ハケメ/ 崎 良

1号周濫墓 168)/― / ケヽメ/ナデ・ハケメ/ 褐 /賠褐 圭 Jき 石 〕O
'卜

雨スス付着

1号周溝墓 ネ生 180)/― / 長・石 雲

|十師   1台付輩 ξ墳前 /―/ 月黄褐/明褐 ―括

ふ生 360)/― /― ケヽメ・隆繰/ナデ / 良

号周溝 8 示生 184)/92/― 波状文・円文・磨き/ナデ/無文
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図版 地点 ll 種 男叫 器種 時期 口/底 /高 cm 整形技法 外/内 /底 色調 外/内 胎土
存
％
残
率 焼成 注 記 備 考

68 1号周年苺墓 体生 一こ 赤生 ―/99/一 ナデ・磨き/ナデ/無文 明赤褐 石・雲 良
.25,34,3536,43,一
舌

1号周溝墓 13 土師質 すり鉢 中世 866)ツー/ やや良 括,C6-括
小生 一重 弥生末 160/― /― ケヽメ・ナデ/ナデ/

ナデ 磨き/ナデ/ナデ 鈍い黄橙 赤 石

号周溝墓 3 小生 王 弓↑生 10)/一 /
ハケメ縄文・刻み/縄文・ハケメ
ナデ/ 黄橙 ・石 赤・雲 良

5,22,11,12■ 5,23,24

臀墓 4 小生 一重 弥生 160)/― / クヽメ・縄文 刻み/縄 文 F_きイ 4 外面一部スス付着
9/(75)/140 刻み・ハケメ/ハケメ ナデ/ナデ 明赤褐～黄裕 石 雲

号周溝糞 橙 雲 赤

3号周溝墓 ホ生? 誕 弥生 ? 舅ヨ 良 17

号周溝墓 8 霊 弥生 ? /47/― ナデ/ナデ/肖 1り 望
一

3 全体に黒変

70 号周溝墓 ホ生 莞 赤生末 を56/80/269
ハケメ・刻み/ハケメ ナデ/木葉
痕 ?

ヒ橙 長 石・赤・雲 良 内外面薄く黒変

70 号周溝薬 ? ボ生 盟 暗橙/橙 長・赤・雲
70 号周溝墓 3 ホ生 it生末 124/60/200 良 同部黒斑

4 土師 竪 平安 78)メー/ ハケメ/ハケメ/ 黒褐 /ζ 外面にスス付着
70 ナデ//ヽケメ/― 赤褐 髭・雲・安

70 号周イ善菓 士宮市 切 り 長・雲
70 号周溝墓 土師 杯 占墳 158)/SO/64 良 7336 内外面スス ?付着

毒墓 2 土師 14N ξ墳後 130)// ナデ・肖1り/ナデ/
0/50/3? ナデ/ナデ/ナデ 登/黒褐 ヨ笏

70 号周溝菜 沌い黄橙/淡橙 雲 長 赤 良 ,795

70 号周溝墓 3 不生 ?
=

134)/― / 天 長・赤 良 被熱により灰色化

70 7号周溝墓 土師 然 j墳 156)/― / ミカ
｀
キ/ミカキ/― 月褐/黄橙

白・黒・赤。金
良 12 16

内面、少量のスス付

着

号周溝墓 2 土師 苛14N? 占墳 250)/一 / 暮き/磨き/ 登～黒褐/黒 長 黒・雲 良 一括
内面、微量にスス汚
れ

70 7号周溝墓 3 ホ生 宗生 ～橙 良 ,D10-3
8土 土師

=状
高台皿 平安末 /78/― ナデ/ナデ/糸切り 良 ,776 勺面黒色

平安 130)/(60)/43 ナデ/ナデ/糸切り 黒褐

文 刻み /ハケメ/― 黄橙 雲・長・石・角

土師 イ 平安 129/6 3/42 雲・赤 良

911 土師 皿 平安 125/70/22 ナデ/ナデ/糸切り やや良 7334,一柘
平安 138)/(60)/40 ナデ/ナデ/糸切り 月赤褐

19溝 黄橙 奎
本 長 やや不i

,0溝 土師 皿 平安 (120)/63/28 長・赤 不良

,3溝 土師 耳皿 平安 40/36/15 ナデ/ナデ/糸切り 良

平安 32)/(58)/38 ナデ・肖1り/ナデ/削り 七い赤褐

l lll ナデ '削り/ナデ /削 り 黒褐 /R音褐 赤。長

2 土師 不 占堆 (120)/一/45 為外面黒色
3 土師 古墳 127/―/42 削り,ナデ/ナデ/肖 1り 5700

37/85/34 削り,ナデ/ナデ/肖 1り 隆/赤

71 1'可 5 土師 不 古墳 137/70/33 削り・ナデ/ナデ/肖 1り 黒橙 赤。長
内外面黒彩、内面線
亥1

河 6 土師 不 古墳 150)/― / ナデ・肖1り /ナデ/ 一括 勺外面赤彩

不 古墳 109)/― / ナデ/ナデた
11丁 当1り・ナデ /ナデ / 鈍い橙 赤・長

1,可 9 と言市 不 示・長 5958

河 10 土師 不 古墳 ? (110)//― 肖1り /ナデ/ 5998 外ヽ面薄く黒色
不 平安 121)/(60)/39 ナデ・削り/ナデ・暗文/削り 躊

I河 ナデ・削り/ナデ/糸切り,削り 君尋/利と ボ・長

71 1イ可 13 土師 ll 平安 12 1/43/27 ナデ・肖1り /ナデ/糸切り・削り 明橙 ボ 長
5283,5284,5つ 86,528
8

71 14 土師 不 平安 124)/52/33 ナデ/ナデ/糸 切り 鈍い橙 示・雲微
日縁部燈心痕あり、
外面薄く変色

1イ可 ナデ/ナデ/糸切り 橙 ボ。長
16 土師 不 平安 い橙 巨。長 52115345 外ヽ面変色
土師 14N 平安 103)/(55)/34 デ/ナデ/糸切り 5370 付面黒色

平安 116/51/86 ナデ/ナデ/糸切り
1預丁 ナデ/ナデ/糸 切り 暗褐/黒褐 目・長

1河 と言� lTN 平安 Ю 民・安・赤 こみ大
21 土師 lTN 平安 15 1/76/48 ナデ/ナデ/糸

72 1河 土師 杯 平安 146)/78/38 ナデ/ナデ/糸切り 橙 雲。長
5688,5689,5690,568

72 lrT /ナデ/糸切り 鈍い橙 未・雲 15

72 1河 土師 IT 平安 (148)/(76)/47 赤。長 良 55525555

72 11可 土師 皿 平安 ナデ/ナデ/糸切り 橙 赤・長 良
外面黒斑、内面油

煙 ?
72 ナデ/ナデ/糸切り 黒褐/暗黄褐

72 11可 27 十日市 明赤掲 雲 多 赤 良

72 1イ可 土師 卜形鉢 占墳 ? 11 0/42/60 長・雲 良 内外面赤彩 ?
上召市 卜形鉢 古墳 ? (100)/(42)/53 ナデ/ナデ/ナデ 良

古墳 182)/(124)/90 削リナデ/ナデ/ハケメ 明黄褐

1イ可 寺‖り・ナデ/ナデ/ ピ赤褐 雲多・安 や や

と師 笥郭 き堤 日/灰褐 赤 良 内面変色

72 1河 土師 苛14N 古墳 128)/112/99 ナデ■Jり/ナデ/ハクメ 黄橙/黒 赤 良 ,125,5126,5129
内面黒色、外面薄く

赤彩 ?

古墳 /(126)/ ナデ//ナデ 隻黄

II可 ナデ//ナデ 鈍い橙 長・角

11T 笥t45 燈 赤・長 良

87 土師 罰t4N 古墳 ナデ//ナデ 良

葛l lN 古墳 ? /94/ サデ・ハケメ/ナデ/ハケメ 勺外面赤彩
72 肖1り・ナデ /ナデ /ナブ 黒黄褐 雲

72 河 40 上宮市 月黄褐 雲 良
'06972 土師 葛邦 古墳 /82/― ナデ/ナデ/ 伐貢笹 赤 やや良
'91242 疋平由 皿 平安 (34)/(68)/27 ナデ/ナデ/付け高台 良

72 疋*由 ナデ/ナデ/付け高台
72 良

72 河 泉平由 皿 平安 /(78)/― 良 i565 角外面 釉
,可 3区 須恵 小形蓋 古墳 ? /―/(20) ナデ/ナデ/ 良 1区ベルト3～6層

72 河 t/4S/4 回転削り,ナデ/ナデ/回転削り 戻 密
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第4表 土製品観察表
図版 地点 種別 長 /短/厚 cm 鮪

判
重さg 整形技法 外/内 日 羽

外 /内
胎 土 焼成 注 記 備考

手づくね土器 31/20/42 ナデ/ナデ/ナデ 曽褐 三微 良

12 手づくね土器 46)/30/31 ナデ/ナデ/ナデ |き褐 良 括

9 35/2 1/32 ナデ/ナデ/ナデ 登 ヨ微 良

8/08/1 ナデ/ナデ/ナデ itい褐
20/21 ナデ 褐 髭 雲

;5/30/40 ナデ・削り/ナ デ/削り itい橙 髭・赤 773 外面一部変色

ナデ/ナデ/ナテ 竜い褐 良
―/42/― ナデ/ナデ/ナデ 黒褐 髭・赤 角 良

i55)/55/1 76 ナ デ 暗褐 示・石 良

土 1 0/085/055 」82 乳 自 文様 ?

17土 手捏土器 69/20/27 ナデ/ナデ/ナデ 赤褐 良 外面シワ

1イ可 手づくね土器 35/35/28 ナデ/ナデ/ナテ 喝/赤褐 長・角 良 ,851 内面赤彩 ?
77 霞構外 手づくね土器 78/69/40 ナデ/ナデ/ナデ 喝 良

第 5表 石器類観察表

図版 地点 N0 分類 長/幅/厚 cm 重さg 石材 色 調 注記 偏 考

47 」竪 17 蓑刃形石器 78/49/15 ,487 貼板岩 黒 褐 灰 ―括

47 」堅 薯石 7/53/17 〕7 12 奏山岩管海灰井 lgR灰

51 〕堅 7 lT斧 ,3/47/07 せ板砦 天 褐

51 )竪 き製石鏃 32/18/02 0 俣侮片岩

tO事 7 茎状機 185/51/49 )828 差山井 天

13撃 蕃製石鏃 36/21/02 30 俣得片井 培昔灰

13撃 客製石鏃 37/19/01 0 俣侮片井 緑 灰

18撃 7 蕃製石鏃 74/33/― 差山碧 雪灰

25撃 凹み 石 )0/74/48 彦山岩 天

】4率 蕃石 ,3/73/35 37034
=山
岩 掲

〕8事 蓉製石鏃 ? 33/09/02 〕76 俣俸片井

打 斧 ―/63/25 1310 緑侮海灰井

15 凹 み 石 126/86/20 2170 癖灰曹百井

16 凹 み 石 92/78/59 5120 多山岩

1号周濫豪 隣刃形石器 74/46/07 370 rLI続岩
1号 周港豪 12 設1片 42/2 1/06 黒曜 石 ミ

2号周溝棄 著製石鏃 63/3 1/55 118 佑板岩 死

70 1号周濠墓 8 』み石 H1/96/62 5760 安山井 死白

70 号周濫稟 3 T斧 103/5 1/1 2 ホルンフェルス 死

号周濫豪 百鏃 15/13/03 029 黒曜 石

号周溝豪 5 労錘車 50/62/065 緑侮海灰岩 疼ネB 分 欠

71 ll土 1 Jみ石 83/78/47 4870 安山井 死 白

lⅢ了 石鏃 30/10/05 095 黒薩石 黒携

1河2区 丁斧 00/67 6 癖灰菅頁井 死苦

τ斧 47/46/ 1480 ホルンフェルス

1河 丁斧 139/70/09 1530 砂管粘板井 両端 座経

1河 丁斧 120/63/24 2000 癖灰井 死白

75 1河 暮斧 165/53/32 5620 緑俸海灰井 長)天

75 1河 皿 t85/144/53 20000 奏山岩 死白

77 篇 外 石鏃 17/1 2/03 042 黒躍石

77 葺構外 暮製石鏃 54/31/03 70 緑俸片崇

77 騰外E0 暮り石 39/48/20 106 16 緑角淳灰碧 雪格 ―lH

77 僑外E0 百錘 94/51/19 157 16 砂岩 旨灰 ―括

77 構外Fl 硯 (58)/63/125 685 佑板岩 ―括

第6表 金属製品観察表

図版 地 点 II10 分類 長/幅/厚 cm 重さg 材質 注記 備 考

13堅 13 ζ銭? 21/21/005 落/Flン (筆銘鶴 )

硲堅 葉 107/48/04 決

略堅 7 劣錘車 150/05/05 )50 嵌 F446

6 土 | ヤセル ? 365/11/07 SX2`E-8)

6 土 1 ■セル雁首 36/161/17 SX7 Pl
6 土 2 子セル雁首 50/1 65/20 73 SX7 P3
6 土 3 子セル吸 日 60/095/09
6 土 ■r錢 24/24/0 12 71

6 7土 5 キ銭 23/23/012 299
6 7士 6 キ錢 24/24/012 239

6 十 7 キ銭 23/23/012 299 綱

6 十 キ銭 258/258/0 1 賓 1～ 3は3枚重ね

6 十 2 キ銭 223/228/0 1 SX8 No l 永通賓

十 3 キ錢 258/258/0 14 SX8 Nol 冠永通賓

67 15+ キセル 雁 首

67 15+ キセル吸口 SX15 P3
と5+ キ儀 235/235/01 電永通賢 3～ 7は5枚重ね

67 と5+ キ鉾 P 電永通賓

67 キ併 SX P 電永通賓

67 15+ 併 P 電永通費

67 胴 電永通費

67 10+ EE繕 100/64/04 228 胴・ガラス ? /ンズ横、自いひ ()あり

隊 SD2 87
手チ「 玖 ,D13-括

賢構 次

77 賢構 隊 表土直下

77 置構 古 鶴 ,62 電永通費
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2号竪穴

1黒褐色砂質土(10YR2/3)小 石を多く含む。しまり有り。

2号竪穴炉

A

1黒 tgJ色砂質土 (5YR2/2)
2黒褐色砂質上 (5YR2/2)床 面
3鈍い責褐色砂質土 (5YR5/4)
4鈍い黄橙色砂質土 (10YR6/3)

望住生2919m

0_す
_ド__翠壁ど聖と_____Jm

第 2図  2号竪穴
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2号竪穴

1号 ビット
b

2914m≦■

撹 乱

3号ビット

1黒褐色砂質土(10YR3/D

2914mユニ

・
ヤイ
Φ

・■

1

5号 ピッ ト
f

2914m里4

2914m」生

1黒褐色砂質土 (10YR3/1)
～ 鈍い黄褐色砂質土 (10YR6/4)

2号 ビッ ト

ｄ

一

∞
）

4号ピット

2919m止    ユ

1黒褐色砂質土(10YR3/21
2黒褐色砂質土(10YR3/1)
3鈍い黄褐色砂質土(10YR5/3)

1黒褐色砂質土(10YR3/21
～鈍い黄褐色砂質土(10YR5/41

1黒褐色砂質土(10Y酪/1)

10号 ビット
k         2913m型生

1黒褐色土 (25Y3/1)
2暗黄褐色土 (25YR6/6)

第 3図  2号竪穴
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1黒褐色砂質土(10YR3/2)
2暗褐色砂質土(10YR3/3)

3号 ピッ ト
1     2913m―上

1黒褐色砂質土 (10YR2/2)
2褐灰色土 (10YR4/1)
3黄褐色砂質土 (25YR5/4)

11号 ビッ ト
1          2932m」生

1黒褐色砂質土(10YR3/呻
2黒褐色砂質土(10YR3/21
～ 鈍い黄褐色砂質土(10YR5/9

6号ビット
g

9号ピッ ト

〕

7号ピット
h

2914m二

2913m―上

1黒褐色砂質土 (10YR3/1)
黄褐色砂質土ブロック約ヾ混じる。

1黒褐色砂質土 (10YR2/3)

(1:30) lm



3号竪穴

/

|

|

1黒褐色砂質土 (10YR3/1)

1灰責褐色砂質土 (10YR4/2)
2黒褐色砂質土(10YR3//2)
3黒褐色砂質土 (10YR3/1)
4鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)

3号 ビッ ト

C        C' 2915m

▼
l黒褐色砂質土 (10YR3/1)

4号 ピット

d d' 2915m

1黒褐色砂質土 (10YR3/1)
2鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)A' 2919m

1黒褐色砂質土 (10YR3/2)
2暗褐色砂質土 (10YR3/3)
3暗褐色砂質土 (10YR3/3)
部分的に黄褐色砂質上が混じる。

4鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)

2号 ビット
b b'

2915mざ

>

5号ビット
e' 2915m

」∞

1黒褐色砂質土 (10YR3/1)

?      (1130)      Im

?        (1160)       ?m

・●
‐
秘

工
４

ｒ
ギ
．．■
・
∫

号、二

『
ギ

・
代

1号 ビッ ト
a' 2914m

2ガ

第 4図  3号竪穴
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4,7・ 19号竪穴

16

18竪

4

も胚
ゐ

♀  
“
i60D 御

第5図 4・ 7・ 10号竪穴

29212m型堂

19竪

つ灰黄禍色土(10YR4/2j
～黒褐色砂質土(10YR3/D
10.暗褐色砂質虫 10YR3/3j

i〕浸捏亀毯懸賜
13蕪福色砂質主(10YR3/11
14黒獅ヨ嫌 主(10YR3/21

-49-



4,7・ 19号竪穴

―

―

―

企沢
苺
≧
押

3 1

＼
¶ ・

・
/
ノ

m

第 6図  4。 7・ 19号竪穴
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5。 30号竪穴

A'

|>

10

中ｏЮ
～
ヨ
ー脇
眸

1表土 (砂層)2‐ 7ウンド客土。
2褐灰色シルト質上 (75YR6/1)グラウンド客土。
3灰褐色シルト質土 (75YR5/2)カ ウンド客土。
4褐灰色土 (75YR4/1)旧水田土壌。
5黒褐色土 (10YR3/1)白色砂粒多い。
6黒褐色土 (10YR3/1)5層より色調やや暗い。
7鈍い黄褐色砂質土 (10YR5/3)
8灰黄褐色砂質上 (10YR4/2)S16の 覆土。
10黒褐色砂質土(10YR3/21黄 褐色シルト質混入。
■ 黒褐色砂質土(10YR3/21人 頭大円礫約彰多く入る。

S15覆土。

12黒褐色砂質上(10YR3/1)白色砂粒混。
13暗褐色砂質土(10YR3/31白色砂粒混。

A

―全-2926m

1褐色土 クラウンド造成面。
2茶褐色土 グラウンド造成面。
3赤褐色土 グラウンド造成面。拳大の礫を多量に含む。
4責褐色砂 (10YR8/3)
5黒褐色上(10YR3/1)
6鈍い黄褐色砂質土 (10YR5/3)
7鈍い黄褐色上 (10YR7/4)黒色土プロックを含む。

O                       m

5。 30号竪穴

-51-

くデ◎電

第 7図



5。30号竪穴

30竪
D

2913mユ

2目霧霊矮圭t饂璃咄筵1蝙ょりやや時ヽ

543号ビウト

ニ   29■ 5m生

V
1黒褐色砂質土l10YR3/21

g嬰2号ビット
a     2925m笙 生

ヤ

と暗褐色砂質上(loYR3/3)

引聾4号ビット

皇   ヵl諭 生

▼
1-黒褐色砂質土 (10YR3/1)

30竪 1号ピット

a               が 291.6m

ーl黒縛色砂質土(10YR3/2J

第 8図  5・ 30号竪穴
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8号竪穴

1ビット

2914m

2ピ ット
b b'

2915m

1黒褐色砂質土 (10YRyl)
～ 灰黄褐色砂質土 (101rR4/2)

A'

1暗褐色砂質上 (10YR3/3)
2黒掲色砂質土 (10YR3/2)
3灰黄褐色土 (10YR4/2)床 面か。
4鈍い黄褐色砂質土 (10YR5/3)撹乱。
5鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)観 3覆土。

A' 2919m

3ピ ット

2914m≦上

1黒褐色砂質土 (10YR3/1)
2暗褐色砂質土 (10YR3/3)
3鈍い黄褐色砂質土 (10YR4洛 )地山。

4ビ ット

d       2915m型L

▽
l黒褐色砂質土 (10YR3/2)
2灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

5ピ ッ ト

e       2915m≦ 上

V
1黒褐色砂質土 (10YR3/2)

A'

9        (li60)       ?m

]8号 竪穴
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9～ 11号竪穴、6。 7・ 15土坑 11竪炉

2916m二生

1にぶい褐色砂質土 (75YR5/3)焼 土。
2黒褐色砂質土 (75Y路 /1)
3鈍い黄褐色砂質土 (10Yる /3)

kl

ｍ

〓
一
‐
―‐
Ｌ
Ｆ
キ
Ｉ

Ｆ
一

f

3
1黒褐色砂質土(75YR3/2)
2赤褐色砂質土(5YR4/6)焼土。
3鈍い黄褐色砂質土(10YR4/3)地 山。

0_T_r¬
_ィ壁r聖と_____Jm

＼ヽ __ノ /

／

ト

ナ

9竪  E
灯

2919m

0コ
_rT」生ど里二___Jm

291 9m  E'

ヤ‐

11竪

一 一 ― 笙

Υ

　

　

＼

赴

／
共
土▼

‐

3ピ

第10図  9～ 11号竪穴、 6。 7。 15号土坑
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第11図  9～ 11号竪穴
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12号竪穴

1黒色砂質上 (75YR2/1)白色系の砂粒が多い。
2黒褐色砂質土oOYR3/1)鈍 い黄褐色砂質土 (10YR4/3)が ブロック状に混じる。

3鈍い黄褐色砂質土(10YR4/3)
4黒褐色砂質土(10YR3/21

第13図  12号竪穴
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13・ 21号竪穴、7・ 8・ 13号ビット

灰色土が帯状に雄積する。撹乱か。
2暗オリープ褐色土 (25YR3/3)
3黒褐色土 (25Y3/1)S121覆土。
4オリーブ黒色土 (5YR3/3)S121覆土。責褐色
砂質上がプロック状に混じる。

互③
>

/わ
螂
／

|

/

一 一

イ

13・ 21竪
A

13竪

1暗褐色砂質上(10YR3/3)小礫が多く混じる。 5黒褐色上(10YR2/3)S113覆 土。

A'  2921m

2m6灰黄褐色土 (10YR4/2)S113覆 土。黄褐色
砂質土ねゾ ロック状に混じる。

7黒褐色土 (10YR3/1)
8褐灰色土 (10YR4/1)

ユ《∈乏》と
■    2釧 5m生

―

7号 ピット

2918m坐生

l黒褐色砂質土(10YR3/D

第 14図  13。 21号竪穴、

8号ビット

1黒褐色砂質土(10Y郎 /1)
2鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)
3黒色シルト質上(10YR2/1)

7。 8。 13号 ビット

13号ビット

b

◎

-58-



13・21号竪穴、7号ピウト

7ピ ッ ト
b        ・   ・   ぼ 2913m

Ｌ
Ｉ

和

ｙ
一ヵ

13・ 21号竪穴、 7号ビット

ー59-

第15図
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糾 ユ ｏ 図 　 一 ヽ 二 ９ ・ Ю Ю 帥 胆 泌

― 〇 〇 ―

1黄
褐
色
土
(1
0Y
R5
/6
)灰
白
色
砂
粒
が
プ
ロ
ツ
ク
状
に
混
じ
る
。

2黒
色
土
(1
0Y
R1
 7
/1
)砂
粒
を
含
む
。灰
黄
色
上
が
斑
状
に
混
じ
る
。

3褐
灰
色
土
(1
0Y
R4
/1
)砂
li
を
多
く
含
む
。
下
層
に
灰
責
色
上
が
多
く
混
じ
る
。

4暗
褐
色
土
(Ю
Y酪
/3
)砂
粒
を
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く
含
む
。よ
く
し
ま
る
。

5畢
褐
色
土
(1
0Y
R2
/2
1砂
粒
を
含
む
。
黄
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上
が
斑
状
に
混
じ
る
。

6黒
色
土
(Ю
YR
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コ
下
層
に
黄
色
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が
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状
に
混
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る
。
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上
力
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状
に
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じ
る
。
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)
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褐
色
土
10
YR
3/
1)

10
黒
色
土
(1
0Y
R1
7/
1)

■
暗
黄
褐
色
土
十
黒
色
土
混
合
土
層
。
砂
質
。

12
鈍
い
黄
褐
色
土
(1
0Y
R7
/4
)黒
色
土
プ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。

13
鈍
い
黄
褐
色
土

14
鈍
い
責
褐
色
土
(1
0Y
R7
/4
)

15
暗
褐
色
土
(1
0Y
R3
/4
)

16
褐
色
土
(1
0Y
R4
/4
)

17
灰
黄
褐
色
土
(1
0Y
R4
/2
)責
色
砂
邦
ッ
ク
を
多
く
含
む
。

18
灰
黄
褐
色
土
(1
0Y
R4
/2
)黄
色
砂
カ
ッ
ク
を
多
く含
む
。

19
鈍
い
黄
橙
色
土
(1
0Y
R6
/4
)

14
・
15
・
22
号
:翌
穴

9 
  
  
  
  
(1
16
0)
  
  
  
 ?
m

干 廷
嫉
蒐

′

―

―

＼

竪



14号竪穴

22号竪穴

_⊇生2918m

第17図 14・ 15。 22号竪穴
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18号竪穴、3号ピット、8～ 11・ 13号土坑

発(》ミ

＼   t
＼
＼

18竪 ,2溝

1鈍い責橙色砂質土 (10YR6/4)砂粒細かい。
2鈍い黄褐色砂質土 (10YR5/4)砂粒中。
3鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)砂 粒大。
4暗褐色砂質土 (10YR3/3)砂粒細かい。
5褐色土 (10YR4/4)～ 責褐色シルト質土 (10YR5/8)
6黒褐色砂質土 (5YR2/2)
7鈍い黄褐色土 (10YR5/4)砂粒細かい。

3号 ビット
a'2920m

1灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

18竪可号ピット
a               a生

2916m

―l黒褐色砂質土 (10Y昭 /1)

(1:30) lm

9号土
"i〔

三ぞjiF翠
生≠`

Υ

10号土坑
|

11号土坑

望生 2922m

8鈍い黄褐色シルト質土 (10YR5/3)
9灰黄褐色土 (10YR4/2)
～ 黒褐色砂質土(10YR3/21
10暗褐色砂質土(10YR3/31
11黒褐色砂質土(10YR3/21
12灰責褐色砂質土 (10YR4/2)
13黒褐色砂質土(10Y酪 /1)
14黒褐色砂質土(Ю YR3/21

第18図  18号竪穴、 3号 ビット、 8～ 11。 13号土坑

号土坑て鉄②
８ 1出

/
0,_「
T」生ど里二___Jm

〃
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18号竪穴

(1:601

第 19図 18号竪穴
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20号竪穴

1褐色土 クラウンド造成面。
2茶褐色土 クラウンド造成面。
4黄褐色砂 (10YR3/3)
5黒褐色土(101rR3/1)

■ 暗黄褐色土 +黒色土 混合土層。砂質。
拗 灰黄褐色上 (10YR4/2)
21鈍い黄橙色上 (10YR73)黒色土ブロックを多く含む。

9        (l i60)      ♀m

B' 2918m

20号竪穴1号 ビット 20号竪穴2号 ピット

b               b'

ソ

1号 ピッ ト

ｍ

が

一
２９

?       (li30)     lm

第20図 20号竪穴
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24号竪穴

A' 2925m

1表土校庭造成土
2暗赤褐色土16YR3/21砂 粒御を多量に含む。鉄分沈殿多い。
3黒褐色土(5YR2/21砂 粒を多量に含む。黄色土が斑状に混じる。
4黒色土15YR1 7/1)炭化物を含む。責色上が斑状に混じる。
5灰褐色土(75YR4/2)砂 粒を多く含む。戊化物、焼土粒が混じる。

6灰黄褐色土(10YR4/2)焼 土粒を含む。黄色土が斑状に多く混じる。
7黒褐色土 (75YR3/1)砂 粒を多く含む。黄色土が斑状に混じる。鉄分沈殿あり。
8褐灰色土 (10YR4/1)砂粒を含む。貨色土粒が混じる。鉄分沈殿あり。
9地山

B' 2919m

第21図 24号竪穴
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28・37号竪穴

1表土 (砂層)グラウンド客土。
2褐灰色シルト質土 (75YR6/1)ク ラウンド客土。
3灰褐色シルト質土 (75YR5/2)グラウンド客土。
4褐灰色土 (75YR4/1)1日水田土壊。
5黒褐色土 (10YR3/1)白色の砂粒多い。

6黒褐色土 (10YR3/1)5層より色調やや暗い。
7鈍い黄褐色砂質土 (10YR5/3)
8灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)6竪の名残。
9黒褐色砂質土(10YR3/21馬 歯出土。
10黒褐色砂質土oOYR3/2)黄 褐色ンルト質が縞状に混じる。

E

292 5m A'

第24図  28,37号竪穴
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33号竪穴

A A'2925m

1 暗褐色土 (10YR3/3)白 色砂粒多。礫、サビ粒入。
2 褐色土 (10YR4/4)サ ビ粒、白色砂粒多。
3 黒褐色上 (10YR2/3)白色砂粒、褐色砂有。炭化物有。
4 黒褐色土 (lσrR2/2)炭化物多。焼土と炭化層の互層有。
5 黒褐色上 (10YR3/2)上 層に褐灰色粘土層堆積。
焼土層有。地山ブロック土含。

6 鈍い責褐色土 (10YR4/3)地 山崩土。

33竪寵

BI碇

ヨ

黒褐色土(10YR2/3)+焼 土 焼上、炭化物多。
黒色土(10YR2/1)黒 味強。炭化物主。焼■/1Hプロックやや多。
黒褐色土(10YR3/2)地 山黄褐色砂質土混。篭下層。

b'

2912m

0~十
~十~け¬生唾型聖______Jm

0___巧に___T里革⊇里L_____――rm

A'2916m

第27図 33号竪穴
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34号竪穴

A A'2917m

34堅Z:毛

黒褐色砂質土 (10YR2/3)白 色粒、褐色粒、炭化物やや多。黒味有。
灰費褐色砂質土 (10YR4/2)地 山黄色土プロック、炭化物多。

9   9:3①    lm

35号竪穴

2

1 褐灰色砂質土 (101FR4/1)グランド整地上。
2 灰黄褐色土 (10YR72)白色砂壮、褐色粒入。
3 暗褐色土 (10YR3/4)褐 色小プロック、白色泣、小礫入。
4 責褐色土 (10YR5/8)サ ビ層含。白色粒、褐色粒有。
5 黒褐色砂質土 (10YR2/3)サ ビ粒、白色粒、褐色粒入。礫含。黒味有。
6 責褐色土 (10YR5/81 白色粒多。

A

第28図  34。 35号竪穴

暗褐色砂質土(10YR3/3)サ ビ粒多。褐色粒、白色粒やや多。
黒掲色砂質土 (10YR3/2)
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

白色粒、サビ粒、褐色小プロック入。炭化物、土器片有。

灰褐色プロック主。

B'2917m

"す
二,!

z;:r22 , 2〈

4     ど`ワガ叱
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± 
°°
 36号雪笑

③
⑬        3竪

36号竪穴

15号溝

A'2923m A

-2920m

灰黄褐色砂質土プロック混。

第29図 36号竪穴、15号清

A'~~2923m

1 鈍い黄褐色砂質土(10YR5/3)白 色粒多。褐色粒有。礫入。
2 褐灰色砂質土(10YR4/1)白色粒多。小礫入。
3 赤褐色砂質土(5YR4/8)サ ピ多。白色粒、褐色粒多。小礫入。
4 黒褐色砂質土(10YR3/2)お 礫ヽ入。黄褐色小プロック入。
5 黒褐色砂質土(10YR3/2)灰 白色砂層含。
6 鈍い黄褐色土(10YR4/3)黒褐色土混。

A                    A'
諭

黒褐色砂質土(10YR2/3)サビ粒、白色粒多。褐色粒入。
黒褐色砂質土(10YR2/3)+灰黄褐色砂質土(10YR4/2)

0___巧ド_r_十里二⊇壁L_____――rm
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38号竪穴

イ
オ
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ィ 十
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ヽ

ギ
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単
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中
中
へ
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れ
赴
隈
岬
　
　
　
　
　
　
　
。佃
ヽ
台
ヽ

（ヨ
¶
）

/
十

‐

38竪炉
1 焼土層(5YR6/8)
2 黒褐色土(10YR2/3)白 色粒、褐色粒多。炭化粒有。
3 灰黄褐色砂質土(10YR4/2)地山ブロック土多。

9      (1130)     Im

第30図 38号竪穴
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39号竪穴

コプ 艦  ♂多

矧而

1 黒褐色土 (10YR2/3)砂 粒、白色粒多。
2 黒褐色土 (10YR2/2)+焼土 小ブロック状の焼土混。
3 黒褐色土 (10YR2/2)黒 味強。焼土粒少。2層類似。

0勺
_ィ_r_聖

=聖

上_____Jm

第31図  39号竪穴
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40・ 47号竪穴、30号土坑

秦 欝
9。

争∩転

40・ 47:翌宅

b

47竪超

2916m二と

黒褐色土(10YR2/3)白 色粒、褐色粒多。炭化粒、焼土粒有。
黒褐色土(10YR3/2)十 焼土 焼土多。
黒褐色土(10YR3/2)地 山ブロック入。炭化物やや多。焼土粒有。
灰黄褐色土(10YR4/2)地 山直上。

9   0 13ω   lm

B'2913m

黒褐色土 (10YR3カ )白 色砂粒やや多。地山プロック入。上層に馬の歯有。
鈍い責褐色土 (10YR4/3)地 山直上～地山。

m

第32図 40。 47号竪穴、30号土坑
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第34図  42号竪穴

1 暗褐色砂質土 (10YR3//4)白色粒多。
2 灰黄褐色砂質土 (10YR42)地山砂質土ブロックやや多。
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45号竪穴
C C'

2917m

A'

2917m l
2

黒褐色砂質土(10YR2/3)白色粒多。褐色粒有。黒味やや有。
暗褐色砂質土(10YR3/3)地 山プロックやや多。黄味強。土器片入。
炭化物やや多。
鈍い黄褐色土(10YR4/3)壁際崩落土。

45号竪穴炉体土器

生参二
a      291 7m a'

V

3       3

1 黒褐色土(10YR3/2)
炭化粒混。白色粒やや多。焼土なし。

m

?        (1160)       ?m
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5号周溝墓、23号土坑

C'2917m

黒褐色土 (10YR2/3)白 色粒多。褐色粒入。やや黒味強。土師器 (古墳)片入。
灰黄褐色砂質上 (10YR4/2)黒 色粒混。
褐色砂質土 (10YR4/4)地 山直上。黒色粒わずかに混◇

A'2917m

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)白 色砂粒、褐色粒、灰責褐色プロック含。

A'2917m

?        (1160)       ?m
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第38図  5号周溝墓、
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2溝
A' 2919m

SD8
1黒褐色砂質土●OYR3/1〉
2灰責褐色土 (10Y雨 定)粒子細かい。
3黒色砂質土 (10YR2/1)
4黒褐色砂質土10YR3/21
5鈍い黄褐色砂質土 (10YR5/3)地山。

SD2
1灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)やや粒子細かい。
2黒褐色砂質土(10YR3/21
3黒褐色砂質土(10YR3//1)
4黒褐色シルト質土(10YR3/1)黒 褐色ンルト土が混じる。
5褐灰色砂質土 (10YR4/1)大石に伴う掘りこみ。
6暗褐色砂質土(10YR3/31
7黒掲色砂質土(10YR3/1)S118覆 土か。
8黒褐色砂質土(10YR3/21

2溝・19竪

292 2m B'B

1鈍い責橙色砂質上 (101rR6/4)砂 粒細かい。
2鈍い責褐色砂質土 (10YR5/4)砂 粒中。
3鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)砂 粒大。
4暗褐色砂質土 (10YR3/3)砂粒細かい。
5褐色土 (10YR4/4)～ 黄褐色ンルト質土 (10YR5/8)
6黒褐色砂質土 (5YR2/2)
7鈍い黄掲色土 (10YR5/4)砂 粒細かい。

8鈍い黄褐色シルト質土 (10YR5/3)
9灰黄褐色土 (10YR4/2)
～ 黒褐色砂質土●OYR3/2)
10暗褐色砂質土10YR3/3〉
11黒掲色砂質土(10YR3/21
12灰黄褐色砂質上 (10YR4/2)
13黒褐色砂質土(10YR3/1)
14黒褐色砂質土(10YR3/21

5溝
C C' 2919m

8m

SD5ベルト(3)
1暗褐色土●OYR3/41砂礫やや多い。しまり強。
2黒褐色土(10YR3/21砂礫やや多い。炭化物、焼土微量。しまる。
3黒褐色土(10YR2/31褐色砂質土プロック状に多く混入。砂礫少量。ややゆるい。
4暗褐色土(10YR3/31砂 礫少量。ややゆるい。

SD5ベルト(2)
1黒褐色土(10YR3/21砂礫やや多く、しまる。
2黒褐色土(lllYR2/21砂蝶やや多い。ややしまる。
3黒色土(10YR2/1)2層より砂礫やや少ない。ややしまる。
4暗褐色土(10YR3/31砂礫少量。黄色の砂少量。ややしまる。
5黒褐色土(10YR2/31砂礫少量。黄色の砂少量。ゆるい。
6灰黄掲色土oOYR4/21黄 色の砂やや多く混入。砂礫少量。ややしまる。

(1:60) 2m

5号溝)、 8号溝
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第39図 1号周溝墓 (2



B'2919m

2号周溝墓

■ 2918m

1黒色粘質土lN1 70)責褐色砂質上が斑状に混じる。
2暗灰色粘質土榔3/0)灰黄色砂粒を含む。
3黒褐色土(10YR3/1)砂 粒を多く含む。灰黄色土が班状に混じる。
4褐灰色土 (10YR4/1)砂 粒を多く含む。灰黄色土が下層に多く堆積する。
5黒褐色土(10YR2/21責 色上が斑状に多く堆積する。
6黒褐色土はOYR2/21砂粒を多く含む。
7灰黄褐色土 (10YR5/2)褐色土がブロック状に混じる。
8黒色土(10YR2/1)砂 粒を多く含む。黄色土が斑状に混じる。

9溝

止
             も 9m

7 3

1灰色粘質土d4/0)黄褐色砂質上が斑状に混じる。
2鈍い黄褐色土(10YR5/4)上 層に黄色砂質土が斑に混じる。粘性強い。Ы)9覆土。
3黒色土(10YR2/1)砂粒を含む。黒色土、灰色土が混じる。しまりややあり。SD9覆土。
4灰黄褐色土oOYR4泡)砂粒を含み、炭化物が混じる。黄色土粒が混じる。SD9覆土。
5灰黄褐色土(25Y6/2)砂粒が多く混じる。黄色砂質土が斑状に混じる。SD9覆土。
6黒褐色土(10YR3/1)砂 粒が多く混じる。下層に黒色土粒が混じる。SD9覆土。
7黒色上(10YR2/1)砂粒を多く合む。炭化物、黄色土粒が混じる。SD9覆土。
8暗褐色土住OYR3/0砂粒が多く混じる。黒色上、黄色土粒が多く混じる。S125覆土。

9溝 ?

撹:提奔≧三苺多多=ミ・
2913m

1黒褐色土(10YR3/21砂粒多い。炭化物少畳含む。SDll覆土。
2黒褐色土(10YR3/21砂粒多い。炭化物やや多く含む。SDll覆土。
3暗褐色土oOYR3/31砂 質。SDll覆土。
4鈍い黄褐色シルト質土(10YR5/4)地 山。

A'2918m

黒掲色土 (10Y貶 /3)白色粒多。褐色粒、灰黄褐色土プロック有。
暗褐色砂質土 (10YR3/3)灰 褐色土如 ック入。黒味弱い。
鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)地 山直上。灰褐色砂粒主体。

(1:60) 2m

15ピ

び
14号 ビット

A 2918m望堂

15号 ビッ ト

A 2918m望ヒ‐
［ド
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◎ 17ピ
k7.

◎

ピ６Ч
◎
ｗ

σ
7号周溝墓

1灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)炭化物を少量含む。
2灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)ややしまる。
3鈍い黄掲色砂質土 (10YR4/3)

16号 ピット
A      2919m 止

V
1黒褐色砂質土 (10YR3/1)

1黒褐色砂質土 (10YR3/2)
炭化物を少量含む。

2鈍い責褐色砂質土 (10YR4/3)
十褐灰色砂質土 (10YR4/1)互 層。

A' 2919m
17号 ビッ ト

A

9       (1130)      lm

22号溝、14～ 17号ビット

D D'2919m

10溝6溝

C'2919m

第40図  2～ 4・ 7号周溝墓、
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5号土坑

19号土坑

|ラ＼犀

18号土坑

黒色粘質土 (10Y毘/1)木製品 (自然ホ)含。
円礫含。粘性強。

黒褐色砂質土(10YR3/2)十 黒褐色粘質土

(10YR3/2)
上層に砂層プロック含。砂粒多。

暗IF」色砂礫上 (10YR3/3)サ ピ粒多く合。

1 黒色砂質粘土 (10Y R1 7/1)サ ビ化。土器片有。
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)密 。
2 灰白色砂層 (10YR7/1)サ ビ層含。上層はやや粗。
3 暗褐色砂層 (10YR3/3)密 。
4 黒褐色粘質土 (10YR3/1)黒 味強。粘性有。
5 灰黄褐色砂層 (10YR4/2)2層 類似の秒層。
6 褐色礫混土 (10YR4/6)サビ粒多。2～5cm大礫多。縄文土器片出土。
7 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黒 色土ブロンク含。

m

第41図  5。 18～ 20号土坑
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26号土坑

1

2

27号土坑

A

29号土坑
ノ

件

ナ
止

，
１
∫
Ｆ二

黒褐色砂質土(10YR2/3)白色粒、褐色粒多。
鈍い責褐色粘質土(10YR4/3)地 山直上～地山。

A'2917m

A

1号ピット

1

2

3

4号 ピット

A       2920m望ヒ

褐灰色砂質土 (10YR4/1)褐色土ブロック多。白色粒、褐色粒やや多ぅ
暗褐色砂質土 (10YR3/4)褐 色土ブロック混。灰色土プロック含。
褐灰色砂質土 (10YR4/1)灰色土主。1層類似。

ド
一

Υ

謎

ツト◎
Ｖ

　

　

Ａ

一

９

A     2920m望ヒ

V
1暗褐色砂質上 (10YR3/3)

6蓄

b4
A     2920m望ヒ

ヤ
1

1黒褐色砂質土 (10YR3/2)

1暗褐色砂質土(101rR3/3)
2鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)
3鈍い黄褐色砂質土 (10YR5/3)

10号 ビット 11・ 12号ビッ ト

A

/生
A'

A       2913m望ヒ

V
1黒褐色砂質土 (10YR3/1)

2919m 望と

1黒褐色土(10YR3/2〉 砂礫質。上面に土器1片あり。
長さ30cm大の礫1点。ややゆるい土。

第42図 26～29号土坑、 1～ 12号 ビット

A'2914m

鈍い責褐色土 (10YR4/3)
黒色土と責色土の混土。白色砂粒多。

黒褐色土 (10YR3/2)
灰色土混。責色土プロック、黒色土入。

鈍い黄褐色土 (10YR4/3)責 色土主体。

m

?      (1130)     Im

1灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
2黒褐色砂質土 (10YR2/2)
3黒褐色砂質土 (10YR3/1)

-88-



1号掘立柱建物

止

()と

__

37ピ
ユ 黒褐色土(10YR2/3)
白色砂粒多。柱痕状。

だ◎

1 暗褐色砂質土 (lllYR3/3)
地山の黄色プロック、白色粒多。

黒色土との混土。

26ピ

35ビ
1 黒褐色土(10YR2//2)黒味強い。柱痕部。         1
2 黒掲色砂質土(10YR3/2)地 山の小ブロックを多く含む。
3 灰黄褐色土(10YR5/2)地 山の崩土か。地山ブロックを主とする。

B

25ビ
黒褐色砂質土(10YR2/3)
地山の黄色プロック多。白色粒、褐色粒やや多。

- 2
36ピ

A'2916m

B'2916m

33ピ
ユ 黒褐色砂質土 (10YR2/3)
下層を中心に、地山の小プロック入。

白色粒多。褐色粒入。

1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)

1

地山直上。地山ブロック土多。  地山プロック土多。

黒褐色土 (10YR2/3)   1
白色砂粒多。柱痕状。

灰責褐色砂質土 (10YR5/2)2

38ビ
黒褐色土(10YR2/3)
白色砂粒多。柱痕状。
灰黄褐色砂質土(10YR5/2)

焼土粒有。

:     m三

1 掲灰色砂層 (10YR4/1)
砂層主。小礫入。

2 黒褐色砂質土 (10YR2/3)
下層に礫やや多。

32号ビット

1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)
小礫、炭化粒有。

2916m≦圭

1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)
白色粒、掲色粒やや多。地山の

黄色小ブロック多。

1 旱褐色砂質土 (10YR3/2)
地山の灰黄色プロック有。サビ粒、

白色粒多。

鰐
上
　
　
ｒ一ｋ．

30号ピット     ー
■

2913m」L

k'

占色輻1哲色猛i凝勇膨え上層に1

焼土粒やや多。人頭大礫含。

黒掲色砂質土(101rR3/2)
下層に小砂利状礫やや多。白色粒、褐色粒やや多。

ｒ
一

黒褐色砂質土 (10YR2/3)
白色粒多。サビ粒入。黒味やや強。

暗掲色砂質土 (10YR3れ )
地山直上。 翻翡患界睦。

2蹴
亀維躍

′盤覇鉛鍵督鷲冴
Vやや多。
:占
雹絲 ご冠

'こ

ξ手百穫多。
ワ    2 暗褐色砂質土(10YR3/3)

やや粗。小礫多。

9      (1130)     lm

第43図  1号掘立柱建物、23～ 34号ピット

黒褐色砂質土 (10YR2/3)
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21号土坑

A'射飾

1

2

3

暗褐色砂質土 (10YR3/3)
白色砂粒やや多。礫、褐色粒入。

灰責褐色砂質土 (10YR4/2)
地山責色ブロック含。

黒褐色砂質土 (10YR2/3)
白色砂粒入。やや粘性有。

291 6m A'

灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)礫 、
炭化物細片、灰含。炭化物直下に灰堆積。

鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)地 山類似。
黒褐色砂利層 (10YR3/2)黄 褐色土ブロック含。

。
¬_rィ_里イ里二___Jm

2916m二

く蛍

ト 25清

ド
一
一
Ｃ

28ビ

6号周溝墓

18溝

22号土坑

25号溝
A    l 聖壁2917m

フ
黒褐色土 (10YR3/2)白 色粒多。
掲色粒有。

暗褐色土 (10YR3/3)■ 灰黄褐色土
プロック(10YR4/2)
白色粒多。灰黄褐色土ブロック多。

黄味やや有。

鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)
地山～地山直上。

に
ド
Ю
ｏ
ユ
ｏ
ヨ

黒褐色砂質土 (10YR3/2)
白色粒、褐色粒、サビ粒多。

鈍い黄褐色土 (10YR5/3)
地山～地山直上。

18 20号溝

A

18溝

1 暗褐色土 (loYR3/3)黄 褐色土ブロック含。白色粒、褐色粒入。黒味有。
2 鈍い黄褐色土 (10YR4/3)地 山直上。
20溝

1 暗褐色土 (10YR3/3)ロームブロック多。白色粒、褐色粒入。
2 黒褐色土 (10YR3/2)や や密。黒味有。
3 鈍い黄褐色土 (10YR4/3)ロ ームブロック多。地山直上。1層類似。

(1:60) 2m

第44図  6号周溝墓 (16号溝)、 2¬

21ビ

-90-

23提た上坑、 18・ 20・ 25=)'脅



B B' 2925m

1

2

3

4

5

6

7

8

9

黒褐色砂質土 (10YR3/2)サ ビ粒混。白色砂粒多。褐色粒、土器片入。上層は近世水田層か。
褐灰色砂質土 (10YR4/1)サビ、白色粒、小礫入。白味有。
暗褐色砂質土 (10YR73)サ ビ粒やや多。白色粒多。
赤褐色砂質土 (5YR4/6)西 端厚くサビ化。
黒褐色砂質土 (10YR3/2)1層 類似。白色粒多。サビ粒、小礫入。
褐色土 (10YR4/4)薄 いサビ層。
黒褐色砂質土 (10YR3/1)5層 類似。7層下層は粘質土化。
黒色粘土 (10YR17/1)密 。粘性強。
鈍い黄褐色砂層 (101FR4/3)サビ化。

黒色粘土 (10YR17/1)密 。粘性強。砂層合。
鈍い黄橙色粘土 (シルト)(10YR6/4)極密。粘性強。
灰黄褐色砂層 (10YR4/2)+黒 褐色粘土 (10YR3/2)砂 質土混。黒味有。シルトをブロック状に含。
鈍い黄褐色砂質土 (10YR5/3)地 山。黄味有。
褐灰色砂層 (10YR4/1)灰 色味強。サビ化。
灰黄褐色砂礫層 (10YR4/2)サ ビ化した礫多。
灰黄褐色砂質土 (10YR4カ )黄 味有。

褐灰色砂層 (10YR5/1)グランド整地層。
褐色土 (10YR4/6)搬 入ローム土。
褐灰色粘質土 (10YR4/1)十 日本田層。
褐灰色粘質土 (10YR4/1)コ ンクリートブロック、礫入。
鈍い黄褐色土 (10YR4/3)刀 礫ヽ、遺物入。
暗褐色土 (10YR3/4)さ 3ド粒、白色粒多。旧水田層。
黒褐色砂質土 (10YRン 2)礫 入。白色粒多。遺物 (平安末)有。やや粗。
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)砂 粒多。やや粗。
褐灰色砂質土 (10YR4/1)サビ粒多。やや密。古墳時代土師器合。
黒掲色砂質土 (10YR2/2)白 色粒、サビ粒入。砂粒多。密。
灰黄褐色砂質土 (10YR4カ )や や粗。
褐色砂層 (75YR4//4)11層 のサビ化層。小壷 (弥生)出土。

1 褐灰色粘質土 (10YR4/1)十 日水田 (近世?)。 しまり強。
2 褐色砂質土 (10YR4/4)水 田床土。サビ粒多。白色粒、
褐色小ブロック有。

3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)礫 、サビ粒、褐色小ブロック、土器片入。
4 黒褐色砂質土 (101rR3/2)黒 味有。土器片入。
5 鈍い黄褐色砂質土 (10YR4/3)粗 。サビ粒多。
6 黒褐色砂質土 (10YR2/2)密 。炭化物含。
7 黒褐色砂質土 (10YRン 2)責 色味有。白色粒多。サビ粒入。
8 暗褐色砂質土 (75YR3/4)サビ粒。
9 黒褐色砂質土 (10YR3/1)や や密。黒味有。白色粒、サビ粒、
土器片入。炭化物やや多。4層類似。

褐灰色砂質土 (101FR4/1)密。
暗褐色砂質土 (10YR3/3)砂 層混。サビ粒入。炭化物有。
灰黄褐色砂層 (10YR4/2)十 黒色砂質土 (10YR2/1)や や粗。
黒色粘土と砂層の互層。

責褐色砂層 しまり、粘性弱。
灰責褐色砂層 (10YR4/2)責 色味有。
褐灰色砂層 (10YR4/1)灰 色味強。灰色粘土層入。
黒褐色粘質土 (10YRク 2)
褐灰色砂層 (10YR4/1)古 墳時代の土師器片、自然木片多。

第45図  1号河道
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焼土層:明黄褐色 (10YR761 炭化物混。
黒掲色砂質土 (101rR3/2)サ ビ粒、礫入。

黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂 層。
暗掲色砂質土 (10YR3/3)砂 層。
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5号竪穴
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第62図  39・ 40号竪穴遺物
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図版 1

1 塚本遺跡空撮写真 (2回の空撮写真を合成 )

|≒手静
∴1言 I

章■1歳:liiゑ
2 2次調査区俯跛写真 (西より)

3 2次調査区備瞼写真 (南より)



図版 2

1 1号竪穴違物出土状況

3 3・ 8号竪穴遺物出土状況
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2 2号竪穴完掘状況

4 3・ 8号竪穴完掘状況
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1 7号竪穴遺物出土状況

図版 3

2 7号竪穴内配石状石組

9号竪穴完掘状況 9号竪穴完掘状況

5 10'11号 竪穴完掘状況 6 刊0号竪穴炉

7 13号竪穴遺物出土状況 8 14号竪穴遺物出土状況



図版 4

1 13'21号竪穴完掘状況

2 14引 5号竪穴遺物出土状況

4 18号竪穴内炭化物出土状況

19号竪穴完掘状況

6 22号竪穴・6号溝 (7号周溝墓)完掘状況
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2 41号竪穴遺物出土状況
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